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　　　序じよ話わ　新しん結けつ社しやはじめてました







　時じ刻こくは丑うし三みつ時どきに差しかかろうとしている。

　明日あしたも学校がある者はすでに就しゆう寝しんしてなきゃならん時間帯たいだ。俺おれもその例に漏もれずソファーに横たわって、意い識しきが落ちるのを待っている。

　が、いつまで経たっても眠れない。

　その原因は、わざわざ考えるまでもなかった。

「待って、ちょっと待って……ソフィア、一いつ端たん戻りましょう？　お願いだから！」

「いや焦あせるな。私の勘かんでは、このフロアを散さん策さくし終えればセーブポイントがあるはずだ」

　この二ヶ月で、もはや住処すみかとしてお馴な染じみとなったログハウス。

　そのリビングに、少女二人の切せつ迫ぱくした声が響ひびき渡っていた。

　彼女らの正面にあるテレビからはおどろおどろしいＢＧＭまで聞こえてくる。おまけに室内の電でん灯とうはばっちり点ついていて、俺が目を閉じていてもその明かりが眼がん球きゆうを刺し激げきしてくる。

「む、無む理りよ！　だって音楽がどんどん怖こわくなってるもの、絶対に引き返した方がいいわ！」

「虎こ穴けつに入らずんば虎こ児じを得ずだ。あと少し耐えれば我々が求める休息が得られる」

「ソフィア、総そう帥すいの命令が聞けないの!?　ここは撤てつ退たいよ、撤退！」

「コントローラーを私に託したのはリナだろう。進しん軍ぐんも撤退も私に一いち任にんされているはずだ」

「…………」

　その直後にテレビから、ドドンッ！　というわざとらしい大きなＳＥが聞こえてきた。

「きゃーっ！　ほらほらー！　ムービーに入っちゃったじゃない！　絶ぜつ対たいボス戦せんよこれ！」

「むっ……い、いやボスであるとは限らない。ただの恐きよう怖ふイベントという可能性も……」

「だから恐怖イベントをさけたかったの！　ああ心の準備ができてないどうしよう無む理り無理またあいつらがあいつらがぁ……ッ！」

　そして俺おれの中からも何かがプッツン切れる音が聞こえてきた。

「うるせえぇぇ──ッ！」

「きゃああぁぁああ!?!?!?」

「ひっ……!?」

　勢いよくソファーから起きて怒ど鳴なると、少女二人が張り裂さけんばかりの悲鳴を上げた。
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　テレビから視線を外した彼女達は、呼吸を整えながら俺を振り返ってくる。

「と、橙とう也や！　驚かさないでよ！　ビックリして泣きそうになったじゃない！」

　非ひ難なんがましく俺を睨にらみ付けてくるのはパジャマ姿すがたの金きん髪ぱつ少女、一いちノの院いん凛り奈なだ。

　泣きそうになったというか、すでにその目め尻じりにはわずかに涙が浮かび上がっている。俺おれのお叱しかりに相そう当とう驚いたらしい。

「このタイミングで大声を出すとは、人が悪いぞトーヤ……ああいや私は驚いてないがな？　かなり平へい常じよう心しんだがな？」

　で、凛り奈なに乗っかるように俺を非ひ難なんしてくるのは最近増ふえた同どう居きよ人にん、ソフィアだ。

　その髪かみや瞳ひとみの色はおろか、パジャマですら青あお一いつ色しよくなので、パッと見『青い少女』という印いん象しようを受ける。現在彼かの女じよは何な故ぜか強がるように笑っているが、その口くち元もとが微び妙みように引き攣つっていた。

　表情は違えど二人共とも、仇きゆう敵てきを前にするような目で俺を睨にらんでいた。

「今いま何時だと思ってんだ悲ひ鳴めい姉妹。悪い子だって寝る時間だぞコラ」

　そんな彼女達に気け圧おされることなく俺は続ける。

　そもそもの原因は、あの自じ称しよう魔ま法ほう少女が『最近流は行やってるゲームがあるから凛奈ちゃんにも貸してあげる！』とゲーム機とソフトを我が家に置いていったことだ。

　それからというもの、凛奈とソフィアはハマリにハマってしまい、こうして夜な夜なテレビがあるリビング……つまり俺の寝室を占せん拠きよしては熱心にゲームをプレイしている。

　内容は『とある街に取り残された主人公こうが街に蔓延はびこる幽ゆう霊れいゾンビから逃げる』というものだ。

　敵が幽霊なのかゾンビなのかはっきりしねえが……知り合い曰いわく、かなりデキのいいゲームらしい。何でも『ホラーゲームに慣れた猛も者さでも恐きよう怖ふを抱く』のだとか。

　そんな玄人くろうとですら怖こわくなるゲームを、我が家の素人しろうとゲーマー達が耐えられるはずもない。

　結果として俺は二人の悲鳴に睡すい眠みん妨ぼう害がいされる日々が続いているのだった。

「だ、だって、今いいところなのよ！　多少の犠ぎ牲せいも仕方ないじゃない！」

　俺の注意を受けた凛奈は、そこで悔くやしそうに俯うつむいた。

「犠牲になった者達も、きっと理解してくれるわ……ッ！」

「しねえよ。犠牲になってんの俺の睡眠時間だから。俺が許さねえよ」

「わたしだって睡眠時間を削けずってプレイしてるわよ！」

「当たり前だ！　ゲームしてるお前らはそれで釣つり合い取れてるかもしれないけどね、俺はただ損してるだけなんだっつーの！」

「自分だけ不幸だって悲ひ観かんしないで！　人は皆みな何かを抱えて、それでも前に進むんだから！」

「……えっ、諭さとされた？　今いま俺諭された!?」

　まるで自じ殺さつ者しやを止めるような真しん摯しな声で、凛奈が俺を叱ってきた。

　何な故ぜここで俺が『悲ひ劇げきのヒロインを気取ってる奴やつ』みたいな扱いを受けるんだ。

「一ついいか、トーヤ」

「あぁ？」

　凛り奈なの隣となりで今まで黙だまっていたソフィアが、眠たそうな動どう作さでゆっくりと挙きよ手しゆした。

「私は悲ひ鳴めいなど上げていない」

「知らねーよ。お前がビビってようがなかろうが、どうでもいいんだよ」

「だからビビってなどいない。私は常に平へい常じよう心しんで……」

「わかったわかった！　もういいから寝ろ！　お前は夜よ更ふかしして問題ねえけど、俺おれと凛奈は明日あしたも学校があるんだよ！」

　頑かたくなにビビってないと主張するソフィアの話を強ごう引いんに切ると、彼女は半はん開びらきだった目をさらに細めて『わかってない。トーヤは絶対わかってない』と小こ声ごえで呟つぶやいていた。

「そっか……そうね。橙とう也やの言うとおりだわ」

　と、凛奈が案あん外がい素直に反省した。続いてソフィアも少々気まずそうに顔を伏せる。

　……何だ、悪いことしてるって自覚はあるのか。

　それならまあ、俺も強く言いすぎてしまったかもしれない──

「ごめんね橙也。まだちょっとだけうるさくなると思うわ」

「すまない。明日のお前は寝ね不ぶ足そくになると思うが、許してくれれば幸いだ」

「許さねえよ！　ここでゲーム続けようとするか普通!?」

　無む理り矢や理りにでもゲーム機の電でん源げんを切ろうと、俺はソファーから立ち上がる。

　すると凛奈がこっちの進路に立ち塞ふさがった。

　彼女は少し怒ったように頰ほおを膨ふくらませながら、ゲームのコントローラーを押し付けてくる。

「もう！　そんなにわたし達の悲鳴がうるさいって言うなら橙也がコントローラー握ればいいじゃない！　そうやってわたし達の恐きよう怖ふを少しでも和らげればいいじゃない！」

「それ何も解決してねえよ!?　俺は寝たいっつってんの！」

「リナ。何度も言っているが私は悲鳴を上げてもいなければ、このようなゲームごときに恐怖しているわけでもない」

「だからそこはどうでも……あーもういい！　俺は真しん弦げんの部屋に行、がべッ!?」

　知り合いがいる学生寮りようへ向かおうとしたら、背後から足を取られて盛せい大だいにすっ転んだ。

　振り返ると俺の右足には凛奈が、左足にはソフィアが『絶対に逃がさん！』とばかりにしがみついていた。

　必死だった。かなり死しに物もの狂ぐるいの形ぎよう相そうだった。凛奈に至っては軽く涙ぐんでいた。

「わたし達を見捨てるの!?　敵の只ただ中なかに女の子を残すなんて、男としてどうなのよ!?」

「そうだ。さすがにこんな深夜に出向いてはシンゲンも迷めい惑わくだろう、常じよう識しきをわきまえろ」

「他人の睡すい眠みん妨ぼう害がいしてる奴やつらが常識を語るんじゃねえ──ッ！」




　俺達はつい先月新しん生せいしたばかりの悪の秘ひ密みつ結けつ社しやリナ・ファミリー。

　メンバーは総そう帥すいである一いちノの院いん凛奈を始め、怪かい人じんの俺とソフィアで三人という弱小組そ織しきだ。

　現在は訳わけあって、正義の味み方かた育成機き関かんで名高い白はく陽よう花か学園にあるこのログハウスをアジトとしている。













　　　一話　隠かくしダンジョンの隠れた気持ち







　悪の秘ひ密みつ結けつ社しやリナ・ファミリー。

　その総そう帥すいである一いちノの院いん凛り奈なは決戦の時を迎えていた。

「……むぅ」

　ログハウスのロフトスタイルの二階。凛奈のプライベートスペースとなっているそこで、彼女は至し極ごく真剣な顔付きで化け粧しよう台だいの前に座っていた。

　鏡かがみに映る自分の姿すがたを見る。服装はいつものＤＨ学科のブレザー制服ではなく、クリーム色のサマーセーターにブラウスという涼しげな格かつ好こうになっている。

　六月に入り、世せ間けんでは衣ころも替がえの季節がやってきた。学科毎ごとに制服が異なる白陽花の生徒達もこの一週間でそれぞれ夏用の制服になっている。

　刻こく一刻と薄うす着ぎになっていく周囲を見て、凛奈はまずいと思った。

　いや具ぐ体たい的に何がまずいのかはわからないが、とにかく危き機き感かんに苛さいなまれ、こうして戦いくさを決意したのである。

「んー……？　やっぱり、もうちょっと上の方がいいかしら」

　で、今回の戦いくさの鍵かぎを握る物が、凛り奈なの頭についていた。

　端たん的てきに言えば──髪留めだ。

　今までの黒い物ではなく赤いデザイン。フリルリボンなんかもついていて実に可愛かわいらしいデザインをしている。それが左右対たい称しように凛奈の側そく頭とう部ぶを飾り、金きん髪ぱつを結ゆっている。

　これは先日、学外へ買い物する機き会かいがあった時、友人達と選んだ物だ。

『凛奈ちゃんの髪かみって綺き麗れいだし、金きん色いろって豪ごう華かな感じがするから赤が映はえると思うよー』

　おそらく友人内では一番女じよ子し高こう生せいらしい女の子は、そう言っていた。

　凛奈は先月から、自身のアイデンティティーを失っている。

　悪の秘ひ密みつ結けつ社しや。その総そう帥すいの証あかしであるマントを。

　それを嘆なげくわけではないし、むしろそれで救えた者がいるのなら喜ばしいことだと凛奈は思っていたが……案あん外がい失ってみると、己おのれの無む個性さを痛つう感かんしたのだ。

　今までそういう『女の子的な身だしなみ』に疎うとかった凛奈にとって、これは衣ころも替がえに合わせた一いち大だい決心だ。初めてのオシャレと言っても過か言ごんではない。

　言うならばオシャレ改かい革かくだ。

　これを機に、凛奈は自分のアイデンティティーを確立するつもりだ。

（……って、こんな些さ細さいな変化に橙とう也やが気付くわけないわよね）

　そんな考えと共に、鏡かがみに映る自分に呆あきれたような笑えみを浮かべた。

　少年はどうしようもなく鈍い。それはもうテンプレというか王道というか、最も早はやわざとやっているんじゃないかというくらいに。

　女の子のオシャレなんて、彼は気にも留めていないだろう。

　それを改めて自覚した途と端たん、凛奈は髪かみ留どめの位置を微び調ちよう整せいする自分の行動に呆れ返る。こんなことをしても彼が気付くはずないのに、何な故ぜ自分は気き合あいを入れているのだろうか。

「おい凛奈、そろそろ行かねえと遅ち刻こくするぞー」

「ええ、今いま行くわ」

　途と方ほうも無い徒と労ろう感かんに苛さいなまれた。

　一階から聞こえてくる少年の声に、凛奈は立ち上がる……が、やっぱり最後にもう一度だけ鏡を覗のぞき込み、髪留めの位置を確かく認にんしてから階段を下りた。

「行ってくるわね、ソフィア」

「ああ、気を付けてな」

　一階のリビングでは最近増ふえた同どう居きよ人にん、ソフィアが優ゆう雅がに紅こう茶ちやを飲んでいた。

　彼女は世せ間けん的に名高い怪かい人じんらしいのだが、そんなことは昔の話。今は凛奈が統すべる小さな結社の怪人として、このログハウスの『ニート淑しゆく女じよ』と化している。

　ソフィアの見送りに返事をしつつ、凛奈は玄げん関かんへ向かう。

　そこで待っていたのは、学ランの少年だ。

　黒くろ髪かみの内、一ひと房ふさだけある赤せき橙とう色いろ。いかにもチンピラといった感じの風ふう貌ぼうで、学生鞄かばんを手にだらしなく欠伸あくびなどを漏もらしていた。

「お待たせ、橙とう也や」

「おう」

　凛り奈なの挨あい拶さつにも、少年はいつもの調子で返してくる。

（……やっぱり気付かないわね、このお馬ば鹿か）

　別に期待などしてなかったが、改めて事実を目まの当たりにすると少々むっとしてしまう。

「？　どうした、何か不ふ機き嫌げんそうだけど」

「……何でもない」

　少年の疑問に凛奈は唇くちびるを尖とがらせる。何な故ぜ自分が怒っているのかわからないまま、ふーんだ、と素そっ気けなく顔を逸そらしてやった。




　　　　◆◆◆




「──というわけで、橙也に仕し返かえしがしたいわ」

「『何でそうなったの？』」

　その日の授業を終えた頃ころ。

　凛奈に事情を聞かされた友人二人──冬ふゆ咲さき姫き紗さ希きと立たち花ばなカノンは、最後の最後に出てきた結けつ論ろんに当然の疑問を口にした。

　場所は第二食堂館かん。いつも昼食を取る二階の食堂ではなく、一階のカフェラウンジだ。

　二階のようないかにも学食といった感じの雑ざつ多たな雰ふん囲い気きはなく、テーブルはガラステーブルだったり、腰を下ろしているのはソファーだったりと学生の休息を目的とした落ち着いた内ない装そうになっている。ところどころに室内を飾る絵画や観かん葉よう植物もその一いつ環かんだ。

　その窓まど際ぎわ席せきに凛奈達たちは陣じん取どっていた。

「えっと……仕返し、ってアタシには聞こえたんだけど？」

「そうよ」

　凛奈の対たい面めんに座っているカノンと姫紗希は、困こん惑わくしたように顔を見合わせた。

　彼女ら二人は、凛奈が『相談がある』と言って呼び出した。二人も衣ころも替がえに合わせて夏仕し様ようの制服になっているが、カノンの魔ま女じよ衣い装しよう、姫紗希の黒いグローブなどは変わっていない。

「確かにオシャレに気付いてくれなかったのは女の子としてはショックだけど……ねえ？」

　で、カノンはおずおずと挙きよ手しゆしながら問う。

『何も仕返しまでしなくてもいいと思うけど？』

　続いて、姫紗希も無む表情のまま小さく首を傾けた。

　そんな友人らの対応に凛り奈なは若じやつ干かんもどかしさを抱く。

　わかっていない。ちゃんと今け朝さの状況を説明したのに、この二人は自分が受けた仕打ちを全ぜん然ぜん理解していない。

「だ、だって何というか……ず、ずるいじゃない！　わたしがどれだけの決意でオシャレをしたのか、あのにぶちんお馬ば鹿かは知らないままノウノウと生活してるのよ!?　だからわからせてあげるのよ！　わたしの気持ちを、橙とう也やは身をもって知ればいいわ！」

「……前々から思ってたけど、凛奈ちゃんの価か値ち観かんってちょっと一いつ般ぱん的じゃないよねー」

『……そうね。それに何で自分がそんなに怒ってるのか、理由がわかってないみたい』

　熱ねつ弁べんを奮ふるう凛奈の向かいで、カノンと姫き紗さ希きは今まで思っていても口にしなかった疑問をコソコソ話し合う。

　とにかく、と姫紗希が仕切り直しの言葉を、口くち以外のどこかから出した。

『凛奈は今の気持ちを橙也にわかってほしい、ってことでいい？』

「ええ。そうなるわね」

「あっ、そういうことなら」

　と、カノンが何かを思い付いたように小さく挙きよ手しゆした。

「手紙とかどうかな？」

「手紙？」

　その言葉を凛奈は首を傾かしげながら繰り返した。

「ほら、手紙なら普ふ段だん言えないことも素直に書けたりするから。今の凛奈ちゃんの気持ちも橙也くんに伝えられるんじゃないかな」

「なるほど……そうね、確かに」

『それに手紙に書かれたことって何気ない言葉でも、受け取る側は感かん慨がい深く感じるから』

「そうそう。姫紗希ちゃんわかってるぅ。手紙ってもらうだけで嬉うれし──」

『結婚式で新しん婦ぷが両親に贈おくる言葉をわざわざ手紙の形にするのも、そうやってわざと泣ける演出をするためだと思うわ』

「……そ、そんないやらしい含みはないと思うなー、アタシは」

　あはは、と乾いた笑い声を漏もらしながら、カノンは人ひと差さし指ゆびを立てる。

「ちゃんと素直な気持ちを書けば、橙也くんもきっとわかってくれると思うよ」

「そうね……ふふっ」

　カノンのアドバイスを聞いた凛奈は、そこで口くち元もとを笑えみで歪ゆがめた。

「素直な気持ち……それはつまり、長年わたしが思っていた文もん句くを書いていいってことよね」

『……』

「……」

「あのにぶちんなところも、お馬鹿なところも、真ま面じ目めな時に限って雰ふん囲い気きをぶち壊こわすところも……うふ、うふふ、いいわね。最さいっ高こうの呪のろいの手紙ができそうだわ」

　彼女の笑顔を見た二人は押し黙だまる。

　誰だれかを助けようとした時に限って、何な故ぜか嗜し虐ぎやく的てきに微笑ほほえんでしまうという凛り奈なの悪あく癖へきは、姫き紗さ希き達も聞き及んでいる。誰にと聞かれれば、たった今いま話題に上がっている少年からだ。

　だが目の前で笑えんでいる友人の顔を見る限り、たぶん誰かを助けようとは思っていない。

　嗜虐的というよりは、もっとこう……邪じや悪あくな感じがする。

　というか呪いの手紙って何だ。そこは普通ラブレターではないのか。

「ありがとう姫紗希！　カノン！　これで橙とう也やに一ひと泡あわ吹ふかせられそう！」

『……いえ、何というか』

「……お、お気になさらずにぃー」

「見てなさい橙也！　この恨うらみ、必ずや晴らしてあげるわ！」

　一人でヒートアップしていく友人の姿すがたに、姫紗希とカノンはまったく同じことを思った。

　もしかしたら間違ったアドバイスをしてしまったのでは、と。
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　というわけで早さつ速そく、凛奈は翌よく日じつから手紙の内容を考え始めた。

　学園生せい協きようで買ってきた可愛かわいらしい便びん箋せんと封ふう筒とう。

　呪いの手紙なのだからもっとおどろおどろしい感じがいいと思ったのだが、姫紗希とカノンに『絶対これの方がいい』と押し切られ、購こう入にゆうに至った。

　その便箋は『橙也へ』と一いち行ぎよう目めに書かれている以外は真まっ白しろだった。

（カノンは、素直な気持ちを書け、って言ってたわよね）

　そんな便箋を前に、凛奈は頭を悩ませる。

　魔ま導どう理論や解導式デイスペルの導どう式しきならばササッと書けるのだが、改めて手紙を出すとなると、思うように筆ふでが進まなかった。

　だが悩んでいても仕方がない。

　凛奈はペンを取り、とりあえずパッと思い付いたことを書き綴つづってみる。

《突然だけど橙也はずるいと思うの。だって貴方あなた、わたしより人生経けい験けんが長いからってわたしをたまに子供扱あつかいした目で見てるもの》

　そこまで書いて凛奈は、ピタリ、とペンを止める。

（……ちょっと違う気がするわ）

　手紙というのはこういうことではない気がする。

　何がどう間違っているのかはわからないが、少なくとも姫紗希とカノンのアドバイスから受けたニュアンスとは違う気がする。

　もしかしたら素直な気持ちといっても恨うらみ言ごとは書いていけないのか、と今さら思い当たる凛り奈なだった。しかしそうなると、何を書いていいかわからない。

　そこで凛奈は、自分の得意分ぶん野やを活いかしてみては、と考えた。

　魔ま導どうの話題を絡めれば筆ふでもスラスラと進むはずだ。そうだ、そうに違いない。

《橙とう也やは攻こう撃げき対象の棲すみ分けに次元転てん位いを応用してるって言ってるけど、あれ、次元転位じゃないわよ？　貴方あなたは導どう式しきを組む時に魔導の開かい祖そヴィータ・フランケンシュタインの理論をよく使うけど、あの人の時代に次元転位はなかったし。だから貴方が使ってるのは……》

（って、ただの魔導の講こう釈しやくになってるじゃないのっ。わたしは橙也の先生じゃないのよ!?）

　駄だ目めだ、これは手紙の体たいすら保っていない。

　なので凛奈は友人のアドバイスを思い出し、初しよ心しんに返ることにした。

　素直な気持ち。そう、素直な気持ちを書けばいいのだ。何だ、簡単ではないか。

《いつもわたしの味み方かたをしてくれてありがとう。その……えっと、実は、う、嬉うれし──》

（これ書いてるわたしが照れ臭くさいだけじゃない！　誰だれよ、手紙だったら普ふ段だん言えないことも書けるとか言ったのはッ!?）

　ぐしゃぐしゃあ！　と金きん髪ぱつ頭をかきむしる。

　こうなれば最終手しゆ段だんだ。ここは質しつ疑ぎ応おう答とう形式にしてみよう。

　相手に質問することは会話の基本だ。とりあえずそれで間を持たせて、本当に書きたいことは筆が乗ってきた後半に回せばいい。

　ここは……そうだ、質問の内容は女の子らしくしてみたらどうか。いかにも可愛かわいらしい感じで、男の子がちょっと返答に困る質問にすれば、仕し返かえしとして成り立つだろう。

《貧ひん乳にゆうと巨きよ乳にゆう、どっちが好みですか？》

（何てこと質問してるのよわたし!?　というか『女の子＝胸』ってどれだけお馬ば鹿かな発想力りよくなのわたしぃ──ッ!?）

　そもそもそれで『巨乳』なんて答えが返ってきた日には、自分は一体どうすればいいのか。

　手紙というのは予想していたよりも難なん度どが高い。今だ定まらない手紙の内容に凛奈は頭を抱え、前ぜん後ご左右にクネクネと体を揺らし始める。




「──授業中に何な故ぜヘッドバンギングしとるんだ君は」

「ふぎゅっ!?」




　ぺこんっ、といきなり頭を叩たたかれて、凛奈は小さな悲鳴を上げた。

「まったく。一いちノの院いん凛奈、君はバンドでも組もうとしているのか」

　凛奈が座っている席のすぐ横には、丸めた英語の教科書を持ち、呆あきれたようにため息を吐ついているシャルロット・ハイドランジアがいた。

　忘れていた。今は『二年英語』の教室で授業を受けていたのだ。

　先々月退たい職しよくした教員の代わりにシャルロットが臨時で授業をしていることも。

「確かに君の成せい績せきだと座ざ学がくは必要ないかもしれないがな、だからといって授業をボイコットしていいというわけではないぞ」

「す、すみません……」

　教室内が忍しのび笑いの声で満たされる。

　顔が熱い。授業で注意されるなんて初めての経験だが、ここまで恥はずかしい物だったのか。

「フン。それで君は授業中に何を書いていた？」

「あっ！」

　さっ、と凛り奈なが書いていた手紙をシャルロットは取り上げる。

「むっ、便びん箋せん？　何だ、回し手紙の類たぐい、か……、…………」

　微び妙みように古い文化を口にしつつ、シャルロットは手紙の内容に目を落とす。

　すると最初は眉まゆを顰ひそめていた彼女は口をつぐみ、次に感心したように唸うなり、そして少しだけ気き恥はずかしそうに苦にが笑わらいを浮かべ、最後に衝しよう撃げき的てきな物を見たかのように絶ぜつ句くした。

「……あー、一いちノの院いん凛奈」

　やがて、シャルロットは気まずそうに切り出す。

「その、何だ……すまない。内容は妾わらわの胸に秘ひめておこう」

「……っ」

　暗に『手紙の内容が恥ずかしい物だ』と公こう言げんする意い地じ悪わるに、凛奈は顔を覆おおいたくなった。現に察しのいい生徒が何人かいたらしく、さっきよりも忍び笑いをする人数が増えている。

「とりあえずこれは没ぼつ収しゆうだ。それでは授業の続きだが……一ノ院凛奈、罰ばつとして五十四ページの英文を読め」

「……はい」

　シャルロットは手紙を懐ふところにしまいつつ、授業に戻る。

　イスから立ち上がると、隣となりに座っていた姫き紗さ希きが小こ声ごえで話しかけてくる。

『ごめん凛奈、教えようと思ったんだけど』

「いいのよ。授業中に考えてたわたしが悪いから」

　姫紗希にはそう答えつつも、凛奈はちらりと背後を──少し離れたところでサングラスをかけた狼おおかみと並んで座っている少年を見やる。

　選よりにも選って彼と同じ授業を取っている時に、こんな醜しゆう態たいを晒さらしてしまうなんて。後ろから見ていた彼は何と思っているだろうか……。

「んー、やっぱ『ウェルダン光線』じゃ安あん直ちよくだよなー」

「……鳥と坂さか。オマエ、まだそのネーミングセンス治ってねえのかよ」

「うっせー。せっかく考えたオリジナル魔ま導どうだし、もっとこうインパクトがある名前を……」

　何か、新しん技わざのネーミングに夢む中ちゆうだった。
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「──つまり、その没ぼつ収しゆう品ひんを取り戻してほしいと？」

　凛り奈なから事情を聞いた俺おれは、思わずそう問い返した。

　時じ刻こくは深夜。俺は玄げん関かん前まえで、暗くら闇やみに包まれたＤＨ学科の校舎を仰あおぎ見ていた。昼間の校舎は見み慣なれているが、電でん灯とうも点ついていない学校というのは妙みような不ぶ気き味みさが漂ただよっている。

　つい先ほど、就しゆう寝しんしかけていた俺は凛奈に起こされ、こうして連れてこられたのである。

　そしてログハウスからここまでの道どう中ちゆう、あらかた事情を説明された。

「……ええ、そうよ」

　傍かたわらに突っ立っている凛奈の返事は、何な故ぜか素そっ気けなかった。

　まさかあの授業中にそんなことがあったとは。新しん必ひつ殺さつ技わざのネーミングに夢む中ちゆうで全ぜん然ぜん気付かなかった。

「橙とう也やには学園長室しつに忍しのび込んで、わたしの没収品を取り返してほしいの。シャルロットさんが没収した物は、大だい体たい学園長室に保管されるのはリサーチ済みよ」

「ふーん？　まあ情ソ報ー源スは大体予想つくけど」

　知り合いの狼おおかみに、臭においと気の流れで物の在処ありかや人の居い場所を割り出す奴やつがいるし。あの獣けもの特有なのか陰おん陽みよう師じ特有なのかわからん特とく技ぎは、正直そこらの探たん査さ魔ま導どうより優秀だからな。

「先生達はすでに教員寮りように戻ってるわ。この時間帯たいだと見回りは終わってるから、人に見つかる心配もしなくていいわよ」

「りょーかい」

　そんな感じに俺と凛奈は相談を続ける。

　話の内容はもう完かん璧ぺきに空あき巣の計画。しょっぱい犯罪を企くわだてる俺達たちだったが、まあ悪の秘ひ密みつ結けつ社しやとしてはありなんじゃないか、と自分を誤ご魔ま化かす。

「注意すべき点はそんな感じかしら。どう？　わかった？」

「や、まあそれはいいんだけどさ」

　話の内容は大だい体たい理解できた。その条件で没収品を取り戻してくる、なんて頼みはむしろお安い御ご用ようなんだが……それにしても、一つだけ大事な情報を伝えられてない。

「俺、お前が何を没収されたか聞いてねえけど？」

　そうなのだ。今までの話の中で、凛奈はそこを説明してない。

　このままでは学園長室に忍び込んだとして、何を持ってくればいいかわからない。

「うっ、そ、それは……」

　と、何故かそこで凛奈が言い淀よどんだ。珍めずらしく歯は切ぎれが悪い。

　もしや没ぼつ収しゆうされたのは人に言いにくい物なのか。事じ前ぜんにリサーチまでして奪だつ還かんしたいようだから、何か重要な物だと思うんだが……例えば新しく考えた導どう式しきの研究レポートとか？　開発したものの法的にグレーな魔ま導どうアイテムとかか？

「て、手紙よ」

「手紙？」

「そう手紙。ある人に送ろうとしてた手紙をシャルロットさんに没収されたの」

「……」

「誰だれかに見られるとちょっと恥はずかしくて……って、何よ。その白しらけきった顔は？」

「や、何でもない」

　拍ひよう子し抜ぬけしたのは事実だけども。

　まあ総そう帥すいなんて立場にいるが、凛り奈なだって年とし頃ごろの女の子だ。他人に読まれて恥ずかしい手紙の一つや二つ、あるんだろうな。

「と、とにかく！　侵しん入にゆう経路は確保しておいたわ！　校舎裏うらに回って一ひと際きわ目立たない非常口ぐちの鍵かぎを開けといたの！　見回りの人も見み逃のがすと思うから、もし開いてたらそこから入って！」

「……鍵を閉められてたら？」

「そこは何とか頑がん張ばりなさい。屋上まで壁をよじ登るとか」

　肝かん心じんなところで抜けてるぞ。

「まあいいや。とりあえず行ってくる」

「気張ってね橙とう也や！　ピンク色の封ふう筒とうに入ってるから！　……あっ、あと手紙は読んじゃ駄だ目めよ！　絶対見みちゃ駄目だからね！　わかった!?」

「あいよー」

　凛奈の見送りに軽く手を振りつつ、俺おれは校舎の裏へ向けて駆かけ出す。

　いくら白はく陽よう花か学園で一番小さいＤＨ学科の校舎だとしても、さすがマンモス校の施設。正面玄げん関かんから裏うら口ぐちへ回るのは、小こ走ばしりでもちょいと時間がかかった。

　そのまま凛奈が言っていた非常口というのを捜さがしてみる。

「っと、ここか」

　足を止め、通りすぎかけたドアを見やる。

　危うく見落とすところだった。深夜で暗いのもあるが、その非常口がやけに目立たない位置……何やら倉そう庫こらしき物もの置おきの陰に隠かくれていたというのもある。

　ドアノブに手をかけると、案あんの定じよう見回りの人は鍵をかけ忘れたらしく、あっさりと開いた。

　校舎内に入ると、そこは見たこともない場所だった。

　とりあえず現在地ちがわからないんで周囲を見渡してみる。明かりの類たぐいが一切点ついていない廊下。たまに夜風でカタカタと触れる窓の音が、やけに大きく聞こえる。

　目め指ざすのは学園長室しつがある最さい上じよう階かい。ここが校舎のどこに位置するのかはわからんが、とりあえず階段を上ればいいだろう。

　なんで俺おれは一番近ちか場ばの階段を目め指ざして歩き出し、

　──カチン、と何か嫌いやな音が足の裏からした。

「あ？」

　それが何の音か確かく認にんしようと、足あし下もとに視線を落とした瞬しゆん間かん。




　バガンッ！　と床が勢いよく開いた。




　開いた床の広さは縦たて五メートル、横は廊下の幅いっぱいといったところ。

　もちろん、そんな規き模ぼの穴がいきなり足あし下もとに現れたら対たい処しよできるはずがない。

「はあッ!?　ちょっ、待──」

　俺は重じゆう力りよくに抗あらがうこともできず、奈な落らくへと落ちていった。
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　ガラッ！　と朝の教室のドアを勢いよく開ける。

　場所は二年Ｃ組。白はく陽よう花かの授業が自由履り修しゆうとはいえ、朝と放課後ごのＨＲは所属クラスの教室で行われる。ざっと見た感じ、まだ先生は来ていない。どうやら点てん呼こには間に合ったようだ。

「……おはよう」

「あっ、えっと……お、おはよう鳥と坂さか君くん」

「ど、どうしたんだ？　何か凄すげえ疲れてるみたいだけど」

　突とつ然ぜん現れた俺に幾いく人にんかのクラスメイトがぎょっとしていた。

　当然だ。今の俺は息が荒く、目は寝ね不足で充じゆう血けつ中だ。驚くなという方が無む理りがある。

　だが俺はクラスメイト達に「何でもない」と答えて、自分の席に着く。

「し、心配したわよ橙也。一晩中どこ行ってたの」

　と、すでに登校している凛り奈なが駆かけ寄ってきた。

「それで手紙は？　手紙は取り返せた？」

「……何か、やべえトラップがあった」

「え？」

　ちょっと期待がこもった凛奈の問いに、昨さく晩ばん起きたことを正直に語る。

「どうなってんだこの学校、いきなり廊下の床が抜けて落とされたぞ。しかも落ちた先がでけえプールでよ。もうずぶ濡ぬれですよ」

「……その後はどうしたの？」

「一本道みちの地下通つう路ろがあってさ。それを辿たどったら隣となりの区の地下鉄構こう内ないに出た」

　思い出しただけで気け怠だるさが湧わいてきて、俺おれはぐでーっと机に突つっ伏ぷす。

　地下通つう路ろはやけに長かったし、地上に出たらもう夜が明けてたし。しかも財さい布ふなんざ持ってなかったから電車もタクシーも使えず、マラソンで白はく陽よう花かまで帰ってきた。

　結果、ログハウスに到とう着ちやくした頃ころには登とう校こう時間になっていた。だからささっとシャワーを浴びて、こうして登校したわけだ。

「やっぱりオマエも返かえり討うちに遭あったか」

　と、俺達の会話を聞きつけた白い狼おおかみ──大おお狼がみ真しん弦げんが近付いてくる。サングラスをかけたその顔には、意い地じ悪わるいニヤけ面づらが張り付いていた。

「やっぱりってどういうことだ」

「昨日きのう、一いちノの院いんが教員らの夜のスケジュールについてオレに散さん々ざん聞いてきただろ。だから鳥と坂さかに没ぼつ収しゆう品ひんを取りに行かせるんだなあ、って踏んでたわけよ」

　授業中にあんなこともあったしな、と真弦は付け足す。それに凛り奈なが居い心地ごこち悪そうに、むっと頰ほおを膨ふくらませた。どうやらその出で来き事ごとは、すでに周しゆう知ちの事こと柄がららしい。

「で、意い気き揚よう々ようと夜の校舎に忍しのび込んだ鳥坂はトラップにはまったんだろ？」

「まるで見たような口くち振ぶりだな」

「応おうよ。夜になって教員達たちが帰るとな、ＤＨ学科の校舎中に張り巡らされてる罠わなが起き動どうするんだ。ＤＨ学科の生徒なら誰だれでも知ってるぜ」

「……何でそんなもんが張り巡らされてんだよ。泥どろ棒ぼう用ようか？」

「や、あれは生徒用だ」

「生徒用？」

「ああ。校舎に張り巡らせてあるトラップは、夜に忍び込もうとする悪ガキ用だ。まっ、校こう則そく違い反はん者しやに対する教員達の遊び心ってとこか」

　言われてみれば、と俺は自分が引っかかった落とし穴を思い返してみる。

　外部の侵しん入にゆう者に向けたトラップならば、あれはいささか手て心ごころが加えられていた。

　落ちた先がプールだったり、地下道どうが一本道みちで簡単に地上へ出られたり……もし犯はん罪ざい者しや用に作られたのならば、落とし穴の先は牢ろう獄ごくか何かにして捕つかまえておけるようにしておけばいい。

　あえてそれをやらないトラップ。つまり罠にかかった者に対する配慮が感じられる。真弦が言うように『生徒用に作った物』だとすれば、それも納なつ得とくだ。

「いや、どちらかというと──生徒に向けた挑ちよう発はつだろうな」

　真弦はニイィと、獣けもの特有の大きな口を吊つり上げる。

「『夜の学校で遊ぶなら好きにしていい。やれるもんならやってみろ』ってな。自分達が作ったトラップに相そう当とう自信あるらしいぜ。だから見回りも適当に、さっさと教員寮りように帰るんだ」

「「……」」

　脅おどすような真弦の口くち振ぶりに、俺と凛奈は固唾かたずを吞のむ。

「さて、どうしたもんか」

　思わず、そんな呟つぶやきが漏もれる。

　夜の校舎はトラップだらけ。だからって昼に行ったとしても、学園長室しつにはシャルロットがご在宅中。あの英えい雄ゆうがいる状態で没ぼつ収しゆう品ひんを取り返すのは不可能に近い。

「あれ？　どうしたのかな、みんな揃そろって」

『おはよう』

　と、そこでタイミングよく教室に入ってくるカノンと姫き紗さ希き。二人は俺おれ達たちが集まって何を話しているのか気になったのか、興きよう味み深そうに歩み寄ってくる。

　俺が軽く昨夜のことを説明すると、カノンは気まずそうな苦にが笑わらい。姫紗希は無む表情に少し申もうし訳わけなさそうな色を宿した。

「あ、あはは。それは大変だねー」

「ああ。正直どうしたもんか悩んでる」

　真しん弦げんの話を聞く限り、かなり骨が折れそうだ。

　と、そこでカノンが元気よく挙きよ手しゆした。

「よかったら、アタシも手伝おうか？」

「え？　いいのか？」

「うん。もとはといえばアタシが原因というか、アタシの言げん動どうが招いちゃったことだから責任を感じてるというか……そんな感じ？」

「？」

　カノンが何を言っているのか、俺にはさっぱりわからない。

　と、そんなカノンに続いて、姫紗希も軽く頷うなずく。

『私も手伝う』

「マジか。悪いな、何か」

『気にしないで。大おお狼がみ君は？』

「仕方ねーなー。ま、オレも高こう一いちん頃ころの意い趣しゆ返がえしがしたかったところだ」

「ケッ。ノリノリじゃねえか」

　案あん外がい乗り気な真弦達に、俺もつい面白くなって唇くちびるを吊つり上げてしまう。

「……楽しそうね」

　と、そんな俺に凛り奈ながぷくっと頰ほおを膨ふくらませた。

「橙とう也や、ちゃんと真ま面じ目めにやってよ？　頼んだわたしが言うのもあれだけど」

「わかってるって」

「……ふん。どうかしらね」

　つい、と凛奈がそっぽを向いた。

　でもまあ、確かにこういうノリは嫌きらいじゃない。

「鳥と坂さか。最初に言っておくが、オレらが目め指ざす学園長室ラストフロアに辿たどり着いた奴やつは今までゼロだ。攻こう略りやく難なん度どは最大だぜ」

「ん？　姫き紗さ希きでも無む理りだったのか？」

　素直な疑問を口にすると、姫紗希は無む表情で首を振った。

『私はそもそも夜の校舎に忍しのび込んだことがないから』

「そか。そういやお前、外そと面づらは優等生せいだったな」

『……橙とう也や。それだとまるで中なか身みは違うみたいになるわ』

「アタシもないけど？　……はっ!?　それってつまりアタシも優等生という──」

「それはねえよ。現実見みろ、カノン」

「ま、つっても死ぬわけじゃねえんだ。ちょっとハードな遊園地ちのアトラクションくらいの気持ちで行こうや」

「──アトラクション？」

　俺達が今夜に向けて作さく戦せん会議していると、そっぽを向いていた凛り奈ながピクッと反応した。

「……どうした？」

「い、いえ気にしないでいいわ。構わず続けて」

　それだけ告げて、凛奈は再び明後日あさつての方を向いて黙だまった。

「？　ならいいけど」

　首を傾かしげつつ、俺おれは真しん弦げんに向き直る。

「んで真弦。お前、過去に罠わなだらけの校舎に挑ちよう戦せんしたって口くち振ぶりだったな？」

「あっ、そういえば挑戦してたよねー。二階までしか辿り着けなかったみたいだけど」

「うるせえぞ立たち花ばな。で、それがどうした？」

「対たい策さく取っておきたいんだよ。こういうミッションは、あらかじめ罠を知ってるだけでだいぶ成功率りつが上がる」

「──み、ミッション……？」

　ピクッ！　と凛奈が大きく反応した。

「そういうことか。あー、オレが見たのは落とし穴だろ？　粘ねん着ちやく性せいのネットが落ちてくるのだろ……ああ、偉い人じんの石せき像ぞうが動くっつーのもあったな。ありゃほとんどゴーレムだぜ」

「聞いてる限りだとアトラクションっつーより、ゲームによくあるダンジョンみたいだな」

「──げ、ゲームのダンジョン……っ」

　ビクゥンッ！　と凛奈が盛せい大だいに反応した。

　そんな彼女の背中に、俺達は会議を中ちゆう断だんして視線を送る。

「……凛奈、どうした？」

「な、何でもないわ！」

　すると彼女は勢いよく振り返り、ブンブンと両手を高速で振った。

「ちょっと楽しそうだなあとか思ってないわよ？　まして一いつ緒しよに行きたいなんて全ぜん然ぜん思ってないからっ！　だってわたし運動オンチだし、一緒に行ったら足あし手で纏まといだもの！」

「そうか。なら凛り奈なは昨日きのうと同じで留る守すば──」

「で、でもっ！」

　俺おれの言葉を、凛奈が強く遮さえぎった。

　その続きは言わせるか！　といった必ひつ死しさが見え隠かくれしている。

「そ、それでも元々の原因はわたしだし？　わたしも責任を取るのが義ぎ務むじゃない。それに橙とう也やが手紙を取り返した後、中なか身みを読まないとも限らないもの……そうよっ！　橙也がちゃんと真ま面じ目めにやるか、それを見張る監かん視し役やくが必要だと思わない!?」

　そこで凛奈は己おのれの胸に手を当てて、ふふん、と強気な笑えみを浮かべた。

　まるで、私の理論いいわけは完かん璧ぺきだと言わんばかりに。

「だから、わたしも橙也達と一緒に──」

「「『「や、さすがに庇かばいながらだと辛つらいんで」』」」

　声をハモらせた俺達に、凛奈はとても残念そうにしゅんとした。
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　というわけでリベンジマッチだ。

「到とう着ちやくだよー」

「おう。サンキュっと」

　俺はカノンが操あやつる箒ほうきから校舎の屋上へと飛び下りる。

　カノンも俺の隣となりに降り立つ。跨またがっていた箒から下り、いつもと変わらずニコニコしていた。この歳としで飛行魔ま導どうを使えるというのは本当に羨うらやましい。

「さて」

　俺とカノンの二人が無ぶ事じ屋上に到着した。なんで懐ふところから黒い通信機きを取り出し、あらかじめ合わせておいた周しゆう波は数すうに呼びかける。

「こちら屋上班はん。特に対たい空くう迎げい撃げきもなく到着した」

『こちら地上班。昨日きのう橙也が引っかかったと思われる落とし穴をクリアしたわ』

　と、多少雑ざつ音おん混じりではあるが、通信機からは姫き紗さ希きの声が返ってきた。

　事前に作戦を練った俺達は、二組に分かれて別ルートから侵しん入にゆうすることにした。一つのトラップでメンバーが全ぜん滅めつすることを避けるためだ。

　地上班はんは姫き紗さ希きと真しん弦げん。屋上班は俺おれとカノン。

　で、俺達たちが今いるのは特別棟とうの屋上だ。

　できれば学園長室しつがある通つう常じよう校舎の屋上から侵しん入にゆうしたかったが、真弦の話ではそっちには対たい空くう迎げい撃げきトラップがあるらしい。なんで遠とお回まわりだが、この特別棟の屋上を侵入経けい路ろにした。

　と、通信機きから真弦の声が聞こえてきた。

『しっかし、落とし穴なんて古こ典てん的てきな罠わなに引っかかる奴やつは相当抜ぬけてんだろうなー』

「うるせーよ」

　基き本ほん通信機は姫紗希が持ってるんで、あの狼おおかみはその隣となりで喋しやべってんだろう。

「とにかく二人共とも、頼むぞ」

『『了りよう解かい』』

　通信機から聞こえてきた声に、俺は通信機を学ランにしまう。

　特別棟の屋上と一階からの侵入。学園長室までは距離的にさほど大たい差さない。うまくすれば二班は同時に目的地ちに着くだろう。

　もちろん、校舎中に張り巡らされているトラップをかいくぐれればの話だが。

「んじゃ俺達も行くか」

「うん、凛り奈なちゃんのためにも頑がん張ばらなきゃねー」

　呼びかけ、カノンを連れて屋内へと続く鉄てつ扉ぴを開ける。

　電でん灯とうが点ついていない真まっ暗くらな階段。小こ窓まどの類たぐいもないので視し界かいがすこぶる悪い。

　ちょい先を俺が行き、その後ろにカノンがついてくる形で階段を下りる。特にここにはトラップがないようで、俺達は無ぶ事じに階段を下りきり、校舎の最さい上じよう階かいに到とう着ちやくした。

　このまま通常棟まで行けば学園長室はすぐだ。俺は特別棟と通常棟を繫つなぐ渡り廊下を目め指ざして歩き出した……のだが。

　進しん行こう方向の廊下を、ピアノが塞ふさいでいた。

　見た目は何てことのない普通のグランドピアノだ。

　が、深夜の廊下にたたずむそれの不ぶ気き味みさといったらない。

「ピアノだな」

「ピアノだね」

「何でピアノが廊下の真まん中なかにあるんだ？」

「さあー？　音楽室が近いからじゃないかな？」

　俺とカノンが揃そろって首を傾かしげる。

　その時、ガタガタガタンッ！　とピアノがいきなり揺れ始めた。

「きゃ、な、何かな、あれ!?」

　いきなり動き出したピアノに、カノンが悲ひ鳴めいを上げた。

　エンジンでもかかったように荒ぶり始めるピアノ。もはやただの怪かい奇き現げん象しようだ。それだけで充分怖こわいのだが、そのピアノはさらにとある変化を見せた。

　いや変化ではない。

　もっと正確に言えば──変形トランスフオームだ。

　まずローラーがついた四よん脚きやくを収しゆう納のう。ボディの左右からキャタピラが飛び出し、ガヅンッと床に着ちやく地ち。その拍ひよう子しに上うわ蓋ぶたである反はん響きよう板ばんが、けたたましい音を立てて閉じる。

　次の瞬しゆん間かん、反響板は再び勢いよく開く。

　そこから現れたのは──十二連れん装そうもの弾だん頭とうを積んだ、ロケットシステムだった。

「……ピアノじゃねえな」

「……ピアノじゃないね」

　キャタピラが飛び出し、多た連装ロケットシステムを剝むき出しにしたグランドピアノに、俺おれとカノンが素すっ頓とん狂きような感想を漏もらす。

　が、驚いている暇ひまはない。

　何な故ぜならミサイルの一つが、俺達に向けて発はつ射しやされたからだ。

「うおっ、危ねッ!?」

「きゃっ!?」

　咄とつ嗟さにカノンを庇かばって、伏せさせる。

　間かん一いつ髪ぱつ。俺達の頭ず上じようをミサイルが通りすぎていく。

　煙の尾を追うように振り返ると、ミサイルは背後の床に着ちやく弾だん。盛せい大だいな爆ばく音おんを立てたかと思うと──ぐちゃあっと、何か粘ねん着ちやく性せいの高い物体を廊下に撒まき散らした。

「……橙とう也やくん？　あの妙みようにねちょーってしたのって、何かな？」

「……たぶん、鳥もちだと思うが」

　樹じゆ皮ひで作った粘着性物ぶつ質しつで、獲え物ものを捕ほ獲かくする罠の一種だ。

　つまり、どうやらあれは教員が用意した生徒用ようのトラップの一つらしい。

「……」

　キュラキュラキュラッ、というキャタピラの唸うなりが前方から。

　見ると、変形したピアノが俺達に向けて走り始めているところだった。
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「と、橙也くん橙也くん！　ピアノがッ、変形トランスフオームしたスーパーピアノが追ってきてるよっ!?」

「んなもん見ればわかる！」

「そ、それにあのピアノ、なんか自分でＢＧＭまで弾ひいてるよ!?」

「んなもん聞けばわかる！」

　深夜の廊下を死しに物もの狂ぐるいで疾しつ駆くする俺。

　隣となりには箒ほうきに乗って飛行しているカノン。

　背後からは、ギュラララララァァッ！　という凄すさまじいキャタピラ音。それに負けじと深夜の校舎に鍵けん盤ばんの音ね色いろが響ひびき渡っている。

　振り返って確かく認にんするまでもなく、さっきのピアノが俺おれ達たちを追ってきているのだった。

　変へん形けいしたピアノは逃げる俺達へ向けて、ミサイルを絶え間なく射しや出しゆつしてくる。見た目は十二連れん装そうだってのに弾たまが尽きる気け配はいもない。まさにスーパーピアノ戦せん車しやだ。

　いや戦車というのは、正確には違う気がする。

　あの武ぶ装そうはＭＬＲＳ……いわゆる多た連装ロケットシステムに酷こく似じしている。

　つまりあのグランドピアノは『自じ走そう多連装ロケット砲ほう』なんつー危険極きわまりない兵へい器きに変形しやがったのだ！

　あれも教師が用意したトラップなんだろうが、もう意味がわからん！　ピアノを変形させるセンスとか、わざわざＭＬＲＳを選んだこととか！　これなら昨夜引っかかった落とし穴の方が理解の範はん疇ちゆうだ！

「橙とう也やくん橙也くん！」

「何だよ!?」

「あの曲、よく運動会とかで流れるけど、タイトルは何だったかな!?」

「そんなの今はどうでもいいわ！　ちなみにあれは『天国と地じ獄ごく』だ！」

　隣を飛んでいるカノンはほとんど半はん狂きよう乱らん状態だ。でなければ、この状況でそんなどうでもいいことを聞いてくるはずがない。

　気持ちはわかる。誰だれだってあんな理解不ふ能のうな物体に追われたら混乱せざるを得ない。

「もしもし、こちら屋上班はん！　変形したグランドピアノに追われてる！　至し急きゆう応おう援えんを頼む！」

　俺はミサイルの嵐あらしをよけながら、通信機きを取り出して呼びかける。

　あのピアノ戦車は正直俺一人ひとりじゃ手に余る。カノンは飛行魔ま導どうしか使えないし、ここは姫き紗さ希きか真しん弦げんに救きゆう援えんを……ッ！

『こちら地上班……ッ！　今いま取り込んでるから行けないわ！』

　が、返ってきたのは切せつ羽ぱつまった姫紗希の声だった。

「あ!?　取り込んでるって、何してんだ!?」

『落とし穴を通過して二階に上がった時、いきなり敵が……』

『冬ふゆ咲さき！　危ねえッ、伏せろ！』

『ッ!?』

『壱哮ワンコぉぉ──ッ！』

　問いかけた瞬しゆん間かん、姫紗希が息を吞のむ気け配はいと、真弦の切せつ迫ぱくした咆ほう哮こうが聞こえた。

　さらに断だん続ぞくして爆ばく発はつや爆ばく風ふうが吹き荒れる音が通信機から響いている。通信状況が酷ひどくなり、砂すな嵐あらしみたいな騒そう音おんが鳴り続けた。

「姫き紗さ希きちゃん!?　真しん弦げんくん!?　どうしたのかな!?」

「おい、大だい丈じよう夫ぶか!?」

『マジかよ……オレの壱哮ワンコで傷一つつかねえぞ、あいつ!?』

『ごめんなさい橙とう也や……ッ、今は通信してる余よ裕ゆうもない！』

「姫紗希、そっちで何があった!?　おい姫紗希！　真弦！」

　呼びかけてみるが、どうやら本当に通信している余裕がないようだ。姫紗希からの応答は途と絶だえ、そこで通信は終わってしまう。

「チッ！　あっちでも同じようなことが起こってんのか!?」

「とっ、橙也くん！」

「ッ!?」

　カノンの叫びに、一いつ瞬しゆんの判はん断だんで振り向く。

　すると俺おれ達たちを追走してくるピアノ戦せん車しやが、一いつ斉せいにミサイルを放っていた。今までのような連続した射しや撃げきでは埒らちが明かないとでも判はん断だんしたのだろう。頭いいピアノだな畜ちく生しようめ！

「クッソ……カノン！　その角かど曲がれ！」

「りょ、了りよう解かいだよ！」

　さすがに十二発ものミサイルの一斉射撃は避けられない。俺は前方の曲がり角を指ゆび差さし、カノンを先行させる。

　俺もその後に続き、しばらく走った後で振り返った。

　曲がり角から現れるミサイル群。魔ま導どう的な物か科学的な物かはわからないが、高こう性能な自動追つい尾び機き能のうまで搭とう載さいしているようだ。

　しかし、それくらいは予想ずみだ。

　高速で飛行しながらカーブを描くということは、遠えん心しん力りよくが強く働く。つまり外側に膨ふくらむように角を曲がってくるので、ある程てい度どミサイルが飛ぶルートが決まっている。

「っらあッ！」

　だから俺は曲がり角の外側、ミサイルが飛ぶだろう予想ルートに全ぜん力りよくで炎ほのおを放った。

　赤せき橙とう色いろの炎とミサイル群は激げき突とつして爆ばく発はつ。轟ごう音おんと爆ばく炎えんが生まれ、鳥もちが飛び散った。

　が、しかし──爆炎の中から一本だけ、無む傷きずのミサイルが飛び出してきた。

　やべ、討うち漏もらした!?

「カノン、危ねえ！」

「え？　きゃあッ!?」

　ミサイルは俺の横を通りすぎ、少し先で宙に停てい滞たいしていたカノンを撃うち落とした。

　そのままカノンは床に落ち……さらに、べちゃあ、と鳥もちが広がる。

「わ、わわわ！　う、動けないよ！　どうしよう橙也くん!?」

　鳥もちまみれになったカノンが取り乱す。怪け我がはないが身動きが取れないようだ。彼女はじたばたと自分の体にくっついた鳥もちと格かく闘とうしている。

「チッ、しゃあねえ！」

　カノンは鳥もちを自じ力りきで外せない。手を貸してやりたいが、曲がり角かどの先からはピアノ戦せん車しやが迫っている。時間がない。

　一いつ瞬しゆんでそう判はん断だんし、俺おれは魔ま力りよくを練り、導どう式しきを全力で演えん算ざんし始める。

　膨ふくれ上がる俺の魔力を感じたのか、カノンが目を見開いた。俺がピアノ戦車を迎え撃うとうとしていることに気付いたのだろう。

「だ、駄だ目めだよ橙とう也やくん！　アタシはいいから、橙也君だけでも逃げ……」

「はっ、なめんな！　返り討うちにしてやらぁ！」

　叫び、こんな時のために開発しといたオリジナル導式を高速で展開した。

　基本構こう成せい・燃ねん焼しよう。追つい加か導式・属ぞく性せい変へん換かん、爆ばく発はつ、及び術じゆつ範はん囲いに接せつ触しよくした物質の捕ほ縛ばく効果。

　効果領りよう域いき──右みぎ眼め、視線の延長線せん上じよう。

「ッ」

　ガチンッ、と俺の右眼の前に魔ま導どう陣じんが出現する。

　直径十センチばかりの赤せき橙とう色いろに輝く円えん陣じん。暗くら闇やみだった廊下を目映まばゆい光で照らすそれは、俺が思し考こう演えん算ざんした導式が描かれており、高速で回転し始める。出力も問題なし。高こう密みつ度どの魔力が属性変換された炎ほのおとして、魔導陣から噴ふき出し始めた。

　炎ほのお属性に変換された高こう濃のう度どのエーテル物質が一ひと際きわ大きく燃え上がり、陣の中心に集中する。

　時間にして一秒足たらず。準備は万ばん端たんだ。

　そこへタイミングよく角の先からピアノ戦車が現れた。キャタピラのやかましいドリフト音を上げながら、俺にミサイルの照しよう準じゆんを合わせてくる。

「必ひつ殺さつ、ウェルダン光線ッ！（仮）」

　叫んだ瞬しゆん間かん、ギュオンッ！　と太さ一センチにも満たない赤橙色の光が放ほう射しやされた。

　一いつ直線に延びた光は一いつ瞬しゆんでピアノに直ちよく撃げき。熱ねつ風ぷうと光の放ほう流りゆうを生み出し、盛せい大だいに爆発する。




　まあ一ひと言ことで要よう約やくすると、俺は目からビームを出してピアノ戦車を撃うち抜いた。




「っしゃあッ！　おい見たかカノン！　俺の新しん必殺技わざ！」

「……」

　見事にピアノ戦車を迎げい撃げきした光こう景けいを、しかし何な故ぜかカノンは啞あ然ぜんとして見ていた。俺の方から呼びかけても、鳥もちに捕つかまったままポカーンとしている。

　彼女に歩み寄り、鳥もちに触らないように注意しながら手を差し出す。するとカノンが呆ほうけたまま手を摑つかんできた。俺は一気にその腕を引っ張り、鳥もちから引き剝はがす。

「……い、今、目からビーム出さなかったかな？」

「おうよ。凄すげえだろ、擬ぎ似じ魔ま眼がんだぜ？　前々から飛び道具系けいの牽けん制せい技わざがほしくてさ。昨日きのうやっと完成したんだ」

　と、ビームの爆ばく発はつで生じた煙が晴れていく。

　現れたのは、炎ほのおによって形けい成せいされた檻おり。その中に捕とらえられ、身動きできずにいるピアノ戦せん車しやの姿すがただ。さすがに学校の備び品ひんを壊こわしたとなっちゃマズいので、ビームに直ちよく撃げきしたら自動で捕ほ縛ばく魔ま導どうが発はつ動どうするようにしていたのだ。

　もたらした結果を見る限り、俺おれが理り想そうとした形に近い。まあ複雑な導どう式しきを並へい列れつ演えん算ざんするから発はつ動どうまでに時間がかかったが、それはこれから慣れれば早くなるだろう。

　するとカノンが正面から俺へ視線を移し、

「……何でわざわざ目から出すの？」

「そっちの方が格かつ好こいいからだけど？」

「……正義の味み方かたの絵え面づらじゃなかったよ？　どっちかというと敵で、ギャグ要よう員いんな感じ」

「ギャグって何だ。格好いいじゃん、ビーム」

「あとウェルダン光線はないかなー」

　俺の新しん技わざに対するカノンの評ひよう価かは、意い外がいと辛からかった。

　と、苦く笑しようしていたカノンが突然、かくんっと膝ひざを折った。

「あ、あれ……」

　すんでのところで俺の右腕うでにしがみつき、倒れることだけは免まぬがれる。

「あ、あはは。安心したら力抜ぬけちゃった」

「いやまあ、ありゃあマジでおっかなかったから仕方ね──」

　捕縛魔導にかかっているピアノ戦車を指ゆび差さし、そう言おうとした瞬しゆん間かん。

　むにゅん、と俺の肘ひじ辺りを包みこむ、柔らかい弾だん力りよく。

「…………」

　見ると、カノンが俺の腕を抱きかかえるようにがっちりホールドしている。そのせいでカノンの個性ともいえる豊かな胸が、俺の肘を両側から挟み込んでいた。

　つーか埋まっていた。

　驚くべきことに、カノンが誇る驚きよう愕がくの柔らか谷間に俺の腕が埋まい没ぼつしている。
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「あの……カノン？」

「？　何かな？」

　カノンが首を傾かしげる拍ひよう子しに、ぎゅむぅ、とただでさえ密みつ着ちやくしていたそれが、今度は全ぜん方ほう位いから柔らかさを主張するように圧あつ迫ぱくしてくる。

　非常に気まずい。が、こういうのはちゃんと言っておかないと後のち々のち面めん倒どうなことになる。

「……申もうし上げにくいんだが、当たってるんだけど」

「こ、こんな時に何なに言ってるのかな、橙とう也やくん！」

　俺おれの腕にしがみつきながら、カノンは焦あせったように捲まくし立ててきた。

「あ、悪い。でもそういう意味があったわけじゃ……」

「これは意い図として挟んでるんだよ！」

「いやお前こそ何なに言ってんだ!?」

「だってあんなピアノがいる校舎でアタシが一人ぼっちになっちゃったらヤだもん！　だからこうやって絶対はぐれないように、おっぱいで挟み込んで捕つかまえてるんだよ！」

「お前の胸は洗せん濯たくばさみか!?」

「え？　あはは。橙とう也やくん、うまいこと言うねー」

　カノンがいきなり笑い出した。

「小さいおっぱいが『洗濯板いた』って言われることにかけるなんて、さっすが橙也くん！　アタシもこれから大きいおっぱいは『洗濯ばさみ』って呼ぼうかなー」

「止やめろ！　たいしてうまくもねえことをヨイショされても全然嬉うれしくねえ！」

「命めい名めい者しやの橙也くんのあだ名は、明日あしたから洗濯ばさみだね！」

「ただの虐いじめじゃねえか!?」

　悪あく意いがまったくなさそうなのが逆にタチ悪いぞ！

『──紗さ希き、応おう……し……こち……』

　その時、俺の懐ふところにあった通信機きから、くぐもった少女の声が聞こえてきた。

　姫き紗さ希きからの連れん絡らくだ。何やら校舎のトラップに苦く戦せんしていたようだが、通信できるほどの余よ裕ゆうは生まれたらしい。

　俺おれはカノンの説せつ得とくは後あと回まわしにして、抱き着かれていない方の手で何とか通信機きを取り出す。

　と、

『こちら姫紗希……応答して、洗せん濯たくばさみ！』

「何でお前がすでに知ってんだ!?」

　この通信機、トランシーバー型だろ!?　どうして通話ボタン押してねえのにこっちの会話が筒つつ抜ぬけなんだよ!?

「こちらカノンだよ！　どうしたの姫紗希ちゃん!?」

　驚く俺をよそに、カノンが真剣な表情で通信機に顔を寄せる。その間もこっちの腕にひしっと抱き着いていた。一体いつまでしがみ着いているつもりなんだろうか。

『謎なぞの敵に襲しゆう撃げきされたの……大おお狼がみ君はすでにやられて、屋外へ叩たたき出されたわ』

「は、マジで!?　お前らがやられるって、どんな奴やつだ!?」

『……私、実はこの作戦が終わったら、洗濯ばさみに言おうとしてたことがあるの……』

「いやベタなフラグ立てなくていいよ！　あとできればその呼び方止やめてくんない!?」

『──いちいちマジレスなんて、橙とう也やは空気が読めない』

「おい大だい根こん役やく者しや、演技にボロが出始めてるぞ」

『気を付けて、洗濯ばさみ……敵は、敵の正しよう体たいは──がくっ』

「がくっじゃねえよ！　それより敵の情報を……あっ！　姫紗希の奴、通信切きりやがった!?」

　その後いくら呼びかけても応答はなかった。

　あの無む表ひよう情じよう女……ッ！　結局敵てきが何なのか教えなかったぞ！

「ど、どうしよう橙也くん。姫紗希ちゃんですらやられちゃう敵がいるなんて……怖こわいよ」

　不安そうに眉まゆ尻じりを下げるカノン。その心こころ細ぼそさを表すように、ただでさえしがみついている俺の腕をぎゅうっと力強く引き寄せた。

「……しゃーない、今日きようは戻るか」

「い、いいの？」

「姫紗希と真しん弦げんがやられたってのも気になるし。何かと戦ってる雰ふん囲い気きだったから、たぶんあのピアノみたいに自立兵へい器きなんだろうが──」

　撤てつ退たいの算さん段だんを立てながら、姫紗希達が交こう戦せんした敵について考えていた、その時だ。

　ゴンッ、と俺達の背後で、けたたましい音が鳴り響ひびいた。

「ッ！」

　一いつ瞬しゆんで思し考こうが切り替わり、俺は背後を振り向く……ことはカノンが腕にしがみ着いているせいでできなかった。仕方なくゆっくり方向転てん換かんして振り向く。

　その間も、ゴンッゴンッ、という音は連続して聞こえてくる。

　暗く、視し界かいが悪い廊下の先から残ざん響きようする、足音のような重じゆう低てい音おん。

　そして正面の暗くら闇やみから姿すがたを現したのは、とある人物によく似た人ひと影かげだった。

「あっ、シャルロットさんの銅どう像ぞうだ」

　カノンの言うとおり、前方から現れたのはシャルロットの銅像だ。

　普ふ段だんは白はく陽よう花か学園の敷しき地ち中心にある広場──噴ふん水すい広場に飾られている物で、十年前の大たい戦せんで功こう績せきを挙げた彼女を称たたえて造られたらしい。詳くわしくは知らない。

『──校こう則そく違い反はん者しやを確かく認にん。これより校舎外がいへの排はい除じよを実行する』

　シャルロット像は一ひと際きわ大きな足音を立てて、俺おれ達たちから距離を取るように立ち止まった。

「な、何でシャルロットさんの銅像が動いてるのかな？　もしかして……あれが真しん弦げん君が言ってたゴーレムとか？」

「いや、あれはゴーレムじゃねえな……死霊術ネクロマンスだ」

　確かに目もく前ぜんに立ちはだかっているシャルロット像は、ぱっと見ゴーレムやドールを操あやつる傀く儡ぐつ魔ま導どうを施ほどこされているように見える。

　だが俺の勘かんが告げている。銅像から発せられる『感じ』が、通常の魔導を超ちよう越えつしていると。

「……ケッ、どうりで姫き紗さ希きですら敵かなわないわけだ」

　従来の傀儡魔導は『無む機き物ぶつを操あやつる』という、言うならば術じゆつ者しやに操そう縦じゆう権けんがあるロボットのような物だ。それが本来の魔導の限界である。

　しかし、あいつが操る傀儡だけは、次元が違う。

　あいつに導どう式しきを刻きざまれた物は、ごく限定的ではあるが『自由意い思しを持ち、独自の判はん断だんで行動を起こせる』のだ。

　だから人は言う。彼女が従える傀儡は──まるで霊れいが取り憑ついているようだ、と。

　それが死霊遣いネクロマンサーという通り名の由ゆ縁えん。通常の魔導の枠わくを超え、彼女が操る傀儡には魂たましいが宿っていると錯さつ覚かくするほど精せい練れんされた、現げん存ぞんする英えい雄ゆうの秘ひ術じゆつ。

　……チッ。校舎にトラップを仕掛けてんのは教員達たちだって聞いてはいたが、まさかあのロリババアまで参加しているとは。

　しかもノリノリだし。自分の秘術を隠かくすことさえしてねえし。

「ど、どうしよう橙とう也やくん。ここはやっぱり逃げた方が……」

「ん？　いや、思いっきりボコるけど？」

「え？」

　呆あつ気けに取られているカノンに、俺も『？』と首を傾かしげる。

「えっ、えぇッ!?」

「？　何そんなに驚いてんだ？」

「だ、だってあれ、シャルロットさんが操ってるんでしょ？　姫紗希ちゃんも真しん弦げん君も敵かなわなかったんだよね？　た、戦って勝てるのかな？」

「いや勝てるかどうかはわからんけど。でも目の前にシャルロットの顔をした敵がいるんだぜ？　あいつぶっ飛ばせばスカッとしそうじゃん？」

「……かなり陰いん湿しつな理由なのは気のせいかな？」

「はーっはっはっは、覚かく悟ごしやがれシャルロット！　俺おれの溜たまりに溜まった恨うらみ、この銅どう像ぞうにぶつけさせてもらう！」

　気き合あいと共に属ぞく性せい変へん換かんの導どう式しきを紡つむぎ、魔ま力りよくを左手に叩たたき込む。

　左拳こぶしに極きよく大だいの炎ほのおを宿した俺は、シャルロット銅像に全力で跳とびかかり、




　瞬しゆん間かん。ぐんっ！　と右腕うでが背後に引っ張られ、体がつんのめった。




　バランスを崩くずし、ビターンッ！　と廊下に倒れる。

　そして転てん倒とうの原因──俺の腕にしがみついて離れないカノンも一いつ緒しよにぶっ倒れ、二人で揉もみくちゃになって転がった。

「……いつまでしがみついてんだよ」

　俺の腕にひっついて離れないカノンに、不満げな視線を送ってみる。

「お、お構いなく」

「お構うんだよ、そうがっちりホールドされてると。いい加か減げん離れろって」

「あはは……実はとても言いにくいことなんですが」

　するとカノンは視線を逸そらしながら苦く笑しようし、

「えっと……アタシの胸のところに鳥もちがついてたみたいでね？　離したくても離せないというか、むしろ鳥もちが乾いちゃって固まってるというか……」

「……」

「橙とう也やくんにはアタシが抱っこちゃんしたまま戦ってほしいかなーと思いまする感じで」

「……つまり？」

「……橙也くんとアタシは運うん命めい共同体たいだねっ☆」

「ざけんなぁ！　いくら何でもこんな状態で戦えるわけねーだろ！」

「大だい丈じよう夫ぶ、橙也くんならできるよ！　アタシがついてるから！」

「マジでくっついてんじゃん!?　あーもう脱げ！　鳥もち付いてる服だけ脱げ！」

「む、無む理りだよ！　上はこれしか着てないもん！　これ脱いだらブラ一枚になっちゃうよ！」

　揉もみくちゃに倒れたまま、俺とカノンが醜みにくい争いを始める。

『校こう則そく違い反はん者しやの排はい除じよを実行する』

　そんな俺達の耳みみ元もとで、ガンッと重おも苦くるしい足音が響ひびいた。

「……」

「……」

　沈ちん黙もくする俺おれ達たちを、シャルロット銅どう像ぞうが見下ろしていた。

　言うまでもなく、今夜の突とつ入にゆう作戦も失敗に終わったのだった。




　　　　◆◆◆




　夜や半はんの校舎は静まり返っていた。日が暮れても昼間の暑さが抜けない季節になったからか、初夏の虫達がそこかしこで音ね色いろを奏かなでている。

「えー、それじゃあ作戦前まえの注意事じ項こうを確かく認にんしまーす」

　そんな夜。俺は先せん々せん日じつ、侵しん入にゆう経けい路ろとして使った裏うら口ぐちの前で手にしているメモを読み上げる。

「昨夜みたいに二班はんに分かれるなんて小こ細ざい工くはなしの方向でー。トラップの中にはかなりの戦せん闘とう力りよくを誇る自立兵へい器きがあるんでー、二人組だと戦せん力りよくが足りないからでーす」

　そこまで読み上げてから視線を上げ、正面に体育座ずわりしている仲間達を見た。

「はい、ここまでで質問がある人ー？」

　向かって右側から無む表情で俺の言葉に耳を傾ける姫き紗さ希き。

　その隣となりで珍めずらしく真剣な顔で頷うなずいているカノン。

　作戦開始が待ちきれない様よう子すでお座りしている真しん弦げん。

「あ、あの橙とう也や……？　この遠えん足そく前まえみたいな雰ふん囲い気きは何かしら？」

　で、何か不安そうにオドオドしている凛り奈ながいた。

「凛奈、ブリーフィング中だ。質問があるなら挙きよ手しゆしろー」

「え？　あ、あれ？　……ブリーフィングなんて真ま面じ目めな感じだったの、これ？」

『橙也』

　困こん惑わくしている凛奈を余よ所そに、姫紗希が小さく挙手した。

『学園長ちようの銅像はどうするの？　あれはとてもじゃないけど私達では突とつ破ぱできないわ』

「心配いらない。そのために助すけっ人とを呼んできた」

『助っ人？』

「おうよ。んじゃ今夜の助っ人を紹しよう介かいしよう」

　俺は横よこ合あいの暗くら闇やみを促うながすと、その先からゆっくりと歩み現れたのは──




「──ふっふっふ、私はマジカル・フルフェイス。今宵こよいはトーヤに呼ばれ、助っ人として参さん上じよう仕つかまつった」




　フルフェイスヘルメットを被かぶった、いかにも怪あやしい人物だった。

　眠たげで棒ぼう読よみの笑い声。ヘルメットの襟えり元もとから伸びる青い長ちよう髪はつ。出るところは出ている抜ばつ群ぐんのスタイル。しかし顔はスモークシールドに覆おおわれていて判はん別べつできない。

　そう。彼女こそが今宵こよいの助すけっ人と、マジカル・フルフェイスだ。

　トラップだらけの校舎を攻こう略りやくする戦せん力りよくがほしかった俺おれは、ログハウスのリビングで暇ひまそうにしている彼女を連れてきたわけである。

「「『「「……」」』」」

　満まんを持じして登場した助っ人に、四人と一いつ匹ぴきは呆あつ気けに取られていた。

　そんな中、皆の意見を代表するようにカノンが遠えん慮りよがちに手を挙げた。

「あの……何してるんですか、ソフィアさん」

「（……おいトーヤ、早さつ速そくバレているぞ。本当に大だい丈じよう夫ぶなのか、この変へん装そう？）」

「（大丈夫だ、何も心配するな）」

　不安そうに確かく認にんしてくるマジカル・フルフェイスに、励はげましの言葉を送る。

「（いくら名前を呼ばれようが『私はマジカル・フルフェイスだ』って自信満まん々まんに白しらを切れ。そうやってサブリミナルに成功すれば、結果的にお前の正しよう体たいはバレてないことになる）」

「（そうか……うん。正体を隠かくして白はく陽よう花かに通っているお前が言うのなら、そうなんだろう）」

　マジカル・フルフェイスは納なつ得とくしたように、うんうんと何度も頷うなずく。

　何を隠かくそうこのマジカル・フルフェイス、世せ間けんでは少々事情ありきのお尋たずね者だ。

　外に出る分には認にん識しき疎そ外がいなどを使えば問題ないが……さすがに正義の味み方かたの本ほん丸まる、白陽花の校舎に忍しのび込むのに素顔はマズいので、こうして変へん装そうしてもらっているわけである。

「ちょ、ちょっとソフィア！　もっとマシな変装はなかったの!?」

　と、我に返った凛り奈なが大声で捲まくし立てる。

「リナ、私はマジカル・フルフェイスだ。それとこのヘルメットはトーヤが見立てた物だ。私の責任ではない」

「……前から不ふ思し議ぎに思ってたんだけど。ソフィアさんってログハウスに遊びに行くと、いつもいるよね？　凛奈ちゃん達と一いつ緒しよに暮らしてるのかな？」

『ソフィアさんはニート淑しゆく女じよだから』

「まっ、いろいろ事情があんだろ。そこら辺はＤＨ学科生せいのよしみで聞かないでおこうぜ」

　凛奈とマジカル・フルフェイスの言い争いを、カノン達はどこか生なま温あたたかい目で見ていた。

　こういう時、ＤＨ学科生の連れん中ちゆうは話が早くて助かる。何か事情があると見ると、なるべくそこには突っ込まないでいてくれるから。

「あれほど安あん易いに行動しちゃいけないって言ったのに！　どうして助っ人なんかしてるの!?」

「や、何な故ぜと聞かれればだな」

　マジカル・フルフェイスは非常に気まずそうな声こわ音ねで、

「トーヤが『手伝ったら、一つだけ何でもお願いを聞いてくれる』と……ついそれに釣つられてしまって」

「橙とう也やぁ──ッ！　何でもってどういうことかしらぁ──ッ!?」

　やべ。よくわからんが、説せつ教きようの矛ほこ先さきが俺おれに向いた。

「さーて。んじゃ皆、突とつ撃げきするぞー」

　俺が話を誤ご魔ま化かすように指し示じすると、姫き紗さ希き達は『おぉー』と元気よく声を上げた。

「あっ、橙とう也や！　ソフィアとの取り引き内容を説明してもらうまでは逃がさないわよ！」

「じゃあな凛り奈な、ちゃんとログハウスで留る守す番ばんしとけよー」

「これみよがしに子供扱あつかいしないでくれない!?　あっ、ちょっと、本当に待っ──」

　姫紗希とカノン、真しん弦げんにマジカル・フルフェイスが校内に入ったのを確かく認にんし、俺はバタンッと裏うら口ぐちのドアを閉める。施せ錠じようも忘れない。

　しばらくドアノブがガチャガチャ動いたり、ガンガンと外側から蹴けられたり、くぐもった叫び声が聞こえたりしていたが、やがて凛奈も諦あきらめたか、騒そう音おんは止やんで静かになる。

「よし、行くか」

「あ、あのー、つかぬことをお聞きしますが」

　と、カノンがすすーっとマジカル・フルフェイスに近ちか寄よって、何かを小こ声ごえで尋たずねていた。

「何でもってあれですよね……ぶ、ぶっちゃけアダルティなのを？」

「カ、カノン！　今そんなことを言って警けい戒かいされたら、お願いしづらくなるだろう！」

　するとマジカル・フルフェイスが慌あわてふためき、カノンの口を手で塞ふさいだ。

「……お前、俺に何させようとしてた？」

「さっ、それではお前達が先せん導どうしてくれ。私は学園長室しつがどこにあるか知らないからな」

　俺から顔を背そけたマジカル・フルフェイスがそう指示すると、姫紗希達が『おぉー』と元気よく声を上げた。

　警けい戒かいされそうなお願いって、どんだけ危険なことを俺に頼むつもりだ。

　さすがに命に関わる物ではないと思いたいが……。

「おい鳥と坂さか、ボーッとすんな。もう敵てき陣じんだぞ」

「わーってるよ」

　廊下の先を行くメンバーに、俺も続いて走り出す。

　この裏口から入った際、最初の関かん門もんとして落とし穴がある。

　しかしそこはもう手て慣なれたもんで姫紗希と真弦が先行して落とし穴を跳んで回かい避ひ。カノンはそもそも箒ほうきで飛んでいるから回避行こう動どうを取る必要はない。

　俺もそれに倣ならい、落とし穴があるだろう場所を跳んで回避し、

「？　何な故ぜお前達は跳んでいるんだ？　そういう遊びなのか？」

　カチッ、という音が背後から。

　振り向くと、落とし穴があることを知らないマジカル・フルフェイスは、最さい後こう尾びでナチュラルにトラップを踏み抜いていた。

　当然、彼女の足あし下もとがバガンッと開き、落とし穴が現れる。

「おぅ？」

　状況を理解できてないのか、マジカル・フルフェイスは間の抜けた声を出して落ちていく。

「何してんだ助すけっ人とぉ──ッ!?」

　初しよっ端ぱなからドロップアウトしてんじゃねえよ！　何の役にも立ってねえぞお前!?

　急いで落とし穴の縁ふちまで引き返し、下を覗のぞき込む。

　瞬しゆん間かん。俺おれの横を通過し、落とし穴へ飛び込んでいく白い影。

「ッ、真しん弦げん!?」

　白い影──真弦は落とし穴内ないの壁を下方に向けて連続で跳ちよう躍やくしていき、先に落らつ下かしていったマジカル・フルフェイスまで追い付く。

「シンゲン、お前……」

「オレを踏み台にしてくれ！」

「ッ！」

　それだけで真弦の意い図とは理解できたらしい。

　マジカル・フルフェイスは真弦の背に足をかけ、一気に跳躍。急きゆう上昇してきた彼女の手を俺が摑つかみ、全力で引き上げた。

「アンタは銅どう像ぞうを止める役があるからな──あとは頼んだぜ、ソフィアさんよ」

「シンゲンッ！」

　落下しながら自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑う真弦。その声にマジカル・フルフェイスは俺の手から離れて落とし穴を覗のぞき込み、

「私はマジカル・フルフェイスだ！」

「いやアンタ、それ今はどうでもよくね!?」

「あと言ってなかったが、私は飛行魔ま導どうが使える！」

「うおおぉぉッ！　オレ犠ぎ牲せい損ぞんじゃねえかああぁぁ──ッ、────」

　落とし穴の彼方かなたで小さくなっていく真弦の雄叫おたけび。

　そんな悲ひ痛つうの叫びを打ち切るように、バゴンッ、と落とし穴が閉じる。

「……ふむ」

　と、マジカル・フルフェイスは重々しく頷うなずき、立ち上がる。

「シンゲンの献けん身しんに報むくいるためにも、私達は必ず作戦を成功させなければならない」

「や、どの口が言ってんだ」

『大おお狼がみ君……あなたは、いい狼おおかみだったわ』

「真弦くん……アタシ忘れないよっ。絶対、絶っ対真弦くんのこと忘れないよ……ッ！」

「や、何でお前ら悲痛な面おも持もちよ？　別に死んでねえよ、あいつ？」

「え？　だって本当に犠牲損だったから。雰ふん囲い気きだけでもよくしてあげようかなーって」

　何でそんなことを聞くんだ、とでも言いたげにカノンが小こ首くびを傾かしげるのだった。
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　真しん弦げんに続いた脱だつ落らく者しやは、カノンだった。

　学園長室しつは四階。順当に行けば一番近い階段を目め指ざすべきだが……姫き紗さ希きの話では、そこにシャルロット像ぞうが待ち構えていたという。

　だから俺おれ達たちはその階段を迂う回かいし、別の階段を目指して廊下を駆かけていた。

　その時、先を行く姫紗希の足首辺あたりから、ぷつんっと細い糸が切れる音がした。

『っ、気を付けて！』

　即そく座ざにトラップの気け配はいを察さつ知ちし、姫紗希が注意を促うながす。

　その時、バンッ、と俺達のすぐ上に位置する天てん井じようが開く。

　そこから現れたのは網あみ漁りように使うような大きなネットだった。網の部分に何やら粘ねん着ちやく質しつっぽい物が塗ってある。おそらくあのネットには接せつ着ちやく効果がある。

「トーヤ、急げ」

『立たち花ばなさんも！』

　先せん頭とうを行くマジカル・フルフェイスと姫紗希はいち早く事じ態たいを把は握あくし、高速移動クイツク・ムーブで加か速そく。ネットの範はん囲いから逃のがれていた。

「チッ」

　俺もそれに続いて高速移動クイツク・ムーブを展開し──

「橙とう也や君、危ない！」

「ごぼッ!?」

　カノンの箒ほうきタックルを背中にもらい、不ふ発はつに終わった。

　ゴロゴロと凄すごい勢いで転がり続け、ネットの範囲の外まで吹き飛ばされる。

「カノン！　お前……ッ」

　いきなり突とつ撃げきをかましやがったコスプレ魔ま女じよを、俺は起き上がって振り返る。

　するとネットに捕ほ獲かくされたカノンは、切なげな微笑ほほえみをこちらに向けて、

「ううん……気に病やむことないよ、橙也くん。だってアタシ達、友達だもん」

「いや何か俺を庇かばったみたいに言ってるけど！　お前に突き飛ばされなくても高速移動クイツク・ムーブで脱だつ出しゆつできたぞ!?」

「橙也くん、姫紗希ちゃん、ソフィアさん！　アタシはいいから先を急いで！」

「カノン！　私はマジカル・フルフェイスだ！」

『橙也。立花さんの心こころ遣づかいを無む駄だにしちゃいけないわ』

「……えぇー？　これ、どつかれ損じゃねえかなー、俺」

　先を行く姫紗希達に急せかされ、俺はいまいち雰ふん囲い気きに乗り切れないまま走り出した。
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　それから俺おれ達たちは上階へ向かうためのルートを見み繕つくろった。

　昨夜シャルロット像ぞうがいた階段からかなり離れた場所。ここならば奴やつも待ち構えていないだろうと判はん断だんしたのだ。

　だが階段を一気に駆かけ上がろうとした時、俺はわずかに攻こう撃げきの気け配はいを感じ取った。

「ッ!?　避よけろ！」

　階段から跳び退すさりながら、前を行く二人に叫ぶ。

「むっ？」

『くぅ……ッ』

　さすがというべきか、一いつ瞬しゆんで状況を理解した姫き紗さ希きとマジカル・フルフェイスの二人は即そく座ざにバックステップ。階段から飛び下り、二階の廊下まで後こう退たいする。

　すると、二人が進もうとしていた場所へ、数発のミサイルが着ちやく弾だんした。

　軽い爆ばく発はつが起こり、鳥もちが階段に飛び散る。

『これは……？』

　段だん差さに、手すりに、階段の踊り場に。まるで俺達の侵しん行こうを塞ふさぐように広がった鳥もちに、姫紗希が小こ首くびを傾かしげていた。

　俺は説明を省はぶき、ミサイルが飛んできた方向──キュラキュラッという音がする廊下の先を睨にらみ付ける。

「出やがったな、ピアノ野や郎ろう」

　暗くら闇やみからゆっくりと姿すがたを現したのは、昨夜のピアノ戦せん車しやだった。

　ピアノ戦車はまるで自らを鼓こ舞ぶするかのように『ワルキューレの騎き行こう』を演えん奏そうしながら、少し離れた位置で停車する。どうやらリベンジマッチをご所しよ望もうのようだ。

「トーヤ」

　そこで、チョイチョイと背後から肩をつつかれた。

　見るとフルフェイスヘルメットが訝いぶかしげにその頭を捻ひねって、

「お前はあれを野や郎ろうと言ったが、何な故ぜ男だとわかった？　というかあれに性せい別べつがあるのか？」

「いやどうでもいいっつーの。語ご感かんだよ語感」

　最近不ふ思し議ぎに思うのだが、この天てん然ねんで論ろん点てんがズレるのは何なんだ？　昔はこんな感じじゃなかったと思うんだが……ぼっちだった時間が長かった影えい響きようだろうか。

　と、その時。ピアノ戦車が一発のミサイルを射しや出しゆつした。

「チッ、避け──」

『大だい丈じよう夫ぶ』

　高速で俺おれ達たちに迫り来るミサイルに対し、姫き紗さ希きがすっと静かに前へ出て、黒いグローブに覆おおわれた両手を前に掲かかげる。

　瞬しゆん間かん、彼女の両手に白い冷気が収しゆう束そく。

　ミサイルが直ちよく撃げきしたものの、爆ばく発はつはごく小しよう規き模ぼ。さらに飛び散るはずの鳥もちは、姫紗希が放っていた冷気によって一いつ瞬しゆんで凍り付き、固まっていく。

『──ふっ』

　凍り付き、粘ねん着ちやく力りよくを失った鳥もちの塊かたまりを投げ捨て、姫紗希は床に手を着く。

　すると彼女の手を添えた場所から前方へ向けて、床が凍り付いていく。それがピアノ戦せん車しやの下まで到とう達たつすると、氷の柱はしらが瞬しゆん時じに発生。そのキャタピラを氷こおり漬づけにした。

　ピアノ戦車は凍り付いたキャタピラをギャリギャリと空むなしく回している。

『あれは私に任せて』

　そう言って、姫紗希は俺達を振り向く。たった今いま自分が行った芸げい当とうを誇ることもなく、涼しげな無む表情で。

「ああ悪いな。あいつとはお前が一番相あい性しよういいみたいだ」

『──その代わりと言っては何ですが』

　と、姫紗希が揉もみ手を始めた。

　表情はないが、まるでこっちに胡ご麻まを擂する感じに。

　あー……こいつが俺に交こう渉しようを持ちかける場合は、一つしかない。

『ほんの少しでいいから私に旧きゆう式しき魔ま導どうを教え、』

「んじゃな姫紗希！　ここは任せたぜ！」

『……じゃあソフィアさ、』

「トーヤが駄だ目めと言うなら私からは教えられない。それと私はマジカル・フルフェイスだ」

　予想していた言葉に、俺達二人は間かん髪はつ入いれず高速移動クイツク・ムーブを発動。ピアノ戦車の左右を抜けて、廊下の先へ進む。

　そこでタイミングよく、バキャンッ、とキャタピラの動きを止めていた氷が砕くだけ散った。

　どうやらピアノ戦車がずっとキャタピラを回転させ続けた成果らしい。偶ぐう然ぜんの産さん物ぶつではあるが、こうして俺達の間には障しよう害がいが生まれ、姫紗希は容易に追って来られなくなった。

『……橙とう也やのあほぉ～、けちんぼぉ～』

　子供っぽいわりに抑よく揚ようがない罵ば倒とうは、まあ聞かなかったことにした。
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『──校こう則そく違い反はん者を確かく認にん』

　そんな数々の犠ぎ牲せいを出して辿たどり着いた最さい上じよう階かい。

　あと一歩で学園長室しつに辿たどり着けるというところで、最後の番ばん人にんが俺おれ達たちの前に姿すがたを現した。

　自由意い思しを持つ銅どう像ぞう──シャルロット像の片手に魔ま力りよくが集中していく。

　さらに属ぞく性せい変へん換かんの導どう式しきが紡つむがれていく気け配はい。

　収しゆう束そくした魔力は固体に変換され、細かな砂すな状じようの粒つぶへと変化。さらに形を成していく砂はシャルロット像の身長ほどはあるハンマーに姿を変えていき、最後に土ど質しつのような見た目・質しつ感かんから、金きん属ぞく的な艶つやと重量感かんを得た。

　それは巨きよ大だいな金かな槌づちだ。

『──これより校舎外がいへの排はい除じよを実行する』

　シャルロット像は一度、その金槌の具合を確かめるように、片手で軽く素す振ぶりし──ドンッと床を踏み抜いた。

　十メートルはあっただろう俺達との距離を一いつ瞬しゆんで詰められ、巨大な金槌を薙なぐように振り回してきた。

「ほう？」

「この……ッ！」

　その奇き襲しゆうに対し、マジカル・フルフェイスは上方へ跳ちよう躍やく。天てん井じようを足あし場ばにしてシャルロット像を跳び越える。

　俺は突とつ進しんしてきた銅像の懐ふところへ潜もぐり込むように高速移動クイツク・ムーブ。ハンマーが顔面に迫った瞬しゆん間かん、体勢を低くしてスライディングするようにかいくぐった。

　立ち位置が交こう差さする。

　俺は床に靴くつ底ぞこを滑すべらせながら体を反はん転てん、背後を振り返るように体勢を整える。

　そんな俺の隣となりにマジカル・フルフェイスが降り立った。

　ゆっくりと振り向いてくるシャルロット像を、俺達二人はしっかり視し界かいに捕ほ捉そくする。

「あの属性変換は、四大属性の『土』か？　ハイドランジアの特とく性せいは確か光系けいだったはずだが……なるほど。死霊術ネクロマンスの傀く儡ぐつは、術じゆつ者しやの特とく性せいを引き継ぐわけではないのか」

　マジカル・フルフェ……あー、メンドクセえ。ソフィアはシャルロット像の戦力分ぶん析せきを口にしながら、静かに頷うなずく。

「ソフィア。あいつ任せていいか」

「私はマジカル・フルフェイスだ」

「や、俺しかいねえんだからそれはもういいっつーの」

　ソフィアはフルフェイスヘルメットの中で、ふっ、と声を漏もらした。表情は見えないが笑っているらしい。

「変へん異いできないのはネックだが……まあ、あの程度の人形ならば問題ない」

　そして、彼女は右手に風かぜ属性へ変換した魔ま力りよくを収しゆう束そくさせていく。

　風と雷かみなりを纏まとい、青白く発光する槍やりを具現化マテリアライズしたソフィアは、それを脇わきに抱えるように構える。

「私達の総そう帥すいを待たせるのは忍しのびない。トーヤ、お前は早く行け」

「……さんきゅう」

　俺おれはシャルロット像ぞうから視線を切り、背を向けて走り出す。

　瞬しゆん間かん、背後から激しい金きん属ぞく音おん。おそらく銅どう像ぞうが背中を見せた俺に襲おそいかかり、ソフィアがそれを阻はばんだのだろう。

「トーヤ！　一ついいか!?」

　と、背後からソフィアが最後だと言わんばかりに叫んでくる。

「何だ!?」

　足を止めずに問い返すと、彼女は大きな声で、

「こうしてお前を見送ると大たい戦せん時じを……お前とリーダーを逃のがすために、一人敵てき陣じんに残った時を思い出す！」

「テメェは俺のトラウマ抉えぐって楽しいの!?」

「実は引き留めてくれるんじゃないかと少し期待していたが、二人共ともそんなことはなくてちょっと寂しかったぞ！」

「あのタイミングで!?　そんな『彼かれ氏しとケンカ別れした女』みたいなことを、あんなシリアスな場面で考えてたのかお前!?」

　あの時、俺とホッパーさんがどんな思いでお前を残していったと思ってんだ！

　遠ざかっていく激しい戦せん闘とう音おん。それを背に、しかし一度も振り向かずに走り続ける。

　ソフィアの実力は折おり紙がみ付きだ。たとえ怪かい人じんに変へん異いできなかったとしても、あんな木で偶く人形に負けるわけがない。

　そのまましばらく廊下を疾しつ駆くし──俺は学園長室しつの前まで辿たどり着いた。

「──」

　ここまでにトラップはなかったが、油ゆ断だんはできない。何せ真しん弦げんの話では、今まで誰だれもここまで辿り着けなかったのだ。この先にどんなトラップがあるか、わからない。

　ドアの横に背中を貼はり付ける。

　魔ま力りよくをいつでも生せい成せいできるよう心の準備をしてから、ノブに手をかけ、ゆっくりと押した。

「……」

　身を隠かくしたまま室内を軽く覗のぞき込む。薄うす暗ぐらい学園長室は、ぱっと見た限り異常はない。慎しん重ちように部屋へ足を踏み入れ、出入口付ふ近きんのスイッチで明かりを点つけた。

　そしてトラップを見み越こして身み構がまえ、何が起きてもいいように神しん経けいを研とぎ澄すませた。

　出入口付近から部屋の中央へ移動。そこからさらに奥へ。最終的にシャルロット専用の机まで歩ほを進め、出入口へ向き直る。

　そのまま数秒待まっても、異常はない。

「……んあ？」

　構えを解き、首を傾かしげる。そしてもう一度だけ、明るい学園長室しつを見渡した。

　窓まど際ぎわにある大きな机に、接せつ待たい用ようのソファーとテーブル。

　壁の一面を占しめたアンティーク調の書しよ架か。

　さらにその反対側がわ。隣りん室しつに繫つながるドアにも異常はなく、室内は至って静せい寂じやくを保っていた。

「んだよ。もしかして何もねえの？」

　どんな罠わなが待ち構えているかと思いきや……ちょっと拍ひよう子し抜ぬけしたじゃねえか。

　そうとなれば、こっちのもんだ。

　俺おれは今まで忘れそうになっていた目的──凛り奈なの没ぼつ収しゆう品ひんの捜そう索さくに移る。しかし虚きよを突くようなタイミングで罠が発はつ動どうされちゃ敵かなわないので、警けい戒かいは怠おこたらない。

　まず一番怪あやしそうな学園長専せん用ようの大きな机から。一番上うえの引き出しを摑つかんで開けると、これ見よがしに一つの手紙を発見した。

「お、ビンゴ」

　ピンクの花はな柄がらの封ふう筒とう。それは事じ前ぜんに凛奈から教えられた手紙の特とく徴ちようと一致している。

　まさかこんなに簡単に見つかるとは。ラッキー、と軽く鼻はな歌うた交まじりに手紙を懐ふところにしまい、ルンルン気分で学園長室から退たい散さんしようとし、




「──はあ、今夜は一段と騒さわがしいな」




　ガチャッ、と隣りん室しつに繫つながるドアから人ひと影かげが入ってきた。

　現れたのは白はく髪はつの少女……に見える白はく陽よう花かの学園長シャルロット・ハイドランジアだ。

　銅どう像ぞうなんかではない。まごうことなき本人だった。

　最悪のタイミングでやってきた最悪の人物に、俺は石せつ化かしたように固まってしまった。

「こう騒がしいと、ゆっくりシャワーも浴びられん。久々に妾わらわのドールと交こう戦せんしている者もいるようだし……しかし何な故ぜ妾が残業している日に限ってこうなのだ」

　しかしシャルロットは俺に気付いている様よう子すはない。

　それもそのはずで、彼女は今いま頭からバスタオルを被かぶっているのだ。

　どうも学園長室の隣となりにはシャワールームが設けられているらしい。

　そしてそれの使し用よう直後らしく、シャルロットはバスタオルで髪かみをわしゃわしゃと拭ふきながら部屋に入ってきて──くるりと方向転てん換かん。俺へ身体からだの正面を向けてくる。

「いッ!?」

　その姿すがたを見てしまい、驚きよう愕がくで出かかった声を必ひつ死しに吞のみ込む。

　シャルロットがその小さな身体に纏まとっているのはバスローブのみだからだ。

　いや、纏っているという表現は正しくない。

　──前が丸まる見みえだ。

　腰こし帯おびを巻かず、ローブの正面が思いっきり開いている。

　そのせいで少し火ほ照てった透すき通るような柔やわ肌はだやら、外見相そう応おうの慎つつましやかな胸から腹ふく部ぶにかけてのすっきりしたラインやら、やけに大人おとなびた黒レースのパンティやら、ほっそりした太ふと腿ももやらが思いっきり見えている。

　明らかに油ゆ断だんしきっている様よう相そう。

　しかもシャルロットは頭を拭ふいているタオルのせいで視し界かいが塞ふさがっていて、目もく前ぜんに俺おれがいることに気付いていない。

「まったく。うちの悪ガキ共どもときたら、少し静かにできんのか。残業してる妾わらわの身にもなれ」

　彼女はそのままこっちに近付いてきて──ちょうど俺の正面でバスタオルを取った。

「ん？　何な故ぜ明かりが、点つい、て──、────」

「…………」

　もちろん、位い置ち関係的てきに思いっきり目が合った。

　パサリッ、と彼女が手にしていたバスタオルが力なく床へ落ちる。

「……お、おまっ、き、きき貴き様さままら、ラララン、ランらランタタタ──、────ッ!?」
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　見る見る紅こう潮ちようしていき、顔どころか絶ぜつ賛さん露ろ出しゆつ中ちゆうの全身が真まっ赤かになっていく我らが学園長ちよう。

　今まで見たこともないシャルロットの取り乱しようだった。そんな彼女の壊こわれた機き械かいみたいなバグり方に、筆ひつ舌ぜつに尽くしがたい危き機き感かんを覚えた。

　結けつ論ろん。即そつ行こうで逃げるべし。

「や、残業お疲れっす。それじゃあ俺おれはこの辺で失礼しゃっす、はい」

　年ねん配ぱいの方々に嘆なげかれるようなお粗そ末まつな敬けい語ごになりつつ、俺はシャルロットから踵きびすを返す。

　それから一いち目もく散さんに、しかし同室にいる猛もう獣じゆうを刺し激げきしないよう静かに出入口を目め指ざし、

「──まあ待て、ランタン」

　背後から発せられた、肝きもが底そこ冷びえするような声。

　さらに、キュンッ、という甲かん高だかい音。見ると、俺の両りよう足首に光の糸が巻き付いていた。

　反応する間もない瞬しゆん間かん技わざ。魔ま力りよく運用はおろか導どう式しきを紡つむぐ気け配はいすら感じられなかった。

「一つだけ問おう。貴き様さま、見ただろ」

　問いっつーか断だん定ていなんですけど、それ。

「あ、いや……見てな、」

「否定するな。位置的に見えてないわけがないだろ」

　……あー、やべえ。これ死んだわ俺。

「まあいい。とりあえず妾わらわが言いたいことは……そうだな、よく怪かい人じん化かもせずに夜の校舎を攻こう略りやくできたものだ。それは誉ほめてやろう」

「は、はは。それはどーも……」

「特に妾が用意したドールはそう易やす々やすと突とつ破ぱできる物ではないからな。素直に誇っていいぞ」

　うんうん、と感心したような頷うなずきの後、

「だから褒ほう美びをやろう」




　キンキンキンッ、ガキイィンッ！　と魔ま導どう陣じんが連続展てん開かいする気配。

　それに伴い室内を包み込む目映まばゆい光と、背後で渦うず巻まく膨ぼう大だいな魔ま力りよく。




　俺はギギギと固くなった首で振り返った。

　そこにはバスローブの前を隠かくし……凶きよう悪あくな、もう人を殺したくてウズウズしている犯はん罪ざい者しやみたいな笑えみのシャルロットと、

「妾が持つ中で最速の砲ほう撃げき魔導だ。奥の手の一つだから、あまり他人には見せないのだが……貴様には特別に特とく等とう席せきで見せてやろう」

　そんな彼女の背後に展開し、浮かび上がっている無む数すうの魔導陣。

　一つの半径は、ゆうに三メートルほど。

　それが無数に。学園長室しつを覆おおい隠かくせる数の光り輝く魔導陣が、魔力の解放を今か今かと待ちわびるように明めい滅めつ、脈みやく動どうしている。

「もちろん講こう釈しやく代だいはいらん──ほら、受け取れ」

　パチンッ、とシャルロットが指を鳴らす。

　途と端たん、無む数すうの魔ま導どう陣じんは、見ているこっちの目を焼くほどの激しい閃せん光こうを放った。




　　　　◆◆◆




　深夜のログハウスで一いちノの院いん凛り奈なは少年の帰き宅たくを待っていた。

　自分が没ぼつ収しゆうされた手紙を少年達たちが奪だつ還かんしに行く。それをこうしてそわそわしながら待ちわび、いつの間にか寝ているというのが、ここ数日の日課になってしまっている。

（今日きようも、駄だ目めだったのかしら……）

　リビングの時計を見ると、彼らが出発してかなり時間が経たっているのがわかる。

　それを確かく認にんし、凛奈は一度だけ小さくため息を漏もらす。とりあえずいつものような寝ねオチだけは控えよう。そう考え、寝ね支度じたくをすませるために二階へ上がった。

　とりあえず最近着つけている赤い髪かみ留どめを外し、化け粧しよう台だいの上に置く。そのまま寝ね間ま着きに着替えようとした時だ。

　がちゃり、と玄げん関かんの扉とびらが開く音が聞こえた。

「っ！」

「リナ、ただいま」

「……酷ひでえ目に遭あった」

　玄関から聞こえてきた声に、凛奈は急いで一階へ向かおうとする。

　つい先ほど外してしまった髪留めを摑つかみ取る──と、急いでいたためか、咄とつ嗟さに手にしたのはおにゅーの赤い髪留めではなく、以前の黒い髪留めだった。

（むっ……仕方ないわね）

　とりあえずその黒い髪留めで髪を結ゆいながら、凛奈は急いで階段を下りる。

「おかえりなさいっ」

　玄関から入ってきた青せい髪はつの少女ソフィア。そして彼女に肩を貸してもらい、何な故ぜか衣類の至るところがボロボロになっている少年だった。

　そんな二人を迎え入れながら、凛奈は待ちきれないとばかりに問う。

「しゅ、首しゆ尾びはどう？」

「ああ……ほら、これ」

　少年はソフィアから離れ、ごそごそと懐ふところに手を入れる。

　そして取り出した手紙を、凛奈の手にポンッと押し付けてきた。

「あっ……うん！　ありがとう二人共とも！」

　ぱあぁと顔を綻ほころばせて、急いで確かく認にんする。

　封ふう筒とうも、中なか身みの便びん箋せんも、書かれている文字の筆ひつ跡せきも間違いない。それが自分が没ぼつ収しゆうされた物だと確信した凛奈は、ほっと胸を撫なで下ろす。

　そして急に焦しよう燥そう感かんに駆かられたように、少年の顔を見上げた。

「な、中なか身みは!?　見てないわよね!?」

「大だい丈じよう夫ぶだってば、そこまで無む神しん経けいじゃねえっつーの」

　はあ、と少年が面めん倒ど臭くさそうに肩を落とす。

「むっ」

　そんな彼の態度に、凛り奈なは思わず唇くちびるを尖とがらせる。

　もとはといえば誰だれのせいだと思っているのだ。

　お前が髪かみ留どめに気付かないから自分はこうして手紙を書いて、それをシャルロットに没ぼつ収しゆうされて、だから少年に取りに行ってもらって……？

　あれ？　と凛奈は首を傾かしげる。

　こうして考えてみると、もしかして自分は酷ひどい我わが儘ままを言っているのではないか、と彼女は今さらながらに気付いた。

　そんな中、少年はやれやれと頭を振り──そこで何かに気付いたように片かた眉まゆを上げた。

「あれ？　髪留め、前のに戻したのか」

「──え？」

「残念だな。赤いの、似に合あってたのに」

　そう言った少年は不ふ確たしかな足取りでソファーまで歩み、その上にボフッとうつ伏せに倒れる。

「俺おれはもう寝る。朝まで起こさないでほしい」

　そんな彼を見み届とどけながら、凛奈はぽかーんと口を開け広げる。

　最初、彼が何を言っているのかわからなかった。

「え？　ちょ、ちょっと待ちなさい橙とう也や！」

「……何だよぉ。もう寝かせろぉ、俺疲つかれてんだよぉー」

　少年はソファーにうつ伏せたまま、残ざん業ぎよう帰りのお父とうさんみたいな文もん句くをのたまう。

　しかし声をかけたはいいものの、凛奈は何を言っていいかわからなかった。

　混乱した凛奈は、とりあえず頭の髪留めを隠かくすように手で押さえる。何な故ぜ隠そうとしているのかは自分でも理解できないのだが。

「その、えっと、髪留めって、な、なな何の、何のこと……？」

「あ？　何のって、衣ころも替がえに合わせて髪飾かざりも変えただろ、お前」

　動どう揺ようを隠せていない凛奈に、少年は素そっ気けなさすら含んでいる口く調ちようで答えた。

「昔ながらのそれもいいけど、赤いのも似合ってたぞ」

　言い終えた瞬しゆん間かん、ヒラヒラと振っていた少年の手がパタリとだらしなく垂たれ下がる。

「──？　────？？？」

　その言葉を凛奈は頭の中で何度も反はん芻すうし、その意味を理解しようと努め、

「…………ッ!?!?!?」

　瞬しゆん間かん、ボンッ！　と凛り奈なの顔が爆ばく発はつした。

　いや実際に爆発したわけではないが。少なくとも凛奈自じ身しんはそう感じるほど、自分の顔が見る見る真まっ赤かになっていくのを感じた。

「リナ？　どうした？」

「…………」

　ソフィアの言葉も耳に入らず、凛奈はふらふらとした足取りで階段へ向かう。

　緩かん慢まんな動どう作さで二階までやってきて、さらにロフトベッドの梯はし子ごを上る。

　そのままベッドにぼふっと倒れ込み、沈ちん黙もくすること数秒。

（き、き、きききき気付いてたぁ──ッ!?　し、しし、しししかもにっ、にに、に似に合あってるって、ててえぇ──、────ッ!?）

　不ふ意い打うちだった。絶対に気付いていないものだと思っていた。

　唐とう突とつにやってきた感情の奔ほん流りゆうに、凛奈は混乱に混乱を重ねる。

　きゃーっ！　わぁーっ！　とベッドの上でゴロゴロと転がり、もう居ても立ってもいられなくなり、終しまいにはうおーっと悶もだえ始める。

（あ、あの橙とう也やが気付いてた……いえ、むしろ気付かれてしまってたと言うべきじゃない!?）

　恥はずかしくて死にそうだった。

　何より顔が火ほ照てっていて熱い。絶対に今の自分は茹ゆでダコみたいになっている。

　ちゅーか、たぶんだらしなく笑っていると思う。

　赤くなったまま、何な故ぜか顔がにやけるのが抑えられなかった。だからこそ凛奈は枕まくらに顔をうずめ、誰だれにも見られないよう必ひつ死しに自分のにやけ面づらを隠かくし続けた。

「……トーヤ。私も新しいアクセサリーが欲しい」

「あ？　ああ、いいんじゃない。買いに行く時は変へん装そうと認にん識しき疎そ外がいを忘れんなよ」

「今から行くつもりだ。お前も一いつ緒しよに来い。そして私のアクセサリー選びに付き合え」

「はあ、今からぁ？　今日きようはもう店が閉まってるだろ。それはまた今度、痛いててッ！」

「私は今すぐほしいのだ」

「ちょっ、今日はマジ勘かん弁べんしろって！」

「お前は何でも一つだけお願いを聞くと言っただろう。反はん論ろんは認めない」

　と、一階から少年とソフィアの話し声が聞こえてくる。

　二人のやり取りに、凛奈は悶えていたのをピタリと止やめ、冷静さを取り戻した。

（……まったく、髪留めに気付いてくれたと思ったら……やっぱり鈍どん感かんじゃない。いつまでソフィアの気持ちに気付かないのかしら）

　そんな騒さわがしい二人に、呆あきれるようにため息を漏もらし……

（……ソフィアの気持ち？）

　はたと、妙みような引っかかりを覚える。

　ソフィアの気持ちに気付かない少年。

　そしてソフィアの気き苦ぐ労ろうに共きよう感かんできてしまう自分。

　それはつまり──ソフィアと凛り奈なは、少年に対して同じ気持ちを抱いているということ。

「あっ」

　ばっ、と凛奈が上じよう半はん身しんを起こす。

　まるで今まで理解できなかったことの答えを、唐とう突とつに理解したように。

　気付いてしまったのだ。

　今まで自分の胸に宿っていた、不ふ可か解かいだが、確かにそこにあった想おもいの正しよう体たいに。

　それはソフィアが抱いているだろう気持ちと同じだと客きやつ観かん的に考えたことで。

　何な故ぜ、彼にオシャレに気付いてもらえなくて拗すねていたのかを。

　彼に自分の気持ちがわかってほしくてわざわざ手紙を書いたのか。

　彼に髪かみ留どめを誉ほめてもらって、にやけが止まらないほど嬉うれしかったのか。




　何故一いちノの院いん凛奈は、あの少年と一いつ緒しよにいるのか。




　出会った頃ころに誓ちかった、あの想い。

　一ノ院凛奈は、彼の隣となりでずっと弱いままであり続ける。

　その誓いを何故護まもり続けたいと望んでいるのか。

　気付いてしまえば、とてもわかりやすいことだった。

（何なのよもぉ～……これじゃ橙とう也やに鈍どん感かんなんて言ってられないじゃない、わたしぃ～……）

　はあぁぁ、と凛奈は自分自身に呆あきれてしまい、大きく嘆たん息そくする。

「あ」

　ふと、自分の手て元もとにある手紙を思い出す。

　少年が必ひつ死しに取り返してくれた、凛奈の思いを綴つづった一枚の手紙。

　その封ふう筒とうから凛奈はおもむろに便びん箋せんを取り出し、変な内容が続くしっちゃかめっちゃかな文ぶん面めんに目を通す。

「……」

　この気持ちに気付いてしまった今、この手紙は必要ない。もういらなくなってしまったから少年の目に触れない内に捨てようかと思った。

　だが友人二人には、こう言われている。

　──素直な気持ちを書け、と。

「ふふっ」

　だから凛奈は笑えみを浮かべる。

　酷ひどく嗜し虐ぎやく的で、酷く悪戯いたずらっぽくて、それでいてお人ひと好よしで。

　さらに照れ臭くささを含んだ、とても女の子らしい微笑ほほえみを。




　ベッドから下りた凛り奈なは、化け粧しよう台だいに向かい、置いてあったペンを手に取る。

　彼には決して見せることはない、見せてなんてあげない手紙。

　その文面の最後に──彼女は、三さん文字の言葉を書き足した。













　　　二話　氷ひよう面めん上じようのロールプレイングデート







　今でも覚えている。自分の手を引く二人の温ぬくもりを。

　外出する時、まだ幼かった自分は、決まって真まん中なかに挟まれて歩いていた。

　そして右手と左手のそれぞれで、両親と手を繫つないでいた。

　右手は、すべすべしていて柔やわらかいお母かあさんの手。

　左手は、ごつごつしているけど温あたたかいお父とうさんの手。

　たまに『ブランコ』とせがんで、二人に持ち上げてもらうのが好きだった。そうしてちょっと空を飛んだような気分を味わうと、無む性しように嬉うれしくなってきゃーきゃー騒さわいでいた。

　だから今でも鮮せん明めいに覚えている。二人の手の温もりを。

　自分に甘えられて、嬉しそうにするお父さんの笑顔も。

　そんな自分達たちに呆あきれながらも、幸せそうに笑うお母さんの顔も。




　片方の手の温もりが──ある日突然、消えてしまったのも。




　　　　◆◆◆




　もう日が暮れた時間帯たいに、姫き紗さ希きがログハウスを訪ねてきた。

　そんなわけで現在、俺おれ達たちはリビングのソファーで向かい合って座っている。

「リアルＲＰＧアトラクション？」

　話の切り出しと同時に渡された一枚のチケットに、俺は疑問を口にした。

　すると対たい面めんに座っている姫紗希が、こくんと小さく頷うなずく。

『この前オープンしたアトラクション施設があるの。それはその一日無む料りよう券けん』

「ねえねえ姫紗希、このリアルＲＰＧって何かしら？」

「うむ、私も気になっていた」

　と、質問するのは俺の両側に座っている凛り奈なとソフィアだ。彼女らは俺の手て元もとにあるチケットを期待に満ちた目で食い入るように見ている……その『え？　もしかしてくれるの？　これくれるの!?』って空気は、もう少し隠かくせないのか。

『最近流は行やってるリアル体たい感かんアトラクションの一種だと思う』

「あれよね。脱だつ出しゆつゲームとか、犯人を捕つかまえる刑けい事じ・探たん偵ていもののゲームとかを現実で体験して遊ぶやつよね」

「ほう。ということは、ここではＲＰＧをリアルに体験できるのか」

『それだけではありません。当ランド特とく有ゆうのリアルＲＰＧ体験に加えて、ジェットコースターや観かん覧らん車しやなどの遊ゆう園えん地ちらしい王おう道どうアトラクションも取り揃そろえた総合レジャーランドなのです』

「「おぉ～！」」

　まるでテレビのＣＭみたいな姫紗希の説明口く調ちように、俺の両側のワクワクソワソワ感が一気に増した。何だ当ランドって。別に運営者側がわじゃねえだろお前。

　と、そこで一ひと息いきついた姫紗希が……何な故ぜか俺を真まっ直すぐと見つめてきた。

『そのチケットは橙也にあげる』

「「え？」」

　姫紗希が『俺に』と強きよう調ちようしたのを聞いて、凛奈とソフィアが不ふ審しんそうに眉まゆを顰ひそめた。

「ん？　何で俺指し名めい？」

　俺も首を傾かしげると、姫紗希は懐ふところに手を入れた。

　そうして取り出したのは──もう一枚の『リアルＲＰＧアトラクション』のチケットだ。

　それを俺達に見せながら、彼女は淡たん々たんと告げる。

『今度の休日、橙とう也やと二人で遊びに行きたい』

「「えッ!?」」

　そこで何故か凛奈とソフィアの声に危き機き感かんみたいなのが滲にじみ出た。

「……えっと、つまり？」

　で、一人だけ状況が理解できない俺おれが詳しよう細さいを求める。

　すると姫き紗さ希きは、どこか決意を宿したような目でこっちを見み据すえて──




『私とデートして』




「「ええぇぇ──ッ!?」」

　唐とう突とつな核かく爆ばく弾だん投とう下かに声を張り上げたのは、お誘いを受けた俺おれではなく両側の女共どもだった。

　しかも、ガターンッ！　とソファーを倒さんばかりに立ち上がる始し末まつ。俺はというとグラグラ揺れるソファーにしがみついている間に、すっかり驚くタイミングを逃のがしてしまった。

「……何だよいきなり。つーか何でお前らが一番動どう揺ようしてるんだよ」

「えッ!?　い、いいえ、わ、わわわたしは、べ、別に動揺してないわよよ？」

「わ、私も全ぜん然ぜん動揺していない。た、たかがデートだろう。年とし頃ごろの男女ではよくあることだ」

「……動揺しすぎて跳び上がったように見えたけど？」

「こ、これは……そ、そう！　最近運動不ぶ足そくだったから！　体操でもしようかなって！」

「ああその通りだ！　まずは大きく背伸びの運動からだが、少し勢い余ってしまってな！」

　そう捲まくし立てたかと思うと、二人は『イチ・ニ・サン・シ』とラジオな体操を始めた。

　依い然ぜんとして俺の両側で。しかも手足の運動までやるもんだから、彼女らの腕が忙せわしなくこっちの視し界かいを横よこ切ぎって、邪じや魔ま臭くさいことこの上ない。

「ちょっ、運動するのは大変結けつ構こうだけれども。話の邪魔だからあっちでやってくんねえかな」

「あ、う、うん！　ごめんなさい、気き遣づかいが足りてなかったわね！」

　凛り奈なが引き攣つった笑顔を浮かべ、ソフィアを連れてそそくさと移動していった。

「……ど、どどど、どうしようソフィア？　展開が急すぎて全然ついていけないわ！」

「た、確かに思わぬ伏ふく兵へいだ」

　だが二人は体操なんかせず、リビングの端はしっこで顔を寄せ合い、こそこそと内ない緒しよ話ばなしを始めるのだった。一体何なにがしたいのか。

『安心して。私はそういうつもりで橙とう也やを誘うわけじゃないから』

「そ、そういうつもりって言われても……わ、わたしには何のことだか……っ！」

　と、二人の様よう子すを見かねたらしい姫紗希がそう言うと、凛奈が耳まで真まっ赤かにしながらバタバタと手を振った。見ているこっちが申もうし訳わけなくなるほど挙きよ動どう不ふ審しんだ。

「……よくわからんけど、どういうつもりで俺を誘うんだよ」

　とりあえず訳がわからん反応をする奴やつらは保ほ留りゆうして、本ほん題だいに戻る。

『橙也は最近、私に冷たいから』

「ん？　え、そうか？」

　身に覚えがなさすぎる姫き紗さ希きの不満に、俺おれは目を丸くしてしまった。特に冷たく接していたつもりはないんだが。

　そんな俺の疑問に答えるように、姫紗希は説明を続ける。

『いくらお願いしても、旧きゆう式しき魔ま導どうを教えてくれない』

「……それで冷たいとか言われても困るんだけど」

　例によって例の話題に、納なつ得とくしつつも辟へき易えきしてしまった。

「お前はどうしてそう、旧式にこだわるのかね」

　旧式魔導の新たな習しゆう得とくは禁止……裏を返せば旧式魔導の使い手でも『終戦後ごに新たに習得した者』ではなく『終戦前まえから使えていた者』は罰ばつせられない。

　……その意味を考えれば、旧式に関わってもロクなことないって察せると思うんだがなあ。

『──私は』

　と、その時。正面にいる姫紗希の顔が、少し陰かげりを帯びたような気がした。

『私はもう二度と、あんな喪失感を味わいたくない』

「あ？」

　それがどんな意味を持つのかを問う前に、姫紗希はいつもの無む表情に戻った。先ほど一いつ瞬しゆんだけ垣かい間ま見みた表情の陰りは、跡あと形かたもなく消えている。

　……何だ？　俺の見み間ま違ちがいだろうか。

『それだけじゃない。橙とう也やは私と二人っきりになることを避けてるわ』

「え？　いや、だって周りがいないとお前、すぐに教えろ教えろって言ってくるじゃん」

『ずっとギシアンしてる』

「その略りやく称しようは止やめろ！」

　ちゃんと疑ぎ心しん暗あん鬼きと言え！

『だから今回のデートはその問題を解決する意い図とがあるわ。題して「デートで親しん睦ぼくを深めて警けい戒かい心しんを解き、隙すきあらばちゃっかり旧式魔導を教えてもらう」作戦』

「あーもー、最初っからそう言……ん？　言っていいのか、そんな作戦内ない容よう？」

　正直なんだか、腹はら黒ぐろいんだか、わからない姫紗希の発言に、思わず首を傾かしげてしまった。

　そんな俺をよそに、姫紗希がまるで決けつ意い表明するかのようにグッと拳こぶしを握った。

『このデートを機に、私と橙也のギシアンだけの関係を修しゆう復ふくする』

「だからその略称は使うな！　ただの友人関係が凄すげえただれた関係みたいになってんだろ！」

「ぎ、ギシアンだけの関係とは、つつつまりトーヤとキサキは、か、かか体だけのの……？」

「……今夜にでも改かい造ぞうしなきゃ。そうよ、だってわたしは正義の味み方かたの味方だもん。姫紗希の味方として、橙也の魔まの手から護まもらなきゃ……ふ、ふふッ！」

「ほら見ろ！　何か知らんけど変なバグり方し始めちゃっただろ、あいつら！」

『……じゃあ』

「あ？」

　と、そこで今まで悪ノリが入っていた姫き紗さ希きが、唐とう突とつに真剣な雰ふん囲い気きになった。

『じゃあ橙とう也やは、一いつ緒しよに行ってくれないの？』

「ん、いや？　むしろ喜んで行くけど」

「「ええぇぇ──ッ!?」」

　俺おれの素直な返答に、横よこ合あいから再さい来らいする二人分の叫び声。

　見ると、そこには今日きよう一番の驚きよう愕がくを顔に浮かべた凛り奈なとソフィアがいた。

「……さっきから何だよ。挙きよ動どう不ふ審しんすぎるぞ、お前ら」

「い、いえ、結けつ構こうあっさり了りよう承しようするなあって思っちゃって」

「あ、ああ。てっきりトーヤは、で、デートなどには興きよう味みないかと」

　はあ？　こいつらは一体何なにをそんなに驚いているのか。

「せっかくの誘いを断る理由なんてないだろ。わざわざチケットまで用意してくれたんだ。そりゃあ普通に嬉うれしいし、俺が楽しみにするのがそんなに驚くことか？」

『……嬉しい？』

　と、俺の言葉に反応したのは凛奈でもソフィアでもなく、姫紗希だった。

　彼女は何な故ぜか俺の顔を凝ぎよう視しして、目をぱちくりしている。いつものクールっぷりからは想そう像ぞうもできん、かなりレアな表情である。

「あ？　うん、まあ」

『……私と一いつ緒しよに出かけるのが？』

「だからそうだって言ってんじゃん」

　凛奈やソフィアはともかく、何な故ぜ誘った本ほん人にんさえ驚いているのか。

『────』

　すると姫紗希はそのまま数秒、時間が止まったように硬こう直ちよくした。

　やがて彼女はつぅーっと緩かん慢まんな動どう作さでうつむき、俺から視線を外す。さらにそのグローブを着けた手でくしくしと前まえ髪がみをいじったり、妙みようにそわそわと体を揺らしたりしていた。

『……不ふ意い打うちは、ずるい』

「は？」

『……それじゃ私は帰る』

　声を出して戸と惑まどう俺を余よ所そに、姫紗希はすっくと立ち上がった。

　そのまま淀よどみない動作で凛奈とソフィアの脇わきを通り、玄げん関かんまで歩いていく。と、そこで靴くつを履はきながら俺を振り返ってきた。

『橙也。今度の休日は絶対に空あけておいて』

[image: ]

「や、言われなくても、そういう話なんだから空けるに決まって……」

『絶対、空けて。約束』

「……お、おう。わかった」

　いつになく強い語ご調ちように、思わずたじろぐ。

　そんな俺おれの返事に満足したのか、姫き紗さ希きはこっちから視線を外した。そのまま無む言ごんでドアを開け、ログハウスから去っていく。

　終しゆう始しよくわからん話だったが、とりあえず決けつ着ちやくしたってことでいいのか？

「まあそういうことなら。さてっと、んじゃ夕ゆう飯めしにするか……ん？」

　もういい時間なので飯の支度したくでもしようと立ち上がった時、気付いた。

「…………橙とう也やのお馬ば鹿か」

「…………トーヤの阿あ呆ほ」

　リビングの端はしっこにいる凛り奈なとソフィアが、何かものっそい視線で俺を睨にらみ付けてきているのだ。つーか何で貶けなされたんだ俺。

「何だよお前ら。さっきからホント様よう子すが変だぞ」

「……ふーんだ。橙也がわたし達に相談もなく、休日の予定を決めるからよ」

「……リナの言うとおりだ」

　何がそんなに気に入らないのか、二人はそっぽを向いた。『今いま私は怒ってるんだぞー』とでもいうように。そんな意味がわかりかねる彼女らの態度に、俺は思わず肩を落とす。

「えー？　友達と遊びに行くことすら許可取とらなきゃなんねえのか、俺」

「「──友達と？」」

　俺おれの呆あきれを含んだ嘆たん息そくに、ピクッと凛り奈なとソフィアが反応を示した。

　そして彼女らは、バッ！　と俺の方を勢いよく振り向いてくる。

「と、橙とう也や！　友達とってどういう意味かしら!?」

「は、はあ？　そのままの意味だろ。姫き紗さ希きと遊びに行くんだから」

「だ、だがキサキはデートと言っていただろう!?」

　凛奈に続いてソフィアにまで凄すさまじい勢いで詰め寄られ、俺はわずかに後こう退たいする。

「や、そうは言ってたけど、聞いた限りじゃデートではないだろ。何かちゃっかり旧きゆう式しき魔ま導どうを教えてもらうとか、腹はら黒ぐろいこと目論もくろんでたし」

「「……」」

「それにしたって俺が口を割らなきゃいいだけで……ほら、そう考えれば、ただ友達と遊びに行く予定だろ？」

「と、ということは、橙也はわたしがデー……あ、遊びに誘ったら一いつ緒しよに行ってくれるの？」

「当たり前だろ」

「そ、それは私もか？」

「？　つーか何で俺が断ること前ぜん提ていなんだよ？」

　休日に遊びに行くのを嫌いやがるほど、俺は出で不ぶ精しようだと思われてるのか。

　そういう意味をこめて尋たずね返すと、凛奈とソフィアの二人はパアァと表情を明るくした。

　続いて、一いつ転てんして不安そうな顔。何かを躊躇ためらうようにソワソワし始める。それをまったく同じタイミングでやるもんだから、こいつらホント仲良くなったなと感かん慨がい深くなってしまった。

　やがて彼女らは胸の前に両手で拳こぶしを作り、何かを決意したように口を開いた。

「「じゃ、じゃあ！　今度の休日に二人で──」」

「いやそれじゃ姫紗希との予定に被かぶりまくるだろ。また今度な」




　その日の夕飯中ちゆう、凛奈とソフィアはずっとお通つ夜やみたいな面おも持もちで箸はしを動かしていた。

　……味付け失敗しちまったかな？




　　　　◆◆◆




　そんなわけで姫紗希と出かける当日の、昼ちょっと前。

　俺は電車に二十分ほど揺られ、白はく陽よう花かから結けつ構こう遠い場所に位置する駅にやってきた。デートの体てい裁さいを保つためか、姫紗希の提てい案あんでわざわざこの駅前で待ち合わせになったのだ。

『……』

　手早く改かい札さつを抜けて南口に向かうと、そこにはすでに姫紗希が待っていた。

　初夏に似に合あいそうな、涼しげでふんわりした印いん象しようのＶネックロングカーディガン。下はデニムのホットパンツに、丈たけが長い黒のソックスを合わせている。小さめのトートバッグを手に、ちらちらと腕うで時計を確かく認にんする姿すがたが、何というか実に微笑ほほえましかった。

　……凄すげえな。ホントにデートみたいに気き合あいが入った服装だ。今の姫き紗さ希きは、その両手のグローブが気にならないほど年とし頃ごろの女の子っぽい。

　とにかく俺おれは、彼女を待たせちゃいかんと、人ひと混ごみをすり抜けながら姫紗希に歩み寄る。

「お待たせ。俺も十分前まえに来たつもりなのに、随ずい分ぶん早いな」

　よう、と手を上げると、俺の声に反応した姫紗希が時計から視線を上げる。

『…………』

　そして何な故ぜか絶ぜつ句くした。珍めずらしく彼女の表情からストレートな感情が読み取れる。

　そのまましばらく固まっていた姫紗希は、やがてすっと俺を指ゆび差さしてくる。

『……どうして学ランなの？』

「え？　何かまずかったか？」

　姫紗希の指し摘てきに、俺は自分が着ている学ランに視線を落とす。

　一応日ひ頃ごろから気を遣つかっているんでシワも汚よごれもない。ワイシャツもばっちり純じゆん白ぱくで我ながら洗せん剤ざいのＣＭに出しても恥はずかしくないと思う。

　うん。みすぼらしいところなんか、どこにもないはずだが。

『…………橙とう也やは私し服ふくを持ってないの？』

「？　そりゃ持ってるけど。でもどれも部屋着ぎレベルで、出かける用のちゃんとしたやつがなかったんだ。まあ遊びに行くっつっても身分は学生だからな、制服でも問題ないだろ」

『……』

「じゃあ行こうぜ。ここからレジャーランドに行くには、バスに乗るんだっけ？」

『……その前に、服を見に行く』

「ん？　ああ、何か欲しい服でもあるのか」

『私じゃなくて橙也の服。それを買ったら、すぐに着替えてもらうわ』

「？　いや俺はいいって。今すぐ欲しい服とかねえから」

『着替えてもらうわ』

　ピシャリと言い切った姫紗希は、俺の腕を取ってずんずん歩き出した。

「ちょ、待てって、何で俺の服を買うんだよ」

　俺の腕を強く引っ張る姫紗希の後ろ姿すがたに、疑問を投げかける。

　すると彼女はやや沈ちん黙もくした後、なおも歩ほを進めながら、ぽつりと言った。

『……休日のデートに学ランとか、ありえない』

「えっ、噓うそッ!?」

『学生だとしても、普通そんな格かつ好こうで来たら、女の子に幻げん滅めつされてもおかしくないわ』

「うぐっ……ま、マジで？　そんなに？」

『自分で言うのもあれだけど、一いつ緒しよに服を選んであげるって言った私の反応はマシな方』

「…………」

　姫き紗さ希きのストレートな物もの言いいがあまりにショックで、胸がチクチク痛み始めた……というかデートっていう体てい裁さいは頑かたくなに保つんだな。

「つーかお前が服を選ぶの？」

『……何で不満そうなの？』

「や、どんな服にもグローブ型アイテムを合わせる奴やつが、ちゃんと選べるのかなーって」

『これはお母かあさんがくれたから着けてるって前に言ったはず』

「でもなー、ホントに大だい丈じよう夫ぶなのか？」

『……そんなに言うなら、あっと言わせてあげる。絶対格かつ好こ良よくコーディネートするわ』

　姫紗希がムキになったように言うが、俺おれは最後まで不安を拭ぬぐい去れなかった。

　そうしてグイグイ腕を引かれるがままに、駅前から少し歩いたファッションショップに連れて行かれ、数十分後ご──




「ちゃんと様さまになってる!?」




　店内の姿すがた見みの正面。姫紗希が選んだ服を試着し終えた俺は、ガチで驚きの声を上げた。

　黒のカットソーの上に着てるのは、濃いグレー色をした……これは、パーカーか？　にしては何か生き地じが薄いし、見た目がやけにスリムだし、着き心ごこ地ちが軽すぎて俺の知っているパーカーとは全然違ちがう。

　そんな上じよう半はん身しんに合わせているのは赤のチノパン。少々色いろが派は手でかと思っていたのだが、俺の髪かみ色いろとあいまって、妙みようにしっくりきている。

　首には質しつ素そなデザインのチェーンネックレスを控えめに飾っており、全体的にややラフな着こなしとなっていた。

「どうですか？　気に入りましたか？」

　と、俺の横に控えていた店員さんが、にこにこ営業スマイルで尋たずねてきた。

「あ、あの店員さん。これ俺に似に合あってますかね？　格好いいですかね？」

「はい、よく似合っています。格好いいですよ」

『ですよね。私の橙とう也や、格好いいですよね』

　店員さんの褒ほめ言葉に満まん更ざらでもない感じで反応したのは、何な故ぜか俺ではなく姫紗希だった。

　そんな彼女はひとまずおいておいて、俺は隣となりに控えている店員さんに話しかける。

「す、すいません店員さん。これ、店員さんがコーディネートしたわけじゃないんですよね？　うちのツレが選んだんですよね？」

「え？　ああはい、私は何も。お連れ様がすべて選んでましたよ」

「ま、マジですか」

『……その驚きはどういう意味、橙とう也や？』

「い、いやね？　俺おれの周りには魔ま女じよコスプレとかグラサン狼おおかみとか、白ずくめとか青ずくめとかの服を日常的に着てる奴やつらばっかだからさ……そんな奴らに何も言わない姫き紗さ希きも、てっきり同どう類るいで世にも奇き抜ばつなファッションセンスをしてるかと……」

『橙也は失礼だわ』

　ぼそりと告げられた抗こう議ぎもとりあえずおいておいて、俺は再び店員さんに話しかける。

「ち、ちなみに店員さん。これ全部でいくらっすか？」

「一六四二〇円です」

「し、しかも一式揃そろえたわりには、わりかしお手て頃ごろ価格……ッ！　奨しよう学がく生せいの俺のお財さい布ふにまで気を配れるなんて……お、お前ホントに姫紗希か？」

『橙也は本当に失礼だわ』

　抑よく揚ようがない姫紗希の文もん句くは、どこか素そっ気けない。

「いやはやどうして、ホント恐れ入った。うん、さんきゅうな姫紗希」

『え？』

「せっかくお前が選んでくれたんだ。大切にするよ、これ」

『────』

　素直に感謝すると、姫紗希は一いち度ど俺の方を向いて動きを止める。そして表情を変えずに、またいつぞやのように視線を足あし下もとに向ける。例の前まえ髪がみくしくしもやっていた。

『……だから、不ふ意い打うちは卑ひ怯きようだわ』

　ん？　……ああ、もしかして照れ隠かくしなのか、あの前髪くしくし。無む表情でやるもんだから全然わからなかった。

　しかし何とまあ、あの何事にも動じなさそうな姫紗希がねえ。

　ファッションセンスを褒ほめられて照れるとは、こいつも可愛かわいいとこあ……、

『じゃあ服を選んであげたお返しに、橙也は旧きゆう式しき……』

「いやそれは教えん」

『それじゃ店員さん、お会計は私が……』

「止やめろ、さらに恩を売ろうとすんな。ちゃんと俺が払う」

　その趣しゆ旨しを忘れかけた頃ころに、照れ隠しの演技まで入れるとは……油ゆ断だんも隙すきもねえな。




　　　　◆◆◆




　少年と姫紗希が入店した小こ綺ぎ麗れいなファッションショップから、通りを挟んで向かいの歩道。

　その歩道の脇わきを飾る植しよく栽さいの陰かげから──黒い三さん角かく帽ぼうと、獣けものの耳がぴょっこり飛び出していた。

「ふふふ、こんな面白イベントをアタシに黙だまって行うなんて、許せませんなー」

「まさか冬ふゆ咲さきが鳥と坂さかを誘うたぁな。意い外がいっつーか何つーか」

　植栽に身を隠かくしながらファッションショップを注意深く観察しているのは──可愛かわいらしい私服に魔ま女じよコスプレを追加している少女と、相変わらず赤いサングラスをかけた狼おおかみ。

　その顔に見るからに悪そうな笑えみを浮かべた、立たち花ばなカノンと大おお狼がみ真しん弦げんだ。

　友人らのデートイベントをどこからともなく嗅かぎ付けた彼女らは、こうしてこっそり尾び行こうして、友人二人を冷やかし……いや見守っているのだった。

「ここからだと、やっぱり店の中まで見えないねー。真弦くん、どうしよっか？」

「あー、ここで安あん易いに店ん中入って、尾行相手とばったりっつーのは避けたいな」

「だよねー。んー、でも店内での様よう子すも見てみたいし……凛り奈なちゃんはどう思うかな？」

　尾行のプロである真弦の冷静な意見に、カノンは思し案あん顔がおを浮かべながら背後を振り返る。

「……わたしって最低の女だわ。よりにもよって友達のデートをつけるなんて……」

　と、歩道の端はしっこも端っこ。

　カノン達に背を向けて体育座ずわりをして、どよーん、と落ち込んでいる凛奈がいた。

　道の端っこで丸まっているその背中はいつにも増して小さく見える。せっかく赤い髪かみ飾かざりにキャミソールとフリルスカートを合わせた可愛らしい格かつ好こうが、そのネガティブオーラで台だい無なしになっている始し末まつだ。

「姫き紗さ希きはそんなつもりじゃないって言ってくれたのに、全ぜん然ぜん信用してなかったってことじゃない……友達の言葉を信じないなんて……わたしなんて……」

「リナ、そう落ち込むことはない。世の中には『友人だからこそ譲ゆずれない』という感情も往おう々おうにしてあるものだ」

　で、そんな凛奈の隣となり。

　同じく体育座りをしているが、妙みようにしれっとしているソフィアもいた。格好はいつもの青いドレス。落ち込んでいる凛奈の肩に手を置きながら、人じん生せい経験が長そうな年ねん長ちよう者しやっぽい言葉で励はげましている。

　歩道の端とはいえ、地べたに体育座りしている二人は、道行く人々の奇き異いの視線を集めていた。そんな彼女らに、カノンはあははと脳のう天てん気きな笑い声を上げた。

「そんな今いま更さらだって、凛奈ちゃん！　そもそも尾行を提てい案あんしたのは凛奈ちゃんだよ？」

「や、捏ねつ造ぞうはいかんぞ立花。二人から鳥坂達のデート話を聞いて『それは尾行するしかありませんなー』って言ったのはオマエだろ」

「え？　そうだったかな？」

「……まあ何にせよ、オレは鳥坂を冷やかせるなら何でもいいけどな」

　そんな感じで一人と一匹ぴきが本ほん音ねをボロボロ垂れ流していた、その時だ。

　彼女らが（邪よこしまな気持ちで）見守っているファッションショップの自動ドアが開いた。

　店内から出てきたのは、件くだんの少年と姫き紗さ希きだった。

「や、ホントさんきゅうな姫紗希」

『お構いなく、今度凛り奈なと遊びに行く時にでも着てみて。学ランよりは喜ぶと思うから』

「ああそういや、この学ランどうすっかな。持ってっても邪じや魔まだし」

『駅のコインロッカーに預ければいいわ』

　二人が何を話しているのかは距離がありすぎて聞こえないが……少年の服装が変わっていることから察するに、どうやら彼のデート用の服を見み繕つくろったらしい。その手に学ランが入っていると思おぼしき紙かみ袋ぶくろを提さげている。

「ああ、鳥と坂さかの服を買ってたのか」

「だね。確かに休日デートに学ランなんて、女の子からすればありえないもんねー」

　友人らにわりとボロクソな評ひよう価かを貰もらっているとは露つゆとも知らず、少年は姫紗希と共に歩き出す。行き先は、今度こそデート先であるレジャーランドだろう。

　そんなターゲットの動きから目を離さず、カノンは慌あわてて背後にいる二人を手て招まねきした。

「凛奈ちゃん！　ソフィアさん！　橙とう也やくん達が店から出てき……」

「さ、気張っていくわよソフィア」

「ああ。リナも二人に気付かれないようにな」

　と、まだ背後で体育座ずわりしているかと思われた凛奈とソフィアは、すでにカノンの隣となりで定てい位い置ちについていた。

　彼女らは植しよく栽さいの陰に巧こう妙みように身を潜ひそめながら、まるで熟じゆく練れんの仕事人にんみたいな顔つきで少年達を観察している。

「「……」」

「む、一いつ端たん駅に戻ってから『リアルＲＰＧアトラクション』に行くみたいね」

「よし、では我々も移動するか……カノン、シンゲン、何をしている？　後れを取るな」

　ターゲットの移動と共に、こそこそと動き始める凛奈とソフィア。

　そんな二人の乙女おとめ力りよくとは程遠いアグレッシブさに、カノンと真しん弦げんはやや気け圧おされるように苦く笑しようするのだった。




　　　　◆◆◆




《ようこそ、リアルＲＰＧの世界へ！》




　時じ刻こくは午後一時頃ごろ。バスに揺られて到とう着ちやくした『リアルＲＰＧアトラクション』の園内を、俺おれと姫紗希は歩いていた。

　園内に入ってまず目につくのは、客を迎えるようにそびえ立つ大きなアーチ。ポップな文字が書かれた大きな垂たれ幕まくが、ひらひらとそよ風に揺れている。

　ちょうどアーチの真ま下した辺りでは、このレジャーランドのマスコットらしき着ぐるみが、手にした風船を配ったり、時には客と一いつ緒しよに写真を撮とったりしていた。

　アーチを潜くぐると、大きな噴ふん水すいがある広場に出た。そこには中学生と思おぼしきグループや家族連れの親子、カップルらしき若い男女もチラホラといる。

「ほう？　園内にある飲食店の名前が『酒さか場ば』とか『宿やど屋や』になってるな」

　そんな中、俺おれは着ぐるみからもらったパンフレットを手に歩いていた。すでに昼ひる飯めし時どきの時間帯たいなので、まずランチできる場所を探すことになり、こうして案あん内ない地図を見ていたのである。

『それだけじゃない。ジェットコースターは「飛行船せん」だし、お化ばけ屋や敷しきは「モンスターダンジョン」って名前になってる』

　と、隣となりを歩く姫き紗さ希きが答えながら、手にしていたステッキをひょいと振った。

　するとその先せん端たんから小しよう規き模ぼな吹雪ふぶきのような魔ま法ほうエフェクトが飛び出した。しかし実際の攻こう撃げき力がないのか、付近の建物に直ちよく撃げきすると、何も損そん害がいを残さず霧む散さんする。

「凝こってるなぁ。そういや入園ゲートの受付で渡された、このバンドは何だ？」

　俺は自分の手に巻き付いている腕うで時計みたいなバンドを見る。何かデジタル機き器きみたいなのが付いているが時じ刻こくは無む表ひよう示じ。どころか表示画が面めんすらない。

『このバンドに装そう着ちやく者しやのＨＰとかが記録されてる。園内のモンスターを倒すと経けい験けん値ちがデータとして貯たまって、そのポイントを使うと売店とかフード店で割引になったりするらしいわ』

　俺と同じバンドを着けている姫紗希が、再びその手のステッキを振る。

　すると今度は氷柱つららのエフェクトが飛び出し、それが地面に直撃すると、パキンッと音を立てて跡あと形かたもなく消えた。

「あ、もしかしてさっきからそこら辺を動いてる黒い物体って、モンスターなのか？」

　俺は園内のそこら中に徘はい徊かいしている、黒いゲル状の物体を指ゆび差さす。

『そう。あのモンスターシンボルに接せつ触しよくすると、モンスターに姿すがたが変わる。そういうシンボルエンカウント制もあるし、たまに突然モンスターが出現するランダムエンカウントもある』

　姫紗希はまたステッキを振って、エフェクトをそこら辺に放った。

　……つーかいい加か減げん、気になってたんだけどさ。

「何だそのステッキ？　受付でバンドと一いつ緒しよにもらってたけど」

『このレジャーランド限定の魔ま導どうアイテム』

　俺の疑問に答えながら、姫紗希はステッキを振っては魔法エフェクトを発はつ動どうさせていた。

『園内には大型の魔導アイテムがあちこちに整備されてて、それで仮か想そうのモンスターを具現化マテリアライズさせてるらしいの』

「は？　大だい丈じよう夫ぶなのか、それ？」

　要は白はく陽よう花かでの訓くん練れん場じようみたいに障しよう害がい物ぶつを作り出すシステムのようだが……モンスターなんか具現化マテリアライズしたら、客が怪け我がするんじゃねえの？

『大だい丈じよう夫ぶ。あくまでホログラムみたいな被ひ殺さつ傷しよう設定の仮か想そう物体らしいから、モンスターに攻こう撃げきされても体には何の影えい響きようもない』

「へえ」

『それで、その仮想物体のモンスターに攻撃するため専用の導どう式しきが組まれてるのが、この魔ま導どうアイテム。振ると氷こおり系けいのエフェクトが出るステッキ』

「え？　それなら俺おれ、モンスター出ても戦えねえじゃん。武ぶ器きもらってねえもん」

『それも大丈夫。バンドを着けてる人の体には、当たり判はん定ていも攻撃判定も発生してるから』

　などと説明しながら、やはり姫き紗さ希きは無む表情のまま夢む中ちゆうでステッキを振っていた。

　……何か知らんが、もしかしてこいつ、はしゃいでるのか？

　確かに振るだけで魔導が発はつ動どうするオモチャは面白いかもしれないけど……それにしたって姫紗希がいつも両手に着けてる魔導アイテムの方がよっぽど高こう性能なはずなんだが。

「っと」

　そんなことを考えていると、正面から黒いモンスターシンボルが迫ってきていた。

　危うくぶつかるところだった。今は昼ひる飯めしを食いに行くという予定があるので、俺は戦せん闘とうを避けるために横へ逸それる。

「あ、姫紗希。ちゃんと前まえ見て歩かないと──」

『え？』

　俺の注意は間に合わず、ステッキ振りに夢中だった姫紗希のつま先に、モンスターシンボルが当たった。

『あ』

　その直後、黒いゲル状物体から光があふれ出した。

　シンボルは細かく分ぶん解かい・霧む散さんしたかと思うと、その色を黒から青に変えて再さい構こう築ちく。




《スライマーが現れた》




　俺と姫紗希のバンドからそんな音声アナウンスが流れる。

　それと同時に現れたのは──女の人ひと型がたを模もしたスライムだった。

　全部で三体。そのスライマーと紹しよう介かいされた女型スライム達は、姫紗希から距離を取ったところでポーズを決めて、

「冒ぼう険けん者を倒すラー」

「覚かく悟ごするマー」

「殺スー」

　などと口々に言い放つのだった。

　俺おれと共にそれを見ていた他の客が『あ、戦せん闘とうしてるぞ』『ここら辺は入り口近くてモンスター弱いから、あんまり経けい験けん値ち入らないのに』などと口々に感想を漏もらしている。ふむ。そういう情報を知ってるってことは、あの客達はリピーターか？

『……』

　で、そんな自分を取り巻く光こう景けいに、姫き紗さ希きが無む言ごんを貫つらぬくこと数秒。ふと、彼女とモンスターから距離を取っている俺を振り返ってくる。

『……どうして教えてくれなかったの？』

「教えようとしたけど間に合わなかったんだよ」

『……というか、さり気なく事じ前ぜんに逃げてたわ』

「や、まずは飯めしって予定だったし。てっきりモンスターは避けて行くんだと思ってたから」

『確かにそうだけど……橙とう也やは気き遣づかいの方向を間違えてるわ』

　いつものように無表情だったが、俺を見る姫紗希の目には『女の子置いて逃げてんじゃねえよこの野や郎ろう』といった不満が確かに宿っていた。

「あー、わかったよ。じゃあ俺も戦ってやるから、早く倒して飯行こうぜ」

　不満げな姫紗希に肩を落としつつ、俺は──高速移動クイツク・ムーブを演えん算ざんした。

　身を屈かがめ、ドンッ！　と地を蹴ける。そのまま凄すさまじい速度で姫紗希の横を通り過ぎ、スライマーとの距離を一いつ瞬しゆんで詰め……、

『それは駄だ目め』

「がばッ!?」

　……る前に、背後から足首を摑つかまれ、顔から地面に叩たたき付けられた。

　地面に仰あお向むけになること数秒。俺は倒れたまま自分の足あし下もとを振り返る。するとそこには、こっちの足首を摑つかんでいる裏うら切ぎり者がいた。

「……いきなり何すんだよ」

『橙也が高速移動クイツク・ムーブするからいけない』

「は、はあ？」

『こういうのはルール内で楽しまないと駄目。チートはよくない』

　憤ふん慨がいを露あらわにした姫紗希は、めっ、と無表情で俺を叱しかりつけてきた。

「仲間割われラー」

「今の内に攻こう撃げきするマー」

「殺スー」

　と、そんな俺達に向けて、スライマー達がずるずると近付いてきていた。

「やべ!?　わかった！　もう魔ま導どうは使わないから早く放せ！」

『本当に？　約束する？』

「ホントだっつーの！　だから早くしろ、敵が来てるって！」

「殺スー」

「つーかさっきから一体だけ物言いストレートじゃね!?」

　で、その可愛かわいい外見のクセに物ぶつ騒そうなスライマーが、先んじて俺おれに跳びかかってきた直後、姫き紗さ希きが手を放してくれた。

　スライマーのやけに大振りな抜き手を、俺おれは地面を転がって回かい避ひ。そのまま勢いに任せて立ち上がると、入れ替わるように別のスライマーが突とつ貫かんしていた。

　その大きく予備動どう作さを取った左フックを、背後に跳んでかわす。もちろん姫紗希の言いつけを守って魔ま導どうは使ってない。

「むっ……だけど、これなら使うまでもないな」

　具現化マテリアライズされたモンスターの動きはやけに臨りん場じよう感かんがあって、つい本気になっていたが……モンスターの強さが一いつ般ぱん人じん向けに設定されているからか、意い外がいと気き楽らくに応おう戦せんできる。

　これなら確かに魔導を使わない方がギリギリ感を味わえて楽しめるな、などと考えながら俺はバックステップから着ちやく地ちする。

　直後の出で来き事ごとだ。バギーンッ！　というＳＥと共に、俺の足あし下もとから赤い光が漏もれ出した。

「あ？　何だこれ」

『たぶんランダムエンカウント』

　首を傾かしげた俺に対し、姫紗希がスライマー達と交こう戦せんしながら答えてくる。

　彼女はモンスター達の攻こう撃げきをよけながら、時には杖つえを振って氷ひよう塊かいをぶつけ、時には冷気で足下を凍らせていた。さすが白はく陽よう花かでも有数の戦せん闘とう系けい優ゆう等とう生せいだけあって、自前の魔導を使えなくても楽々応おう戦せんしていた。

『役割分ぶん担たん。私がこの子達と戦うから、橙とう也やは新しく出現するモンスターの相手をお願い』

「了りよう解かい」

　姫紗希にそう答えて、俺は自分の背後に集まっている赤い光を振り返り見る。

「さ、次はどんなモンスターだ」

　そんな期待を抱きながら、俺は徐じよ々じよに集まり結けつ合ごうしていく赤せき光こうの粒りゆう子しを眺ながめる。

　やがてそこには出現したのは──見るからに恐ろしい外見の炎ほのおモンスターだった。

　全長二メートルばかりある筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうな巨きよ体たい。体は炎でできてる設定なのか、全身がメラメラと燃え盛っているもんだから禍まが々まがしさが半はん端ぱない。しかもそいつは裂さけ広がった口から灼しやく熱ねつの蒸じよう気きをフシューと吐はき出していた。




《ジャック・オー・ランタンが現れた》




　そんな音声紹しよう介かいと同時に、その炎モンスター『ジャック・オー・ランタン』は大きく空を仰あおぎ「ゥゥオオオオォォォォ──ッッッ!!」と大たい気きを振動させる雄叫おたけびを上げた。

「え、ええぇぇッ!?」

　で、そんな偽にせ者ものの溢あふれんばかりの威い圧あつ感かんに、ご本ほん人にんは本ほん気きでビビっているのだった。

「い、いやいやいや！　おかしいだろ、これ!?　本人こんな恐ろしくねえよ！」

　何だこいつ!?　ジャック・オー・ランタンって……もしかしてこいつ俺おれか!?　俺が怪かい人じんに戻った時よりも、よっぽど恐ろしい外がい見けんなんだけど!?

『たぶんこの間、世せ間けんに現れた怪人ジャックランタンをイメージして作ってるんだと思う』

　と、俺の後ろでスライマーと交戦している姫き紗さ希きが、そう説明してきた。

『即そく座ざに国際指し名めい手配されるほどだもの。良くも悪くも話わ題だい性せいがあるから』

「いやそうだとしても、何だこの見るからに凶きよう悪あくそうな外見!?　本人はもっと小さいし、もうちょっと可愛かわいげがある見た目だって！」

『そう？　私は直じかに会ったけど、大体似にたようなものだったわ』

「噓うそぉッ!?　外からだとこんなやべぇ怪かい物ぶつに見えんの!?」

　確かに先月、俺は怪人化かした状態でうっかり姫紗希と遭そう遇ぐうしちゃってるけどさぁ！　似てるってお前……あの時の俺、こんな恐ろしい存在だって思われてたってこと!?

『というか、何で橙とう也やがあの怪人の外見を知ってるの？　橙也は会ってなかったはずだけど』

「えっ!?　いやそれは……そ、そう！　て、手て配はい書しよで見たんだよ！」

『手配書？』

「そうそう！　お前らが第一発はつ見けん者しやとして遭遇したって聞いたからさ！　心配になって色いろ々いろ調べてる内に詳くわしくなってよぉ！　ジャックランタンに関しては一いつ家か言げんすらあるぜ！」

『？　そうなんだ』

　俺の苦しい言い訳わけに、それでも姫紗希は納なつ得とくしたらしい。そのままスライマーとの戦いに集中し始めた。

　同時に、今まで沈ちん黙もくしていたジャック・オー・ランタンが、ズンッ！　と一いつ歩ぽ俺に向けて踏み出してくる。

　歩み寄られるだけで物もの凄すごい威圧感だな、と俺が思っていると……ジャック・オー・ランタンがギョロリとこっちを見下ろして、その口を開いた。

「燃ヤス燃ヤス燃ヤス！　虫ケラ共ども、全ぜん部ぶ燃ヤシ尽クシテヤル！」

「絶対違うって！　たぶん本人はこんなサイコじゃねえよ！　もっと理り知ち的てきだろ！」

『似たようなものだったわ』

「いーや違うね！　お前のは絶対、誇こ張ちよう表現が入ってますぅ！」

　だってあの時の俺、声でバレないように喋しやべってねえもん！

「おいコラ偽者！　もっと理知的に振る舞えや！　ご本人様の性格が疑われるだろ！」

　モンスターの出来に我が慢まんできなくなり、俺は口くち汚ぎたなく挑ちよう発はつする。

　するとジャック・オー・ランタンは俺おれの挑ちよう発はつにやる気を出したのか、裂さけ広がった口を凶きよう悪あくな笑えみで歪ゆがめて、

「燃ヤス燃ヤス燃ヤス！　虫ケラ共ども、全ぜん部ぶ燃ヤシ尽クシテヤル！」

「台詞せりふそれしかねえのかよ!?　会話成立してねえから超ちよう馬ば鹿かっぽいんだけど!?」

「燃ヤス燃ヤス燃ヤス！　虫ケラ共、全部燃ヤ──」

「うるせえぇッ！　あーもー我が慢まんならん！　とっとと消え失うせろや!!」

　苛いら立だちから咆ほう哮こうし、俺は自分をイメージして作られた怪かい物ぶつに勢いよく殴なぐりかかった。

　その太くたくましい腕で繰くり出される右ストレートを、俺は体を沈み込ませるように回かい避ひしながら懐ふところに潜もぐり込む。

「おらぁ！」

　渾こん身しんのボディブローを、そのがら空あきの脇わき腹ばらに叩たたき込む。

　激しい打だ撃げき音おん。同時にジャック・オー・ランタンの巨きよ体たいがくの字に折れて、わずかに宙ちゆうに浮き──ばしゅんっ！　と跡あと形かたもなく姿すがたを消した。

　そして周囲に鳴り渡る勝利のファンファーレ。

「弱っ!?」

　あんな禍まが々まがしい外見なのに弱っ!?　本当にとっとと消え失せたんだけど！

　拳こぶし一発で消え去ったジャック・オー・ランタン。その時、俺の手首に巻いているバンドからピロリンと電子音おんが鳴る。どうやらモンスターを倒したことで経けい験けん値ちが入ったらしい。

「お、おい、簡単に倒れんなよ！　お前の実力はそんなもんじゃねえだろ！　お前が弱いとご本ほん人にんの威い厳げんに関わるんだからさ、もっと頑がん張ばれよ！」

『……最初は散さん々ざん言ってたのに、何で倒したら倒したで親しん身みになってるの？』

　もう姿も形も見えない自分の分身へ熱いエールを送る俺に、モンスター三さん体たいを倒し終えた姫き紗さ希きが小さく首を傾かしげていた。




　　　　◆◆◆




　少年達に遅れてレジャーランドに到とう着ちやくした凛り奈なは、ソフィアの手を引いて歩いていた。

「橙とう也や達に気付かれないように、別のバスに乗ったのが仇あだになったわね。完全に見失ったわ」

「……」

　凛奈が手を引きながら話しかけるも、ソフィアは何も言わない。

　レジャーランドに到着してから、彼女はずっとこんな調子だ。凛奈が手を繫つながなければ満足に歩くこともままならない。

「ちょっとソフィア……さっきからどうしたの？　大だい丈じよう夫ぶ？」

「……あ、ああ、何というか。この園内は人が多くてな」

　凛り奈なが心配そうに声をかけると、ソフィアはやっと弱々しい調子ながら返答した。

「……最近判はん明めいしたことだが、どうも私は人ひと混ごみが苦にが手てのようなんだ」

「え？」

「正確には『知らない他人が多いところ』が苦手だ。リナ達と一いつ緒しよにいるのは何ともない」

「……」

「昔はそんなことはなかったのだが……何な故ぜか最近、人が多いところだと体調が不安定になる」

「……今まではどうしてたの。学園の外に出る時とか、駅前に買い物に行く時とか」

「なるべく人がいない時間帯たいを選んでいた……駅前にはそもそもあまり近付いていない」

　完全に『長年引きこもっていたぼっちの人混み苦手意い識しき』を患わずらっているソフィアに、凛奈は微び妙みような気持ちになった。どうして我が結けつ社しやの怪かい人じん達たちは、こう、変なとこが多いのか。

「これ以上ソフィアの体調が悪くなるのもあれだし。大おお狼がみ君、橙とう也やの追つい跡せきをお願いできる？」

　凛奈が確かく認にんするように友人達がいる方を振り向く。

　と、

「真しん弦げんくん真弦くん！　このスライム水まんじゅうって美お味いしそうじゃないかな？」

「ああ、悪くないな。土産みやげに一つ二つ買っていこうぜ」

　売店のお土産みやげコーナーの前で、わいわいはしゃいでいるカノンと真弦の姿すがたがあった。

　そんな友人らの姿に凛奈は啞あ然ぜんとし、慌あわてた様よう子すで声をかける。

「ちょ、ちょっとカノン！　大狼君！　真ま面じ目めにやってほしいんだけど！」

　すると少し残念そうにしながらカノンと真弦が、凛奈達の下へ帰ってくる。

「えー？　でもせっかく来たんだし、思いっきり楽しまないと損だよ？」

「まあそうカリカリすんな一いちノの院いん。今、探ってやるからよ」

　笑いながら詫わびる真弦が、さっと尻尾しつぽを振った。

　するとそのフサフサした尻尾から一枚の術じゆつ符ふが現れる。それは真弦の額ひたいあたりに浮き、描かれた文字が赤く発はつ光こうした。

　それに合わせて彼の動物の鼻がすんすんと動く。黙だまって凛奈達が待っていると、真弦は「こっちだ」と告げてトコトコと移動し始めた。その後に凛奈とカノン、ソフィアが続く。

　そのまま、なるべくモンスターシンボルを避けて歩くこと数分。

「おっ、いたいた」

「え、どこかしら？」

「ほら、あそこの飲食店」

　真弦の発言に、凛奈達はとある建物の前を指す。それはこういうレジャーランドではよく見かける飲食店だ。

　そんな店から、ちょうど二人の客が出てくる。件くだんの少年と冬ふゆ咲さき姫き紗さ希きだ。どうやら昼過すぎの時間帯たいということもあり、軽いランチをすませていたらしい。

　彼らを視し認にんした瞬しゆん間かん、凛り奈な達はまるで示し合わせたかのように近ちか場ばの物もの陰かげに隠かくれる。そして少年達の動向を注意深く観察し始めた。

「なあ姫き紗さ希き。俺おれさ、飯めし食ってる時にちょっといいこと考えたんだよ」

　と、そこで少年は店先で突然立ち止まり、自じ慢まんげに語り始めた。

　すると姫紗希が、少年の横で止まって首を傾かしげた。

『いいこと？』

「ああ。効率よく経けい験けん値ちを稼かせぐ方法なんだが、どうやるかっつーと……」

『？』

「お、ちょうどシンボルがいるし。実じつ践せんしてみせるわ」

　姫紗希に断りを入れ、少年は近くにいたモンスターシンボルに向かって歩き出す。

「効率よく経験値を稼ぐ方法？　どうやるのかな？」

「さあなぁ。まあ見てりゃわかるさ。オレらも参考にさせてもらおうぜ」

「だね！　経験値がたくさん貯たまれば、帰りにお土産みやげいっぱい買えるし！」

　そんな会話をしながら、尾び行こう者しや達は物陰から少年の行動を見守る。

　彼がモンスターシンボルに触れると、目映まばゆい光と共にそのモンスターが現れた。




《山さん賊ぞくが現れた》




　それはみすぼらしい格かつ好こうをし、無ぶ骨こつなナイフを握った男性モンスターだった。

　山賊とアナウンスされた男性モンスターは一度ナイフの刃はをなめると、ギラギラ血ち走ばしった目で少年に跳びかかる。

「おらぁ！　金かね目めのもんを置──」

「せい」

「ぼらっ!?」

　台詞せりふを言い切る前に、少年に顔面を殴なぐられた山賊が、ズサーッ！　と地面を転がった。

「ひ、ひい！　見み逃のがしてくれ！」

　すると即そく座ざに起き上がった山賊は、その場に土ど下げ座ざした。

「あら？　ＨＰがわずかしかない状態だと、モンスターは逃とう走そう行動を取るようにプログラムされてるみたいね」

「でも橙とう也やくん、あれくらいのモンスターなら一いち撃げきで倒せそうだよね？」

「オレにはわざと手て加か減げんしたように見えたがな」

　物陰で様よう子すを窺うかがっている面々が口くち々ぐちに感想を漏もらしていると、少年はツカツカ歩き出した。

　そのまま地面に頭をこすりつけている山賊の正面で立ち止まり、




「──おら、ジャンプ」




　と、山さん賊ぞくの前にヤンキー座りをして、物もの凄すごい形ぎよう相そうで睨にらみを利かせた。

「え？」

「ジャンプしろよ。どうせポケットに入ってんだろ、経けい験けん値ち」

「ひ、ひいぃ！」

　少年の形相に怯おびえた山賊がその場で何度も何度も、必死にジャンプし始めた。飛び跳ねる度たびに、少年のバンドからピロリンピロリンと電子音おんが鳴る。経験値が入っている証あかしだ。

「……何か、チンピラのカツアゲを見ているようなのだが」

「……というか何でモンスターにあんな行動パターンがプログラムされてるのかしら？」

「……あ、あはは、斬ざん新しんな経験値稼かせぎだねー」

「……そもそも経験値ってそうやって稼ぐもんじゃねーから」

　山賊を逆に追いはぎする少年。そんな彼に凛り奈な達が何とも微び妙みような苦にが笑わらいを浮かべる。

　と、その時、再び少年に動きがあった。

　彼はヤンキー座りから立ち上がると、何度もジャンプして疲れている山賊に対し、親しげに肩を組んだ。そして親おや指ゆびで姫き紗さ希きの方を指し、とても嫌いやらしい笑えみを浮かべる。

「実はさー、あそこにいる俺おれの友達も経験値が足りなくて困ってんのよ」

「で、でも！　俺はもう持ってな……」

「あぁ？　テメェの事情なんか知ったこっちゃねーよ。テメェが持ってねえなら、親の経験値盗ぬすんでこいよ」

「も、もう勘かん弁べんしてくださいぃ！」

　少年のドスを利かせた声に、山賊が悲ひ痛つうの叫びを上げた。

　というか、最も早はやどちらが山賊なのかわからなかった。

「……本当に不ふ良りようのいじめ現場に遭そう遇ぐうしている気分だ」

「……と、橙とう也やったら、もう少し手て加か減げんしてあげなさいよ」

「……み、見てて忍しのびないよ！　モンスターさんが可哀かわい想そうだよ！」

「……いや、つーか経験値を親から盗めてたまるかよ」

　少年の生なま々なましい外げ道どう行為を目もく撃げきし、とうとう凛奈達がモンスターに同情し始めた時だ。

『ずるはよくない』

「ごぶッ！」

　ごぎんっ、と姫紗希が氷で作ったハンマーで、背後から少年の頭をぶっ叩たたいた。
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『経験値を貯ためたいなら強いモンスターを倒せばいい。ＲＰＧの基本』

「……」

　物もの言いわぬ屍しかばね（たんこぶ付き）となった少年の襟えり首くびを摑つかみ、姫紗希はずるずると片手で引きずっていく。そのまま彼女らはどこかのアトラクションに向けて去っていった。

　二人の姿すがたが見えなくなって数秒後ご、カノンと真しん弦げんが乾いた笑顔を浮かべた。

「と、橙とう也やくんって、思ってた以上に悪ワルなんだね」

「……あ、ああ。あまりのえげつなさに、オレもちょっと引いたんだが」

「「え、そう？」」

　と、カノン達の一部始し終じゆうを見た感想に対し、凛り奈なとソフィアが目を丸くした。まるで『何でそういう感想を抱くんだろう？』と、むしろ驚きすら込めて。

「……」

「……」

　カノンと真弦が沈ちん黙もくすると、凛奈達は己おのれの失しつ言げんに気付いたのか、慌あわてて言葉を捲まくし立てた。

「あ、ち、違うのよ！　確かにさっきのはどうかなって思ったけど……で、でも普ふ段だんは粗そ暴ぼうだけど、いざとなったら頼りになるのが橙也の凄すごいところであって」

「あ、ああ。あの程てい度どのヤンチャはむしろ可愛かわいげがあるというか、隣となりで諫いさめる者がいれば問題ないというか……う、うむ。やはりトーヤは私がいないと駄だ目めだな」

「……一いちノの院いんが駄目兄を慕したってる妹みたいなんだが」

「……うん。ソフィアさんは不ふ出で来きな弟がいる世せ話わ好ずきのお姉ねえさんだね」

　少年をフォローしながら、少し頰ほおを赤らめてすらいる凛り奈なとソフィア。そんな彼女達たちのはにかみは『わ、私はちゃんと彼のいいところを知っている』と、むしろ誇らしげですらあった。

　そんな盲もう目もくすぎる両名の感想に、その将来を若じやつ干かん心配するカノンと真しん弦げんだった。




　　　　◆◆◆




　何か俺おれの記き憶おくが、山さん賊ぞくモンスターを倒した辺りから飛んでいた。

「なあ姫き紗さ希き。何か俺、凄すごく画かつ期き的な経けい験けん値ち稼かせぎの方法を思いついたはずなんだが」

『思い出さない方がいいわ』

「え？　そうなのか？」

『ええ。そのまま忘れてた方が、橙とう也やに対する周りの評ひよう価かを落とさなくてすむから』

「？」

　姫紗希の何か含みがある発言に、俺は首を傾かしげる。

　そんなやり取りをしつつ、俺達二人は園えん内ない中央に位置する休きゆう憩けい用の広場にやってきていた。

『……あ』

　と、隣となりを歩いていた姫紗希が、とある方向に視線を注そそいでいることに気付いた。

　彼女の視線の先を追うと、そこにはクレープ屋や台たいがあった。なるほど。先ほどからちょっと甘い匂においがすると思ったら、そういうことか。

　姫紗希はそのクレープ屋台を物欲しそうに凝ぎよう視ししていた。いや無む表情だけども。

「あー、どうする？　クレープ食うか？」

『いいの？　さっきお昼食べたばかりだけど……橙也はスイーツ、平へい気きな人？』

「んー、特別好すきってわけじゃないけど。姫紗希が食いたいっていうなら付き合う」

『そういえば、おかし作りが得意だってソフィアさんが言ってたわ』

「……よくそんなこと覚えてるな」

　先月の、しかもちょっとした会話内ないのことだってのに。

「ま、それに関しては、もっと根こん源げんの理由があるというか、俺個こ人じんの趣しゆ味み嗜し好こうが反はん映えいされてるのか怪あやしいとこだけどな」

『？　どういうこと？』

「何つーのかな。俺のルーツというか……ああ、言ってしまえば出しゆつ身しんみたいなもんだ」

　正しよう体たいをバラすわけにはいかないので、俺は適当にぼかしつつクレープ屋や台たいへ歩き出す。

　すると姫紗希はやや不ふ思し議ぎそうにしていたが、特に追つい及きゆうすることはなく後についてきた。こういう時、ＤＨ学科内の暗あん黙もくの了りよう解かいは本当にありがたいと思う。

「いらっしゃい」

　屋台に近付くと、店員のお兄にいさんが愛あい想そのいい笑顔を俺達に向けた。アイスクリームと、クレープの生き地じが焼けた甘い匂いも強くなる。

『トリプルベリーを一つ』

「俺おれはこのチョコミントでお願いします」

「ありがとうございます。少し待っててね」

　俺達が注ちゆう文もんすると、店員のお兄にいさんはクレープ生地を焼き始めた。動きが速いのに忙せわしなさはなく、手て際ぎわがいい感じ。思わず感心してしまう。

「君きみ達たち若いよねー。どっちも高校生かな？」

　すると店員さんが作業の合間に世せ間けん話ばなしを振ってきた。

「はい、そんな感じっすね」

「はは、仲がいいんだね。休日に兄妹ででかけるなんて」

「ん？」

　俺が答えると、何を勘かん違ちがいしたのか、店員さんはそんなことを言ってきた。

　兄妹って……ああそうか。俺と姫き紗さ希きは意い外がいと身長差があるからな。凛り奈なほどではないにしろ、兄妹と間違われても不ふ思し議ぎじゃないか。

『……デートです』

　と、その時だ。

　目の錯さつ覚かくか。俺の隣となりでそれを聞いていた姫紗希が、不ふ機き嫌げんそうに店員の言葉を否定した。

「え？」

『今日きようはデートです。兄妹じゃありません』

　デートってお前……まだその体てい裁さいを気にしていたのか？

「ははは、いや、これは失礼」

　そんな姫紗希の態度に、店員さんは人のよさそうな笑顔で詫わびながら「はい、お待ちどうさま」とクレープを二個差さし出してきた。あんな短い世間話の間に出来上がっていたらしい。

　俺達がそれを受け取りながら金を渡すと、店員さんが姫紗希をフォローするように笑った。

「いやごめんごめん。でも残念だなー。兄妹じゃないのか」

「ん？　何が残念なんすか？」

「ああ実はね、今日は『ファミリーサービスデイ』でさ。家族でお買い上げのお客さんには、無料でもう一つプレゼント中だったんだ」

『──お父とうさん、私これも欲しい』

「マジではっ倒すぞお前。誰だれがお父さんだ、誰が」

　くいくいと娘むすめのような演技で袖そでを引っ張ってくる姫紗希の手を、俺は無む造ぞう作さに振り払った。

『じゃあ、お兄にいちゃん……？』

「何で首傾かしげるんだよ。明らかに父親より兄ポジションだろ俺」

『お兄ちゃんならもうちょっと優しいと思う』

「いや性格がそんな感じじゃなくても！　外がい見けん的に兄だっつってんの！　どう見ても高校生のガキがいるツラじゃねえだろ！」

『……でもやっぱり、お兄にいちゃんよりはお父とうさんって感じがする』

「ちょっ、止やめろよ！　お父さんみたいって何か、中なか身みが老ふけてるみたいじゃん！」

　姫き紗さ希きは知らないだろうけど、俺おれはお前が思ってる以上に人じん生せい経験が長いんだぞ！　そういう言葉がちょっとグサッてくるんだから！

「あっはっは。君達ホントに仲いいね。うん、面白いから一つ無料であげるよ」

　そんな俺達のやり取りを見ながら、店員が手て際ぎわよくクレープを作って差し出してくる。

　が、今はそのサービス精神溢あふれる気き遣づかいに構っている暇ひまはない。

『橙とう也やはわかってない。橙也は自分で思っている以上に、精神的に老ふけてる』

「えッ、噓うそ、マジで!?」

『うん。だってＤＨ学科女じよ子しの間では「同年代の男子より垢あか抜ぬけてるとこがいい」「普ふ段だんは周りと一いつ緒しよに騒さわぐけど、黙だまってると大人おとなっぽい色いろ気けがある」って噂うわさされてる』

「あたかも悪い噂みたいに言うな！　むしろいい評ひよう判ばんじゃねえか！　つーかそれ言ってた女子って誰だれ!?　ちょっ、仲良くなりたいから教えて！」

『……仮にもデート中に他の女の子に目め移うつりするのはどうかと思う』

「あ？」

　俺の目が疲れているのか。本当に一いつ瞬しゆんだが、姫紗希が頰ほおを膨ふくらませて拗すねたように見えた。

『…………噓、そんな女子いないわ。やーいやーい引っかかったー』

「テメェ！　純じゆん朴ぼくな男心を弄もてあそんだな!?　もう許さねえ！」

「ちょっ、店の前でケンカは困るよ！　落ち着いて君達！　……というか何で手から火とか氷が出てるの!?」

「ちょうどリアルＲＰＧの難なん易い度どが低くてウズウズしてたとこだ。覚かく悟ごできてんだろうな？」

『望むところ。今ここでその浮うわ気き心ごころを根こそぎへし折ってあげるわ』

「あぁぁッ！　止めて！　君達がケンカしたら絶ぜつ対たい大変なことになるから！　た、たぶんこれ屋や台たい壊こわれるよね!?　……わ、わかった、もう一個！　合ごう計けい二個オマケするから仲なか直なおりして！」

「あ、何か気ぃ遣つかってもらってすいません。ありがとうございます」

『ありがとうございます、店員さん』

　ぱたりと言い争いを止めた俺達は、必死の形ぎよう相そうの店員に差し出された二つのクレープを受け取り、その場を後にする。

　そのままクレープ屋台に背を向けて、テクテク歩くことしばらく。

「……何か、地上げ食らった気分だ」

　呆ぼう然ぜんとした店員さんがポツリと漏もらした言葉が、背後から聞こえた。

　ふむ、言い得て妙みようである。

　俺の記き憶おくが正しければ、地上げのやり口の一例として『わざと店先や店内で喧けん嘩かなどを起こして、何やかんや』みたいなのがあったはずだ。

　確かに今の状況はそれに似てるなー、と考えながら俺おれはクレープにかぶりつくのだった。




　　　　◆◆◆




　その後も俺と姫き紗さ希きは、ランド内の遊ゆう園えん施設を順じゆん番ばんに回っていった。

　モンスターダンジョンと名付けられたお化ばけ屋や敷しき。どうもこのアトラクションは『強めのアンデッド系けいモンスターが現れる』らしく、さらに難なん度どを求める客用らしい。

　洞どう窟くつ内をゆっくりと進むトロッコに乗るアトラクションもあった。途と中ちゆうで小さなコウモリ型モンスターなどが現れ、それを倒しながら進むというコンセプトらしい。モンスターダンジョンとは真ま逆ぎやくで『弱めのモンスター』に設定されていて、園内のモンスターを倒せない小さな子供向けのアトラクションのようだ。

　その他にも飛行船せんと名付けられたジェットコースターや観かん覧らん車しや、フォール系の乗り物などもこの『リアルＲＰＧアトラクション』ならではの一ひと工く夫ふうがなされていて、感心すると同時に、純じゆん粋すいな客として楽しむこともできた。

　そんなアトラクション群を一ひと通とおり回って、ちょうど一ひと息いき吐ついた頃ころ、

『橙とう也や、そろそろ帰ろう』

「ん？　もういいのか？　まだ行ってないとこがあるし、だいぶ時間もあるけど」

『うん。あんまり長い間あいだ遊んでると、周りの人達が不安がると思うから』

「？」

　またもや含みがある姫紗希の提てい案あんで、俺達は早そう々そうに帰き路ろに着くこととなった。




「んー、今日きようは思いっきり羽を伸ばせたな」

　そんなわけでリアルＲＰＧアトラクションを後にした俺は、バス停までの道すがらで両腕うでを上げてグッと背せ伸のびした。

　時じ刻こくは夕方ちょい前。日が暮れる前だからか、道を行き交かう人はあまりいない。俺達のように少し早めにレジャーランドから切り上げてきた客らしき人が、ぽつぽつといるくらいだ。

『……それは楽しかったってこと？』

　と、隣となりを歩いていた姫紗希が、どこか真剣な調子で尋たずねてきた。

　どうやら茶ちや化かす雰ふん囲い気きではなく、彼女は本当に素直な感想を求めてきているようなので、俺はその要望に応こたえる。

「まあな。確かに色々あったけど、結けつ構こう楽しかった」

『……そう』

「いつもの賑にぎやかさもいいけど、たまにはこういうまったりした日も悪くないよ」

　何より友人の意い外がいな一面を見ることが多かったのは、実によかったと思える。だからこそ俺おれはもう一度「楽しかった」と言って、心からの笑えみを浮かべる。

『────』

　すると姫き紗さ希きは今日きよう何度目かの前まえ髪がみくしくしパターンに入った。

　むっ。これはもしや旧きゆう式しき魔ま導どうを尋たずねてくる流れか？

　そう予想した俺が即そく座ざに「教えん」と言えるよう身み構がまえていると、

『……私も、楽しかった』

　なんて、聞き逃のがしそうなほど小さな言葉が、俺の耳に入ってきた。

　いつもならその後にくるだろう『旧式教おしえて』パターンもなく、そのまま姫紗希は前髪をいじり続けている。

「……ははっ。そりゃ光こう栄えいなこって」

　その言葉から、姫紗希が目論もくろんでいた『仲良くなる』ってのは果たせたんじゃなかろうか、などと考えていた時だ。

「あの、ごめんなさい。道を尋ねたいんですが」

　背後から、若い女性の声で話しかけられた。

　ふむ、どうやら道に迷ってしまった人のようだ。

　今の俺はとても上じよう機き嫌げんだし。白はく陽よう花かの人助けではないが、何の見返りもなく誰だれかを助けるのもやぶさかでもない。

「はいはい、どこに行きたいんですか？」

　俺と姫紗希は振り返りながら、こちらを呼び止めた女性の姿すがたを確かく認にんする。




「す、すいません……さ、産婦人科がある病院までの道を、教えていただければ」

　そこには腹ふく部ぶがとても大きくなっていて、ついでにとても産さん気けづいている女性がいた。




「……」

　驚きのあまり、絶ぜつ句くしてしまった。

「ご、ごめんなさい……リアルＲＰＧに引かれてちょっと遠とお出でしてきたので、ここら辺は、あまり詳くわしくなくて……うっ!?」

　唐とう突とつすぎる展開に頭ん中が真まっ白しろになっている俺を余よ所そに、産気づいた妊にん婦ぷさんは苦く痛つうに耐えるように顔を歪ゆがめた。

「…………も、もしかして？」

「お願いします、は、早く産さん婦ふ人じん科かがある病院を……ッ!!」

　額ひたいに大おお粒つぶの汗あせを流しながら、妊婦さんは必ひつ死しの形ぎよう相そうで訴えかけてくる。

　どうも許きよ容よう範はん囲い外がいの陣じん痛つうが押し寄せているらしい。

　俺おれは混乱しながらも、何とか隣となりにいる姫き紗さ希きに話しかける。

「姫紗希、救きゆう急きゆう車しやを……」

『今いま電話した。でも渋じゆう滞たいに捕つかまって、少し時間がかかるって』

「あっ、もう駄だ目め、限界……ッ！　う、産まれ……ッ!?」

「…………」

『…………』




　　　　◆◆◆




「だあぁッ!?　何がまったりした日だ畜ちく生しようめえぇッ!!」

　そんな渾こん身しんで雄叫おたけびを上げながら、俺は迷まい子ごの妊にん婦ぷさんを両腕うでに抱え、近場の病院まで全力疾しつ走そうしているのだった。

「あ、あの……ごめんなさい、そんな大声を出されると、お腹なかに響ひびいて……ッ！」

「はいすいません！　静かにします！」

　若じやつ干かん苦しそうにする妊婦に、ガチでビビる怪お人れ（国際指し名めい手て配はい中ちゆう）なのだった。

　モタモタしている暇ひまがないので高速移動クイツク・ムーブを限界まで連れん続ぞく展開し、しかも妊婦さんに負ふ担たんがかからないように走るという難なん易い度ど超ちよう絶ぜつハードマラソンだ。雄叫おたけびの一つや二つ、正直勘かん弁べんしてもらいたい。

『橙とう也や、次の道を左』

　と、俺に並へい走そうする姫紗希が、携けい帯たいのナビを見ながら指し示じしてくる。彼女も俺と同どう様ように高速移動クイツク・ムーブを連続展開していた。

　そんな姫紗希の指示に従い、俺は道を曲がる。その拍ひよう子しに妊婦さんが「うっ」と小さくうめき声を上げた。な、何これ、超ちよう怖こわいんだけど？

「つーか何でこんなとこに遊びに出てんだアンタ！　妊婦の自覚あんのかよ!?」

「よ、予定ではだいぶ先だったので大だい丈じよう夫ぶかと……そうしたら、いつもより激しい陣じん痛つうが」

「だとしても旦だん那なさんくらい一いつ緒しよに連れてこいよ！　何かあったらどうすんだ！」

　いやまさしく何かあったから、こんな状況になってんだけども！

　何をやってんだ、この人も旦那さんも！　危き機き管かん理り能力が足りなすぎだろ！

　と、俺の不満が伝わったのか、妊婦さんは陣痛に耐えながらその口を開いた。

「だ、旦那はいません。私は独ひとり身です」

「…………」

　おっといけね。何かリアルにやべえ地じ雷らいを踏み抜いちまった。

「じ、実は大学三年の時に妊にん娠しんが発はつ覚かくして、それを当時付つき合っていた彼かれ氏しに告げたら、逃げられてしまって……」

「い、いや、その……？」

「けど、お腹なかの子供は産んであげたかったんです！　だ、だから女おんな手で一つで育てていこうと決意して、大学も中ちゆう退たいして、コツコツとパートしながらお金を──」

「ホント無む駄だ口ぐち叩たたいてすいませんでした！　絶対無ぶ事じに病院まで送り届けるんで、そういうリアルに重い話は後にしましょう！　お体に障さわりますし！」

　未来の母ぼ子し家庭を守ろうと、固く決意する怪お人れ（国際指し名めい手て配はい中ちゆう）だった。

『──橙とう也や、遅い』

　その時だ。俺おれと妊にん婦ぷのやり取りを聞いていた姫き紗さ希きが、突然厳きびしい声こわ音ねで叱しかりつけてきた。

「は!?　遅いっつわれても、これ以上は速く走れ……」

『じゃあ交こう代たい』

　返答する間もなく、姫紗希は俺から妊婦を強ごう引いんに奪うばい、しっかりと両腕うでに抱えた。

　次の瞬しゆん間かん──彼女の足あし下もとから前方に向けて、白い冷気が漂ただよった。

　その冷気は姫紗希が走る予定の路ろ面めんを見る見る内に凍り付かせる。何かの魔ま導どうのようだが、俺にはどんな導どう式しきなのか解かい読どくできなかった。

『……ふっ』

　自ら凍らせた、まるでスケートリンクのような路面に姫紗希は足を踏み入れる。

　直後、彼女は妊婦を抱えたまま凄すさまじい速度で滑かつ走そうし始めた。

「なっ!?」

　滑走して進む度たび、新たに足下の路面を凍らせて、さらに滑走。どうやら高速移動クイツク・ムーブと併へい用ようの移動法みたいだが、その速度が尋じん常じようじゃない。

『橙也。遅れるようなら、置いて行く』

「がッ……こ、この、上等だ！」

　俺は高速移動クイツク・ムーブと併用で属ぞく性せい変へん換かんを思し考こう演えん算ざん。一歩一歩踏み出す度に足裏で爆ばく発はつを起こし、先せん行こうする姫紗希に追いすがるように加か速そくする。

　これが人にん間げん状態での最さい速そく移動方法だ。導式の二種展開、さらに連続使し用ようなんで魔ま力りよく消しよう費ひが激しいが……こうなったら病院まで意い地じでも保もたせてやる！




　　　　◆◆◆




　結局、置いて行かれた。

「…………」

　場所は産さん婦ふ人じん科かがある総そう合ごう病院。姫紗希からだいぶ遅れて到とう着ちやくした俺は、待まち合あい室しつのイスに座ってガチヘコみしているのだった。

　……ああそうさ、いっそ笑ってくれ。

　先月に世界中で指し名めい手て配はいされたからって『も、もしや俺おれって結けつ構こう凄すごい怪かい人じんなんじゃね？』といい気になってた、この威い厳げん皆かい無むの怪人を誰だれか笑ってくれ。

　しかし日がとっぷり暮れてしまったこの時間帯たい、病院の待まち合あい室しつには当然誰だれもいない。

　今ここにいるのは、イスに座ったままずっと床を眺ながめ続けている俺と……、

『……橙とう也や、本当に大だい丈じよう夫ぶだと思う？』

　傷しよう心しん中ちゆうの俺の隣となりに座り、こうして十分置きくらいに話しかけてくる姫き紗さ希きだけだ。

「大丈夫だって。この病院、ここらじゃ一番大きいとこなんだろ？」

『でも私の運び方、乱らん暴ぼうだったかもしれない』

「心配すんな。救きゆう急きゆう車しやより早いって、医者も言ってただろ」

『でも氷こおり系けいの魔ま導どうを使った。お腹なかの子供によくなかったかもしれない』

「……」

『時間もだいぶ経たってる。もしかしたら私のせいで難なん産ざんになってるかも』

　姫紗希が妊にん婦ぷをここに運んで四時間ほど、彼女はずっとこんな調子だった。無む表情はいつものことだが、その顔色は悪く、若じやつ干かん青ざめてすらいる。

　どうも俺達がいる一いつ般ぱん患かん者じや用の待合室は産さん婦ふ人じん科かからは遠いらしく、向こうの様よう子すがまったく伝わってこない。待合室は俺達の会かい話わ以外、ずっと静せい寂じやく。ただ壁にかけられた時計がチクタクと音を鳴らすだけだ。

　確かにこの状況が何時間も続くのは、余よ計けいに不安になるが……それにしても、だ。

「心配すんなって。俺はよく知らんけど、普ふ通つう出産ってこれくらいかかるもんじゃねえの？」

『でも』

「でもじゃねえって、医者を信じてやれよ」

『……』

「何でそんな不安がるんだ。今と言わず妊婦を運ぶ時からだけど。ちょっと変だぞ」

　俺が問うと、姫紗希は不ふ意いにこっちから視線を逸そらし、沈ちん黙もくを貫つらぬいた。

　……なるほどね。聞くなってことか。

　ＤＨ学科の暗あん黙もくの了りよう解かい。相手の素す性じようを必ひつ要よう以上に探さぐるべからず。そんな我が学科のルールに従い、俺はそれ以上追つい及きゆうせず肩を落とすと、

『私にも、お父とうさんがいない』

　ポツリ、と聞き逃のがしてしまいそうなほど小さな声で、姫紗希が何かを呟つぶやいた。

　だが残念なことに、今この待合室は驚くほど静寂に包まれている。結果として俺の耳は、その言葉の意味と詳しよう細さいをしっかり聞き届けてしまった。

「……親父おやじさんが？」

『私がまだ本当に幼い頃ころ、家か族ぞく全員が大きな事件に巻き込まれた。その時、お父さんは私とお母かあさんを護まもろうとして……』

　亡なくなった、と。

　ともすれば他人行ぎよう儀ぎにすら聞こえる淡たん々たんとした調子で、姫き紗さ希きは続ける。

『それだけじゃない。私もその時に──』

「……」

『それからずっと、私の家は母ぼ子し家庭だったから』

　言い終えた途と端たん、姫紗希が膝ひざの上に置いていた手を、ぎゅっと固く握り締めた。

『だからあの人は、あの親子は、絶対に無ぶ事じでいてほしい』

　それだけの小さな動どう作さ。たったそれだけで彼女がどれだけの不安を抱えているのか、俺おれは理解する。むしろ言葉にさせてしまったことを軽く後こう悔かいした。




『だ、旦だん那なはいません。私は独ひとり身みです』




　だからこそあの言葉を聞いた姫紗希は感情的になった。旦那がいない女性と産まれてくるだろう子供、その両方に──父親がいない自分を重ねたから。




『私はもう二度と、あんな喪失感を味わいたくない』




　姫紗希が母親からもらった魔ま導どうアイテムを大切にする意味。

　そして異常なまでに、旧きゆう式しき魔導にこだわる理由。

「……」

　それらを同時に、何となく察してしまった俺は、何も言葉にできず押し黙だまる。

　待まち合あい室しつは再び、緊きん張ちようが張り詰めた静せい寂じやくで満たされる。

　その時だった。

　コツコツと暗い廊下の先から、足音が聞こえてきた。

「──あれ？　君達、こんな時間にまだいたのかい？」

　待合室にやってきたのはビン底眼鏡めがねをかけて、白はく衣いを羽は織おった長身の男だった。彼こそが俺達が運んできた（というか、ほとんど姫紗希）妊にん婦ぷさんを担たん当とうした医者だ。

　その眼鏡医者はやや疲れた顔色で、だがしっかりした足取りで俺達に歩み寄ってくる。

「困るよ、いつまでもいられると。もう夜遅いし、受付は終わってる時間帯たいなんだから」

『あ、あの！』

　眼鏡医者の姿すがたを見た瞬しゆん間かん、がたんっ、と姫紗希が勢いよく立ち上がり、彼に詰め寄った。

『子供は、赤ちゃんは無ぶ事じに産まれましたか？』

「え？　え？？？」

　表情はないが、その語ご調ちようと態度から焦あせっているのが伝わってくる。その形ぎよう相そうに眼鏡医者が微び妙みように気け圧おされ、たじろいでいるほどだ。

　と、眼鏡めがね医者は突とつ然ぜん何かを納なつ得とくしたように口を開いた。

「……もしかしてそれが心配でずっとここにいたのか、君達は。誰だれも伝えに来なかったの？」

『え？』

　意味がわからずに呆ほうける姫き紗さ希きを余よ所そに、眼鏡医者は居い住ずまいをただすようにその眼鏡の位置を直す。そしてものっそい笑顔をこちらに向けて、爽さわやかに告げてきた。

「もう産まれてるよ」

「は？」

「一時間くらい前かな。とにかくすでに出しゆつ産さんは終わってるけど……よかったら見に行く？」




　そんなふざけたことをぬかす医者に連れられて、俺おれ達たちはとある病室に赴おもむく。

　だがそこには彼の言葉通り──ベッド上で、幸せそうに赤あかん坊ぼうを抱く母の姿すがたがあった。




「……」

『……』

　病室の入り口で、俺と姫紗希が沈ちん黙もくして立ちつくす。

　……何この徒と労ろう感かん。

　そんな俺達の横で眼鏡医者が、はっはっは、と快かい活かつな笑い声を上げた。

「運び込まれてから結けつ構こうすぐ産まれてね。初うい産ざんなのに三時間弱じやくのスピード出産だよ？　いやいや凄すごいね、うちでは新しん記録だ」

「…………」

「初しよ乳にゆうも終わって母親の容よう体だいが安定したから、ちょうど今この病室に運び終わ、ぶごッ!?」

「ならもっと早く知らせろ、このボケ医者。うちのツレが無む駄だに長く落ち込んでただろ」

　一時間近く放ほう置ちされていた事実に苛いらついて、俺はその横よこっ面つらを殴なぐりつけた。

　ズシャーッ！　と床を滑りながら、それでも眼鏡医者は笑顔を崩くずさなかった。何この医者の鑑かがみみたいな奴やつ。ちょっと腹立つんだけど。

「あら？　……貴方あなた達は」

　と、そんな俺達に気付いたらしい。赤ん坊に夢む中ちゆうだった女性がこっちに視線を向けた。

「よかったぁ、まだ帰ってなかったのね。ほら、そんなとこにいないで、入って入って」

　病室のドア付近に突っ立っている俺と姫紗希を、その女性は手て招まねきする。それに俺達は「あ、はい」なんて間の抜けた返事をしながら、中に足を踏み入れた。

　出産がどれだけ体力を使うのか、俺には知るよしもないが、心しん身しん共ともに相当疲ひ弊へいするはずだ。その証しよう拠ことばかりに、彼女の顔には見るからに疲れが滲にじみ出ている。

「本当によかった。まだお礼も言ってなかったから」

　それなのに、その女性は──ベッドの横まで歩み寄った俺おれ達たちを、とても晴れやかな笑顔で迎え入れてくれた。

　その笑顔を向けられ、姫き紗さ希きがわずかに目を見開く。

　続いて、何か申し訳わけなさそうにうつむいた。

『……ごめんなさい。私、貴女あなたを運ぶ時に結けつ構こう無む茶ちやを──』

「あ、それよりもまず、この子を抱いてくれないかしら？」

『──え？』

「縁えん起ぎ物ものみたいなモノよ」

　ふふ、と柔やわらかに笑う女性が、はい、と姫紗希に赤ちゃんを差し出した……というか半なかば強ごう引いんに押しつけた。子供が産まれて幸せ絶ぜつ頂ちようなのか、結構マイペースな人である。

　両腕うでで抱えるように赤ちゃんを受け取った姫紗希は、見るからに戸と惑まどっている。その手つきはおっかなびっくり。まるで初めて壊こわれ物を扱うようなギコちなさだ。

　赤あかん坊ぼうは赤ん坊で眠っているからか、緊きん張ちようしている姫紗希に反応を示さない。一度笑わらったりすればいい話になりそうなもんだが、その赤ん坊は自らの母親の手から離れていることも知らず、安らかな寝ね息いきを立てるだけだった。

　それでも、

『──ぁ』

　それでも、その赤ん坊の重みを感じている姫紗希は、嬉うれしそうだった。

　自身が護まもった、命の重み。

　戸と惑まどいつつも、驚きつつも、いつもの無む表情だけれども──その両腕にかかる小さくて大切な重さを、嚙かみ締めているかのように。

「やっぱり自分を助けてくれた正義の味み方かたのことはわかるのね。安心して眠ってるわ」

　と、そんな姫紗希と赤ん坊の様よう子すを見ていた女性が、ふふ、と柔らかに笑った。

「へ？　正義の味方？」

「あら？　お医者様さまからは貴方あなた達たちは白はく陽よう花かの生徒だって聞いたんだけど……違ったかしら」

「いや、俺は……」

　確かに白陽花の生徒ではあるのだが……その前に口にされた呼こ称しように言いしれぬむず痒がゆさを覚え、俺は沈ちん黙もくしてしまった。

「そんな謙けん遜そんしなくていいのに。私達は、貴方達に助けられたんだから」

　それを慎つつましさと受け取られてしまったらしい。それがまたむず痒くて、俺は二にの句くを継つげなくなる。

　正義の味方と呼ばれた違い和わ感かんに押し黙だまる俺。

　赤ん坊を抱いて、無表情だが嬉しそうにする姫紗希。

　そんな俺達に向けて、今日きよう母親となった女性は、とても柔やわらかな笑顔で言った。

「ありがとう、正義の味み方かたさん。貴方あなた達たちのおかげで私達は親子になれました」




　　　　◆◆◆




　白はく陽よう花か学園まで戻る帰き路ろ、冬ふゆ咲さき姫き紗さ希きは後に続く少年を背にスキップなんかしていた。

「……何でそんな嬉うれしそうなんだ」

『だって赤ちゃん可愛かわいかった』

「……つーか嬉しいなら嬉しそうにスキップしろよ。無む表情だと怖こわいんだけど」

　背後から聞こえてくる呆あきれた声も気にならない、深夜の繁はん華か街がい。あれから出産を終えた女性や医い者しやと話し込んでいる内に、すっかり終しゆう電でん間ま際ぎわの時間になってしまっていた。

　コインロッカーから荷物を取り、慌あわただしく電車に乗り込むことついさっき。現在はこうして後から付いてくる少年を背に、スキップしながら白陽花まで戻っているのだ。

　そんな中、はて、と姫紗希は胸きよう中ちゆうに湧わく疑問に首を傾かしげる。

　こうやって少年と歩く関係は、どこかで感じたような……、

　と、

「お前さ、まだ旧きゆう式しき魔ま導どうのことは諦あきらめてない？」

　背後から、いい気分をぶち壊こわしにする言葉を投げかけられた。

『……』

　姫紗希はスキップを止め、振り返る。

　深夜の歩道。その中央に学ランが入った紙かみ袋ぶくろを肩にかけ、至し極ごく真剣な顔をしている少年が立ち止まっていた。

『……それは』

「今日きようの本ほん題だいだろ。まあ一いち応おう決けつ着ちやくつけとこうと思って」

　態度や言葉こそ酷ひどくぶっきらぼうだが、そう語る少年の顔はとても真剣だった。

　いつになく真まっ直すぐとこちらを見み据すえてくる少年。そんな彼の真しん摯しさを理解し、姫紗希は黙だまって次の言葉を待った。

「何つーか、今の姫紗希は力の求め方を間違えてるんだよ。それが変われば教えてやってもいいんだけど」

『え？』

「でも今の姫紗希は自分のステータスというか、現状持もってるモノの凄すごさに気付いてないというか……んー、まあそんな状態で新しい強さを得るのは危険っつーことかな」

『……それは、どういうこと？』

　少年の言葉に対し、姫紗希が続きを求める。

　しかしどうやら彼はさっきので全部伝つたえきったと思っていたらしい。どういうことって聞かれても困る、といった感じで言葉を続ける。

「だからほら、大きすぎる力は必ず破は滅めつを生むとか、使う奴やつによって善ぜんにも悪にもなるっつーか……そんな感じだよ。何となく察せるだろ？」

『……頑がん張ばっていい感じに纏まとめようとしてるけど、橙とう也やは口べたすぎ』

「そこまで言うな」

　どうして彼はここぞという時に決めきれないのか。

　そんな感想を抱く姫き紗さ希きを余よ所そに、少年はうつむきながら『あー』と頭をかいていた。

「お前はさ、あの人達に明日あしたから家族として生きる日々を与えられたじゃん」

　そう告げて、少年は顔を上げる。

「新しい強さなんかなくたって、そんだけ凄すげえことができるんだよ、お前は。わざわざ力を求める必要なんかない」

　真まっ直すぐに姫紗希を見つめるその顔には、晴れやかな笑えみがあった。

「少なくとも今日きよう親子になったあの人達は、お前を無む力りよくだなんて言わねえよ」

　皮ひ肉にくっぽくもあり、意い地じ悪わるっぽくもあり。

　そんな笑顔を浮かべる少年の目は、確かに姫紗希を見ていた。

『────』

　力がないと思っていた。父親がいなくなったあの日から、ただそれだけを後こう悔かいしていた。

　それは友人がとある教きよう師しに危険な目に遭あわされた時も、変わらなかった。

　それは先月出現した怪かい人じんを止められなかった時も、変わらなかった。

　いや、変われなかったのだ。

　幼い頃ころから何も変わっていない自分に焦あせりを覚え、憤いきどおりすら感じていた。

　何で自分は無力だったのだろうと、何でその現げん場ばに居い合あわせた時に強さがなかったのだろうと、こんな自分では何も護まもれないと、勝かつ手てに思っていた。

　けれど、少年に真っ直ぐに告げられた言葉がある。

（……私は、あの親子を護まもれた）

　お前は凄い、という彼の言葉。それが……何だろう。胸の中にすとんと落ちてきて、浸しん透とうしていく気がする。不ふ謹きん慎しんかもしれないが、心が軽くなったような気さえした。

「ほら、ぼーっとするなって。自転車来きてるぞ」

『え？』

　考え事で呆ぼう然ぜんとしていた姫紗希は、唐とう突とつに少年に歩み寄られ、ぐいっと手を取られる。

　瞬しゆん間かん、自分の背後から迫っていた自転車が横を通り過ぎていった。

『──ぁ』

　いきなり手を握られた形となり、姫紗希の胸にはここ最近何なん度どか感じた正しよう体たい不明の焦あせりと共に、何か懐かしさが去きよ来らいした。

　それはさっき、少年に背後から見守られながら歩いていた時に、感じたモノ。

　その懐なつかしさの原因に、ふと気付いてしまった姫き紗さ希きは繫つながれた彼の手を、ぎゅっと思わずすがるように握りかえしてしまった。




　そうして触れ合う手の温ぬくもりに──とある昔の出来事を思い出した。




「ったく危ねえな。無む灯とうしてんじゃねえよ……って、いつまで手ぇ握ってんだ」

『……このまま帰る』

「は？」

『手を繫つないで帰る。デートだから』

「まだそれ言ってるのか」

　まあいいけどさ、と少年はてくてく歩き始めてしまう。姫紗希の唐とう突とつな申し出には、特に言げん及きゆうせずに。その様よう子すは、何とも我わが儘まま慣れしている感じだった。

　そんな彼の手に引かれる形で、姫紗希はやや後ろを歩く。そしてちょっとだけ先を歩く少年の背に、話しかけた。

『橙とう也や、私は諦あきらめないわ』
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「は？　何だよ、まだ旧きゆう式しき魔ま導どうにこだわってんのか」

『それもだけど、今のは違う。小さい頃ころの夢を思い出したから』

「夢？」

『そう。その夢を諦あきらめないって、橙とう也やに伝えておこうと思って』

「ハハッ、ガキの頃の夢ね。いいんじゃねーの？　諦めが悪くて」

　そんな取り留めもない会話をしながら、少年と姫き紗さ希きは歩いていく。

　深夜の繁はん華か街がいを、手を繫つないで歩く帰き路ろ。

　仮にもデートの帰り道だというのに、指を絡からませるような恋人繫ぎではない。手を繫ぐというよりは彼に手を摑つかまれている感じで、酷ひどくぶっきらぼうなものだった。

　それでも。

『──橙也はお父とうさんみたい』

「あ？　またそれか。お前、クレープ屋や台たいの時もそれ言ってたよな」

『普ふ段だんは頼りないけど時々年ねん長ちよう者しやっぽい落ち着きが出るところとか、人じん生せい経験が豊富そうなところとか。何な故ぜか同年代の私達を、時とき折おり見守る視し点てんで見てるところとか』

「いや何かいい感じっぽく纏まとめてるけど、要するに精神的に老ふけてるってことだろ、それ」

『安心して、世の中には「好みのタイプはお父さんみたいな人」って女性は少なからずいる。需じゆ要ようはあるわ』

「えー、それホントに需要か？　そんなファザコンみたいな女に好かれてもなぁ」

『…………』

「痛、痛ッ!?　何でいきなり脇わき腹ばら殴なぐるんだコラ！」

『……橙也』

　一ひと通とおり不満をぶつけ終わった後に姫紗希が呼びかけると、「何だよ」と少年は振り向かずに尋たずね返してくる。

『ブランコ』

「は？　ブランコ？」

『よく親子づれが、こうやって手を繫いで持ち上げるやつ。やってほしいわ』

「ガキかお前は。そもそも体重的にも身長差さ的にも、俺と姫紗希じゃできんだろ」

『もしかして私を持ち上げる自信がないの？』

「……言ってくれるじゃねえか。あんまりなめてくれるな。おらぁッ！　しっかり摑つかまれ！」

『きゃーきゃー』

「せっかく要望に応こたえたんだから、もうちょっと嬉うれしそうに騒さわげねえのか」

　それはとても不ぶ格かつ好こうなブランコだった。

　幼い頃みたいに空を飛んでいるような高さは感じない。そもそも二人の身長差がそこまでないせいで、うまく持ち上げてもらえていない。カップルや親子というよりは、写真などでよくある『大おお物ものを釣つり上げた漁りよう師しと魚』みたいな状態だった。

　それでも、よく似ていた。

　母からもらったグローブ越しに伝わる、彼の手の温ぬくもり。

　こちらの手をしっかり摑つかむ、その力強さ。

　それはあの日から感じることがなくなった──あの温ぬくもりと、とても似ていた。

　だから姫き紗さ希きは、せめて白はく陽よう花かに帰るまで、この懐なつかしさに甘えさせてもらうことにした。

　それくらいのご褒ほう美びはもらっていいだろうと、とある友人に心の中で言い訳わけしながら。




　　　　◆◆◆




『おはよう、凛り奈な』

　翌よく日じつの朝、ＤＨ学科二年Ｃ組の教室。

　冬ふゆ咲さき姫紗希はすでに登校して朝のＨＲを待つ友人、一いちノの院いん凛奈の背中に挨あい拶さつを投げかけた。

　するとこちらの言葉に、ビクゥッ！　と跳び上がらんばかりに凛奈は驚いていた。

「お、おはよう姫紗希。そ、そういえば昨日きのうは橙とう也やと、で、デートだったわよね？」

　振り返った凛奈が、露ろ骨こつに動どう揺ようしながらそんなことを聞いてきた。

　──まだ隠かくせているつもりなのだろうか、と姫紗希はそのあまりの噓うその下へ手たさにやや呆あきれてしまった。同時にそんな友人を微笑ほほえましくも思いながら、あくまで無む表情で教室を見回す。

『橙也は？』

「さ、さっき大おお狼がみ君とお手洗いに行ったけど」

　なら大だい丈じよう夫ぶだろう、と姫紗希は凛奈に向き直って、尋たずねる。

『凛奈。昨日、私達をつけてたでしょう？』

「えッ!?」

『橙也は気付いてなかったみたいだけど、露骨だったから。しかも妊にん婦ぷさんを病院に運んでる時に、私達を見失ったっぽかった』

「さ、さあ？　わたしは何も知らないというか」

『……赤ちゃんは無ぶ事じに産まれたわ』

「ホント!?　よかったぁ。近ちか場ばの産さん婦ふ人じん科かを全部回まわってる内に診しん療りよう時間が終わっちゃって、結局駆かけつけられなかったのよ。そっか、産まれたのね。本当によかっ……」

『……』

「……あ」

　自身の失しつ言げんに気付いたらしい。凛奈は『これは、その……えっと』と視線を泳がせたかと思うと、突とつ然ぜん姫紗希に対して頭を下げた。

「……ごめんなさい」

　しゅん、と凛奈が申し訳わけなさそうに縮こまる。そんな素直な彼女は同じ女の子の姫紗希から見ても可愛かわいらしかった。こんないい子の気持ちを、何な故ぜあの少年は気付かないのだろう。

『気にしてない。それに私は橙とう也やにそういう感情は持ってないわ。だから安心して』

「うっ!?　そ、そういう感情って言われても、わたしには何のことだかー？」

『昨日きのうだってデートっていうよりも、何かお父とうさんと出かけたみたいな感覚だった』

「……それって橙也にとってはあまり嬉うれしくない評ひよう価かよね」

　苦にが笑わらいしつつも、やはり凛り奈なはどこか安心したように胸を撫なで下ろしている。

『でも』

　そんな友人に、ちょっと意い地じ悪わるしてやろうと思い立った姫き紗さ希きは、そう言葉を続けた。

『私の小さい頃ころの夢は──お父さんのお嫁さんだった』

「えッ!?」

　瞬しゆん間かん、凛奈の目が思いっきり見開かれる。先日、あの少年をデートに誘った時とまったく同じ表情だった。

「ちょっ、姫紗希！　それはどういう……」

『何でもない』

「い、今のタイミングでそれを言っておいて何でもないわけないでしょ！　それってもしかして橙也と!?」

『何でもない』

「き、姫紗希ぃ～……っ！」

　意地悪く言いながら姫紗希は教室を逃げ回る。そんな彼女を運動オンチの凛奈は必ひつ死しに追いながら、若じやつ干かん涙なみだ目めになっていた。

　やはり可愛らしい友人の姿すがたを見ている姫紗希の顔には──確かに柔やわらかな微笑ほほえみがあった。




　ＤＨ学科の優ゆう等とう生せい。その無む表情に隠かくされていた彼女の笑顔は、今日きようこの日から、あるいは昨日きのうの出で来き事ごとから、少しずつ浮かべられていくようになる。

　まるで柔らかい温ぬくもりに包まれて、氷が溶けていくように。













　　　三話　凛り奈なちゃんテロテロ







　そのパーティー会場は、軽い賑にぎわいを見せていた。

　それがどんなパーティーなのかと言えば……ほら、何ていうのかな。セレブリティな社しや交こうパーティーとでも言うのだろうか。

　天てん井じようを仰あおげば豪ごう勢せいなシャンデリア。広大な会場には赤いカーペットが敷しき詰められており、ドレスやらタキシードやら見るからにお高そうな服で着き飾かざっている人々。

　彼らはそれぞれ世せ間けん話ばなしに花を咲かせたり、テーブルに出される色とりどりの料理を口に運んだり、ボーイが運ぶドリンクを飲んだりと、各おの々おのパーティーを楽しんでいる。

「……ずいぶん眠てえパーティーだな」

　で、俺おれはそんな会場の様よう子すを裏うら口ぐちの通路側がわ、扉とびらの隙すき間まから覗のぞいていた。

　パーティーが始まってからこっち、かなりの時間をこうして待たい機きに費ついやしている。胸きよう中ちゆうに湧わき出る退たい屈くつを、誰だれに聞かせるわけでない感想と欠伸あくびで紛まぎらわす。

　そんな中、会場内に乾いた銃じゆう声せいが響ひびき渡った。

「おっ。おいでなすったな」

　平へい穏おんなパーティーをぶち壊こわす剣けん吞のんな音。

　まず目につくのは、俺がいる裏口から会場を挟んで向こう側。

　その正しよう面めん出入口付ふ近きんには、見るからにこの場にそぐわない格かつ好こうをした男が立っていた。

「──会場にいる諸しよ君くん。皆、動かないでもらおうか」

　全身に迷めい彩さい服ふくを纏まとい、さらに戦せん闘とう防ぼう弾だんチョッキ。高らかに掲かかげた右手にはたった今いま使われただろう拳けん銃じゆうが握られている。

　さらに彼の後こう方ほう、正面出入口から同じ格好をした武ぶ装そう集団が雪な崩だれ込んでくる。

　彼らは手に手に、小火か器き類の数々を携たずさえている。

　どう見積もってもパーティーに参加しに来たとは思えない集団の登場に、会場は一いつ瞬しゆん沈ちん黙もく。

　直後、すぐさま混乱に包まれた。

　その場で悲ひ鳴めいを上げる者。いまだ状況が吞のみ込めず周囲を見渡す者。そして一部の客達は逃げ場を求め、俺がいる裏口へと我われ先さきに駆かけ出してきた。

　俺は待ってましたとばかりに扉を蹴けり開け、会場に飛び込む。




　そして──客達を逃がさないために、裏口に立ちはだかった。




「よっと」

　瞬しゆん間かんで右足に魔ま力りよくを宿し、俺おれは正面の床を蹴けり足で薙なぐ。

　轟ごうッ！　とつま先の軌き跡せきを追うように現れる炎ほのお。そこで導どう式しき展開を止めたため、火の壁は床に燃え移ることなく魔力に再さい還かん元げんされ、空気中に霧む散さんする。

　しかし、威い嚇かくの役割は充分果はたしたようだ。

　突然噴ふき出た炎に、客達は驚きよう愕がくし、立ち止まる。

「悪ぃな。ここは封ふう鎖さ中だ」

　武ぶ装そう集団達たちと同じ装そう備び・服装の俺が裏うら口ぐちに立ち塞ふさがったことに、客達は戦せん慄りつしていた。

　さらに、会場の東側出で入いり口ぐちから、両手に黒いグローブをした少女が現れる。

　続いて、会場の西側出入口から、魔ま女じよ装しよう束ぞくに身を包んだ少女と白い狼おおかみが現れる。

　客達もそれでやっと自分達の現状を理解したようだ。このパーティー会場はすでに俺達が制せい圧あつし、逃げ場のない袋ふくろ小路こうじになっていると。

　そうして会場が恐きよう怖ふと焦しよう燥そうに満たされた時だ。




「──安心しなさい。貴方あなた達たちに危き害がいは加えないわ」




　少女の凛りんとした声が、会場内に澄すみ渡った。

　正面入口に待たい機きしていたテロリスト集団。

　彼らが道を空あけるように左右に割れ、その先から、小さな人ひと影かげが歩み入ってきた。

　やはり身に纏まとっているのは迷めい彩さい服ふくに戦せん闘とう防ぼう弾だんチョッキ。しかし、そんないかつい格かつ好こうをするにしては明らかに若く、幼い少女だった。

　会場中の視線を一いつ身しんに受けながら、その少女は堂どう々どうとした態度で立ち止まる。

「わたし達は無む意味な犠ぎ牲せいは出さないし、出すつもりもない」

　だって、と続けて、彼女はその綺き麗れいに輝く金きん髪ぱつをかきあげる。

「だってわたしはただ、悪を担にないに来ただけだもの」

　柔やわらかく、さらりとした金髪をたなびかせて、少女は告げる。

　己おのが矜きよう恃じを。

　ここにいる理由を。

　今この場を支配下かに置いた、そのわけを。

「だから、わたしを存ぞん分ぶんに嫌きらいなさい。存分に憎にくみなさい。そして──貴方達の正義を信じなさい。この世界にあるべき必要悪あくはわたしが背負い、受け持ってあげるわ」

　そこで少女は一ひと呼吸の間まを置くように、大きく息を吸う。

「わたし達は、正義の味み方かたの味方」

　続く言葉は、誇り高く。

「わたし達は、悪の秘ひ密みつ結けつ社しや」

　まるで悪を担になえることに喜びを抱くように、少女は笑顔を浮かべた。

　嗜し虐ぎやく的てきで、悪戯いたずらっぽくて、それでいてどこかお人ひと好よしそうな微笑ほほえみを。

「今この瞬しゆん間かんをもって、このホテルはわたし達の支配下よ！」

　テロリストのリーダーにして悪の秘密結社の総そう帥すい──一いちノの院いん凛り奈なは会場にいる者達に向けて、声高たか々だかに宣せん言げんした。

「……ノリノリですなー、うちの総帥様」

　その様よう子すを遠とお目めに眺ながめていた俺おれは、つい苦く笑しようを浮かべてしまった。

　会場にいる連れん中ちゆうは露つゆとも知らないだろうが。あの役にここまでの適てき任にん者しやは、まあ他にいねえんだろうなー。




　　　　◆◆◆




「──大おお狼がみさん、やっと見つけました」

　午前を終え、午後の予定も特に決まっていない金曜日。

　俺と真しん弦げんが今後どのように人ひと助だすけをこなし、どうすれば効こう率りつ的に免めん除じよ値ちを稼かせげるか。それを一いつ旦たん二年Ｃ組の教室に戻って、話し合っていた時のことだ。

　俺達の机に、見み覚おぼえのない女子がやって来た。

「あ？　オレに何か用……げっ、香か河がわ」

　机を挟んで向かいのイスにお座りしていた真弦が、その女子に視線を向けると、心しん底そこ苦にがい顔になった。俺もつられて女子の方を見やる。

　何とも愛あい想そが悪そうな少女だった。

　俺と真弦に向けられているのは不ふ機き嫌げんそうな仏ぶつ頂ちよう面づら。狐きつね色いろの長ちよう髪はつをポニーテールで纏まとめ、さらにその頭には軍ぐん帽ぼうみたいなのを被かぶっていた。

　上着も軍帽のデザインと同じ軍ぐん服ぷく。下はセーラー服と思おぼしきプリーツスカートのようだが、初しよ見けんの印いん象しようはまさしく軍ぐん人じんといったところ。

[image: ]

　学科毎ごとに制服が異なる白はく陽よう花かにおいて、彼女の服はＤＨ学科の物ではない。

　たぶん他学科の生徒なんだろうが、何でＤＨ学科の校舎にいるんだ？

「何？　知り合い？」

　机の横に立つ軍服少女を指ゆび差さしながら真弦に問う。すると軍服少女は俺の指を見て、その仏頂面をさらに不機嫌そうに顰しかめた。どうも俺の人ひと差さし指の形が気に入らないらしい。

「……貴方あなたは確か、鳥と坂さかさんですか？」

　と、真弦が返答する前に、軍服少女が俺に対して質問を被かぶせてきた。

「そうだけど、お前は？」

「申し遅れました。自分はＭＧ学科一年の香か河がわ白しろ蜜みつです。白はく陽よう花か風ふう紀き委員、高こう等とう部ぶ部ぶ隊たいの副ふく委員長を務めています」

　ＭＧ学科っつーのは確か……魔法少女Magic Girl学科だったか？

　白陽花の代だい名めい詞しとも言える二に大だい学科の一つだ。

　総そう合ごう的てきに魔ま導どう戦せん闘とうをこなせるオールラウンダータイプ。そんな正義の味み方かたの未み成年の少女達たちを、世間では『魔ま法ほう少女』と呼んでいる。

　ＭＧ学科はそんな女子達を育いく成せいする女子科、と記き憶おくしていた。

　香河白蜜と自己紹しよう介かいした彼女はそこの一年らしい。

　こんな格かつ好こうの奴やつが魔法少女って……明らかに軍ぐん人じんなんだけど。この学校にはもっとマシな魔法少女がいないのか。俺おれがよく知ってる脳のう天てん気き女子はどう見ても魔ま女じよだし。

「……風紀委員の副委員長ねえ」

「？　それがどうかしましたか」

「や、何でもない」

　おっといけねえ。考え事が顔に出てしまったようだ。

　風紀委員にはいい思い出がない。俺が白陽花に転てん入にゆうしてきた日も散さん々ざんだったし。あの時はＥＸ学科の生徒だったが……そいつらの副委員長となれば、どんな言いがかりをつけられるか。

「んで、その風紀委員とお前は何で知り合いなの？　学年も学科も違うのに」

　そもそもＤＨ学科はその特とく性せいから、他た学科からやっかみを買うことが多い。相手が校こう則そくを遵じゆん守しゆする風ふう紀き委員ともなれば、その悪あく感情も一ひと際きわ強くなる。

　それは白はく陽よう花かに転校してこっち、身に染しみて理解している。

　だからこそＤＨ学科所しよ属ぞくの真しん弦げんと、風紀委員の白しろ蜜みつが知人ってのは、あまり想そう像ぞうできない。

「あー……や、中ちゆう等とう部ぶの頃ころにちょっとな」

　そんな俺おれの疑ぎ念ねんを察したのか、真弦は苦く笑しようしながら言葉を濁にごした。

　ＤＨ学科生特とく有ゆうの『あまり触れるな』という意い思し表ひよう示じだ。そのサインを出されてしまっては深く追及できないんで、俺は「なるほどね」とだけ言って納なつ得とくしたフリをした。

「……貴方あなたは何も知らないんですね」

　それでこの話は終わりのはずだったが、微び妙みように目を細めた白蜜が俺に突っかかってきた。

　その瞳ひとみにはわずかながら憤ふん慨がいが見て取れる。まるで大切な何かを汚けがされたかのように。

「鳥と坂さかさん達の学年には、天てん才さいが二人いました」

「天才？」

「一人は言うまでもなく冬ふゆ咲さきさんです。そしてもう一人は、かつて中等部部ぶ隊たいの風紀委員長を務めていた──」

「香か河がわ」

　その時だ。白蜜の語りを、真弦が厳きびしい口く調ちようで制した。

　見ると、グラサン狼おおかみの面おもてにはヘラリとした笑顔が張り付いている。だが同時に能のう面めんじみた無む機き質しつさも纏まとっており、威い圧あつ感かんを存ぞん分ぶんに発はつ揮きしていた。

　そんな真弦を見た白蜜が、うっ、と言葉を詰まらせる。

「鳥坂は今年入はいった転校生だ。知らなくても無む理りねえんだから、そう責めてやるな」

「……それは理解していますが」

「それに、ここはＤＨ学科だ。オマエんとこがどうだか知らんが、この校舎にいる限りはここのしきたりに従ってくれや」

　お互いの事情は極きよく力りよく探るべからず。

　そんなＤＨ学科の決まりを語る真弦に、白蜜は納なつ得とくできなさそうにしていた。

　やがて白蜜は軍ぐん帽ぼうのつばを摑つかみ、深く被かぶることで目め元もとを隠かくす。

「──失礼しました。自分の配はい慮りよ不足です」

　その渋しぶ々しぶといった感じの謝しや罪ざいにはどんな思いがあるのか、俺にはわからない。

　わからないから、俺は過去に何かあっただろう二人のやり取りに、静せい観かんを決め込む。

　その微び妙みように居い心地ごこちが悪い空気を察したのか、真弦がニヒヒといやらしく笑う。

「そんで香河、オレにどんな用件だ？　長らく顔を合わせてねえ旧きゆう知ちを訪ねてくるんだ。よっぽどのことなんだろ？」

　その質問を聞いた白蜜は軍帽から手を離し、真弦に向き直った。

「はい。実は頼みたいことがあるんです」




　　　　◆◆◆




「──試し作さく変へん身しんスーツの耐たい環かん境きようテスト？」

　俺おれが自分の席に座ったまま聞き返すと、白しろ蜜みつは仏ぶつ頂ちよう面づらのまま『はい』と頷うなずいてきた。

「かねてから開発が進んでいた変身スーツがやっと最終段だん階かいということで、熱ねつ暑しよ環境での運うん用よう試験と世せ間けんへのお披ひ露ろ目めが行われるんです。その補ほ助じよ員の要よう請せいが人ひと助だすけとして来ました」

　スラスラと淀よどみない白蜜の説明を俺と真しん弦げんは黙だまって聞いていた。

「期間は来週の頭から一週間、総そう勢ぜい五十名の大量募ぼ集しゆうです。皆さんにはそれに参加してほしいと思ってお願いにきました」

「一いつ緒しよに人助けを受けられるのは最大五人のはずだけど？」

「はい。なので今回は五名の最大登とう録ろくを十組、という形です。学がく費ひ免めん除じよ値ちも高めに設定されているので、奨しよう学がく生せいのお二ふた方かたにも悪い話じゃないと思います」

　なるほどね、と俺は頷うなずきながら、軽く教室内ないを見渡す。

　クラスには俺達しかいない。さっきまでいたクラスメイト達は白蜜がいるとわかった途と端たん、徐じよ々じよに姿すがたを消していった。さすがＤＨ学科生。他た学科から疎うとまれる身として、風ふう紀き委員と関わるのはよろしくないと理解しているのだろう。

　ちなみに凛り奈な達は談だん話わ室しつのリクエストボードに行っている。

　いい感じの人助けがあったら取ってきてもらおうと思っていたんだが……今回の急な案あん件けんのせいで、無む駄だ足あしさせてしまうかもしれない。

「一つ聞きたいんだけど、その人助けを何でわざわざ俺達に？」

「実はこの人助けは『一週間も作業に拘こう束そくされる』という条件のせいで人が集まってないんです。他の人助けと同時受じゆ注ちゆうできないし、通つう常じよう授業の遅れが出てしまうので。風紀委員で受けようとしたんですが、自じ分ぶん以外の委員達は人助けを入れちゃっていたんです」

「あー、それでせっせと人員補ほ充じゆうに回ってるってわけか」

「……そういう認にん識しきは遺い憾かんですけど、その通りです。なので、できれば大おお狼がみさんといつもチームを組んでる四人の方々に参加してほしいんです。それでちょうど五十名に達するので」

「だってよ。どうする？」

　俺は一緒に話を聞いていた真弦に問う。もとはといえば白蜜はこのグラサン狼おおかみを頼ってきた節ふしがある。ならば決定権けんはこいつにあるだろう。

「そうだなぁ。ここらで風紀委員に恩おん売うっとくのも悪かねえか」

「ん？」

「この要請を受けて、困ってる風紀委員を助けておけば……なあ？」

　すると真しん弦げんは悪わる巧だくみしているのを隠かくす様よう子すもなく、ニヤニヤし始めた。

「香か河がわは中ちゆう等とう部ぶの頃ころから風ふう紀き委員一ひと筋すじだからな。しかも今年高こう等とう部ぶに進級した途と端たん、副ふく委員長に抜ばつ擢てきされた特とく待たい生せい組。仲良くしておいて損はねえだろ？」

「あー、確かにコネがあると何かと便利そうだな」

「主にオレらが何か悪さをしちまった時とか、な？」

「……そういう話は、せめて自分がいないところでするべきだと思います」

　俺おれ達たちの打だ算さん的てきな物もの言いいに、白しろ蜜みつがジトーっとした目で睨にらみ付けてくる。

　だが俺としては真弦の意見に好こう感かんが持てた。懐ふところから携けい帯たいを取り出し、なるべく爽さわやかさを意い識しきして笑う。

「どう、白蜜？　メルアド交換する？」

「し、しません！　そんな話を聞かされて、交こう友ゆう関係を持つわけないです！」

　うむ、さすが風紀委員の副ふく委員長。ＤＨ学科流りゆうのアウトロー的な交友関係はお気に召めさないらしい。

　白蜜は警けい戒かい心を露あらわにしながら、ジリッとわずかに俺から距離を取った。

「大だい体たい風紀委員のブラックリストに載のっている人と親しん密みつになるつもりはありません！」

「おぉ、だから鳥と坂さかのこと知ってたのか」

「……え、何？　俺、風紀委員に要チェックされてんの？」

「よかったな鳥坂。有名人だぜ」

「お前、他ひ人と事ごとだと思って……」

　嫌いやな事実を知ってしまった。怪う人らの顔では国際指し名めい手て配はいされて、学生おもての顔では風紀委員に目をつけられて……やばい、安あん息そく成せい分ぶん欠けつ乏ぼう症しようになりそう。

「ま、それはそれとして。確かにオレ達は受注してた人ひと助だすけもあらかた終わってっからな。ちょうど来週からどうするか話し合ってたとこだし」

「だな。ま、凛り奈な達がどうかは知らんけど」

「できるだけ参加するように説せつ得とくしてくれれば嬉うれしいです。あっ、言い忘れてました」

　と、白蜜が軍ぐん服ぷくの胸ポケットから白はく陽よう花か特とく有ゆうのスマホみたいな学生証しようと、何かのチラシを取り出した。

　彼女は学生証を操そう作さし、とある画面を表ひよう示じして、机の上に置く。




　人助け・試し作さく変へん身しんスーツ運うん用ようテストの補ほ助じよ員いん。

　人助けの内容・変身スーツの耐たい環かん境きようテスト補助員、及びイベントの運営やスタッフをお願いします。未み発表の変身スーツの開発に関わるチャンス。クリエイターに興きよう味みがある方、イベント好きの方のご応おう募ぼをお待ちしてます。




　今回の人ひと助だすけに関する確かく認にん画面だ。あいかわらずバイトの募ぼ集しゆう要よう項こうみたいな文ぶん面めんである。

　そしてもう一つは……、

「あ？　何だこれ」

　俺おれは学生証しようと同時に机に広げられたチラシを手に取る。

　何かの広告らしいそれには、いかにも常とこ夏なつって感じの浜辺の写真。モデルとなる水着の女性がサーフボードを小こ脇わきに抱え、ものっそい爽さわやかな笑顔を浮かべて立っていた。

「……これ、リゾート地の広告じゃねえの？」

「それ以外の何に見えるんですか」

　広告から顔を上げて問うと、白しろ蜜みつは唇くちびるを尖とがらせていた。

「すでに営業を始めてる日本のリゾート地です。今回の人助けはここで行います。もちろん交通費や宿しゆく泊はく費ひは依頼主ぬし側で持つそうで──」

「凛り奈なちゃん、姫き紗さ希きちゃん！　海だって海！　アタシ、白はく陽よう花かに入ってからは人助けで忙いそがしくてロクに行ってなかったんだよねー」

『私も海は久しぶり』

「わたしも。昔はお祖じ父いちゃんによく連れてってもらったんだけどね」

　白蜜がリゾートと口にした途と端たん、いつの間にか期待に胸を膨ふくらませているガールズがいた。

「どんなとこかな？　楽しみだなー」

『リゾート地っていうくらいだから、やっぱりトロピカルでアバンチュールな感じだと思う』

「あっ！　……どうしよう。わたし、今いま水着持もってない」

『それじゃあ今度の土日、一いつ緒しよに学園生せい協きように行く？』

「そうだねー、あそこなら何でも揃そろってるし。アタシもおにゅーの水着買かおうかなー」

　ホラー映画もかくやという感じで現れた凛奈と姫紗希、カノンの三人組に眉まゆを顰ひそめる。

「……お前ら、どっから湧わいて出た」

　まったく気付かなかった。女じよ子し高生の娯ご楽らくに対する執しゆう着ちやく、侮あなどりがてえ。

「……お、ＯＫということでいいんですか？」

「そうっぽいな」

　怪け訝げんそうに確かく認にんしてくる白蜜に、俺は軽く同どう意いした。

　まあわざわざ話を通す手て間まがはぶけたんで、結果オーライってことで。




　　　　◆◆◆




　さんさんと照りつける太陽光こうが浜辺に降り注そそいでいた。

　仰あおぎ見れば雲一つない晴天。都と心しんではここまで夏を肌はだで感じられるとこはないだろう。つーか列れつ島とうの南側とはいえ、ここが本当に日本なのかも疑わしいほどだ。

　浜辺ではしゃいでいる人々も健すこやかな常とこ夏なつの空気にあてられたのか、やたら活いき活きとリゾートを謳おう歌かしている。ビーチチェアで日光浴よくを楽しんだり、海沿いの砂浜でビーチバレーをしていたり、ちょい遠めの海にはジェットスキーが気持ちよく水みず飛沫しぶきを上げていたりした。

　そんなわけで翌週の月曜日だ。

　視し界かいいっぱいに広がる、もう常夏といわんばかりのリゾート風景。まだ六月だってのに、俺おれは真ま夏なつ全盛期きの場所にやって来ていた。

「平日の午前中だってのに、結けつ構こう客が多いな」

「だな。有ゆう給きゆう取とってでも来たいほどの人気リゾートってことだ」

　そんな中、俺と真しん弦げんはビーチパラソルで作った日陰で女子陣じんを待っていた。

　俺はボードショーツにパーカーを羽は織おった、オーソドックスな海仕し様よう。真弦はどこから入にゆう手しゆしてきたのか、犬用と思わしきスピードスパッツで全身を包んでいる。

　そんな俺らの横には今日きようのために準備した物が揃そろっている。クーラーボックスに入った冷えた飲料、日焼け止めオイルから浮き輪などなど。海を前にしての準備に抜かりはない。

「それはそうと鳥と坂さか。一応、人ひと助だすけは授業の一いつ環かんだぞ。学園指し定ていの水着じゃなくていいのか」

「はあ？　リゾート地で指定水着とか、それこそないだろ」

　学校行事中ちゆう（つまり人助け中を含む）は学校指定の制服なり、それに準じゆん拠きよした服装であること。そんな校こう則そくはあるにはあるが、実際にあれを守っている奴やつなんていないだろ。

　ましてここはリゾート地。周囲がバカンス真まっ盛さかりなこの雰ふん囲い気きで、指定水着なんか着た日にゃ、あまりのＴＰＯの弁わきまえてなさに悪わる目め立だちしちまうだろうに。

「お待たせー」

『やっほー』

「おっ、来たな」

　聞き慣れた声に真弦と俺が立ち上がり、ビーチパラソルの下から出る。

　砂浜を小こ走ばしりで駆かけ寄ってくるのは件くだんの待ち人、カノンと姫き紗さ希きだった。

「……」

　そんな彼女らの姿すがたを見て、俺は絶ぜつ句くしてしまった。

「えへへー。不ふ肖しよう、立たち花ばなカノン！　今日のために水着を新しん調ちようしたのでした！」

　言って、カノンは自分の水着を見せつけるようにポーズを取った。

　そんな彼女が着ているのは──競きよう泳えい水着だった。

　胸むな元もとが大きく豊かに膨ふくらんでいるせいで、伸しん縮しゆく性の高い生き地じがぱつんぱつんになっている。更こう衣い室しつでシャワーを浴びてきたのか、紺こん色いろの生地が水気を帯びており、妙みように艶つややかな光こう沢たくが出ていた。

　しかも、いつもの魔ま女じよっぽい帽ぼう子しとマントをしっかり装そう備びしている。

『私もおにゅーの水着だったりする』

　その隣となりで姫き紗さ希きが、カノンに続くようにセクシーポーズを取った。

　彼女が着ているのは白しろ生き地じのスクール水着──俗ぞくに言う、白スクだった。

　銀ぎん髪ぱつに白い肌はだ。それに加えて、纏まとう水着も脱だつ色しよくしたのかと疑うほどの純じゆん白ぱく。カノンと同じく遊ゆう泳えい前まえのシャワーはすませているらしい。使っている生地がやや薄いようで、水を吸って肌に張り付いているところが、微び妙みように透すけていたりする。

　しかも、いつものグローブ型アイテムをしっかり装そう備びしている。

「どうかな？　男の子の感想が聞きたいんだけど」

『どや』

　返答に窮きゆうする俺おれに、女じよ子し二人が感想を求めてくる。

「……感想言いう前に悪いんだけど、一つ質問していい？」

「？　どうかしたの？」

「……それ、どっちも学校指し定ていの水着なんだよな？」

『？　そうだけど』

　揃そろって首を傾かしげんな。何で疑問を抱いてる俺おれが異い端たんみたいになるんだよ。

　いたく納なつ得とくできないでいる俺を、真しん弦げんが勝ち誇った顔で見上げてくる。

「な？」

「な、じゃねえよ。何でわざわざ指定水着なんだ。普通に市し販はんされてる水着じゃ駄だ目めなの？」

「え、だって人ひと助だすけは学校行ぎよう事じだし……ねえ？」

『校こう則そくでそう決まってるから……ねえ？』

　女子二人の視線が、普通の水着を着ている俺へと集中する。

　……ちょっと待て。このシチュエーション、前にもどっかであったぞ。かなり前に受けた浮うわ気き調査の人助けの時も、同じような雰ふん囲い気きじゃなかったか？

「ちょ、ちょっと姫紗希、カノン……やっぱりこの水着、変じゃない？」

　俺が微び妙みようにやな予よ感かんを抱き始めたその時、最後の待ち人がやってきた。

「全然変へんじゃないよ！　ほら凛り奈なちゃん、勇ゆう気き出して！」

『堂どう々どうとしてればいいわ』

「そうだけど……ち、違うのよ、橙とう也や！　この水着はわたしが選んだわけじゃなくて、姫紗希とカノンが『最近はこれが流は行やりだ』って言ったから……っ」

　現れるや否いなや、カアァと赤せき面めんした凛奈がそんな言い訳わけを口にしていた。

　彼女の水着姿すがたを見て、俺はやはり言葉を失った。

　二人と同じくシャワー後であり、水気を帯びた水着がぴったりと体に張り付いている。さらに凛奈の綺き麗れいな金きん髪ぱつや、幼いながらも健康的な四し肢しも濡ぬれており、水すい滴てきが陽よう光こうを反射してキラキラと輝いていた。

　そして、胸むな元もとに大変存そん在ざい感かんを出している『りな』と書かれたゼッケン。

　そう。つまり凛り奈なが着ているのは旧きゆう式しきのスクール水着──旧スクだった。

「またこのパターンかよ畜ちく生しよう！　あーいいよ、俺おれが悪かったよ！　俺がＴＰＯをわきまえてませんでしたよ！」

「橙とう也やくんが突とつ発ぱつ的てきにキレた!?」

『そんなことよりも橙也。凛奈が水着の感想を待ってる』

「え？」

　と、姫き紗さ希きに促うながされて、凛奈の方を見やる。

「べ、別に……橙也の感想なんていらないけど……」

　彼女は頰ほおを赤くしながら、手を後ろに組んでいる。視線は興きよう味みなさげに逸そらしているが、どこかソワソワした雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。

　……そんな『おにゅーの水着を褒ほめて欲しい』みたいにされてもなあ。

　だってスクール水着だぞ？　どう褒めろってんだ？

　だが姫紗希達たちは早く言ってやれ的な無む言ごんの圧力を俺にかけてくる。どうしたもんかと悩んだ末に、俺は今の凛奈に相応ふさわしい一つの褒め言葉を思いついた。

「とんでもなく似に合あってる。可愛かわいいぞ」

「す、スク水が似合うって言われるのは微び妙みようだけど……可愛いって、ほ、本当？」

「ああ、ホントだ。心なしか若々しく見えるし。そうだな、十歳さいは若わか返がえってる！」

「じゅ、十!?　そ、それって小学生に見えるってことじゃない……ヘタしたら園児……」

「橙也くーん!?　何で数ある褒め言葉の内、あえてそれを選んだのかな!?」

　ビーチパラソルの下で、ずーん、と凛奈が体育座ずわりしてしまった。

　あれ？　選択ミスった？　若いってのは大たい抵ていの女性に喜ばれるはずなんだが。

「ふ、うふふ……っ」

　と、凛奈が急に虚うつろな瞳ひとみで怪あやしい笑えみを浮かべ始めた。さらに四よつん這ばいのまま個こ々こ人じんの私し物ぶつが入った荷物群ぐんに近付き、ごそごそと自分のバッグをあさり始める。

「こうなったら密ひそかに買っておいた、この水着に着き替がえるしか……！」

　そして彼女が取り出したのは、布ぬの地じの面積が標準よりだいぶ小さい水着だ。

　いわゆるマイクロビキニと呼ばれるタイプで、トップスはほぼ大だい事じなところしか隠かくせなかったり、ボトムは異常にローライズだったりと、明らかに刺し激げきが強すぎる。

　何な故ぜか布地は紺こん色いろのナイロン製……スク水っぽい物を使っているが。

「このマイクロスク水なら、一気に大人おとなっぽく見えるはずだわ！」

「マイクロスク水!?　どこで買ったんだ、そんなキメラ水着!?」

「あれ、橙也くん知らないんだ。学園生せい協きようで普通に売ってるよ？　今年の新デザインだったはずだけど、凛奈ちゃん買ってたんだ」

「大だい丈じよう夫ぶなのか、うちの生協！　これが新デザインって迷めい走そうしてないか!?」

『他にもビキニスク水、セパレートスク水などの標準タイプ。さらにスリングショットスク水やピーカブースク水などのブラジル水着タイプも取り揃そろえております』

「待て、俺おれの中でスク水の概がい念ねんが崩くずれかけてる！」

　スク水って何だっけ……生き地じさえ同じなら、それってスク水って呼ぶんだっけ……？

「鳥と坂さか、ゲシュタルト崩ほう壊かい気ぎ味みなとこ悪いんだけどよ」

「あ？」

「一応ダチとして忠ちゆう告こくしとくが……いいのか？　着替えに行っちまうぞ、一いちノの院いん」

　真しん弦げんに鼻はな先さきで指し示された方向を見やる。

　そこには例のマイクロスク水を手に、更こう衣い室しつの方角へ駆かけていく凛り奈ながいた。

「待てェェ──い！」

　瞬しゆん間かん演えん算ざんで高速移動クイツク・ムーブを発はつ動どう。俺は浜辺の砂を巻き上げながら、凛奈の前に立ちはだかるように回り込んだ。

「なっ!?　橙とう也や、そこを退どきなさい！　わたしに刃は向むかう気!?」

「やかましい！　人ひと前まえでそんな刺し激げきが強い水着、俺が許しません！　どうしても着たいって言うなら俺を倒してから行け！」

「まあまあ橙也くん」

　睨にらみ合う俺と凛奈の下に、カノンと姫き紗さ希きが歩み寄ってきた。

「そうは言うけど、凛奈ちゃんがその水着を着た姿すがた、見たくないの？」

『成長しきってない女の子が少し背せ伸のびした、微笑ほほえましくもアダルティな魅み力りよく。一いつ見けんの価か値ちがあると思う』

「────」

「今だよ凛奈ちゃん！　アタシ達が橙也くんを押さえてる隙すきに！」

『逡しゆん巡じゆんしたってことは、自覚はなくても少しは見たいって思ってるはず』

「なっ、しまっ……!?」

　両腕うでをカノンと姫紗希にそれぞれ拘こう束そくされ、身み動うごきが取れなくなる。

「違う！　うまく説明できんが、今即そく答とうできなかったのはそういう意味じゃなくて！」

　カノン達の拘束から逃のがれようと、俺は必ひつ死しにもがく。




「何、リゾートを満まん喫きつしてるんですか──ッ!?」




　その時、俺の後こう頭とう部ぶに、まるで跳び蹴げりで蹴り抜かれたような衝しよう撃げきが走り抜けた。

「もごッ!?」

「きゃ……っ!?」

　キツい一いち撃げきのせいでカノン達の手から離れ、正面で対たい峙じしていた凛奈にぶつかってしまう。それだけではなく、そのまま二人でもみくちゃになりながら砂浜を転がった。

「ごは、ばっ……な、何だ!?」

　転がった拍ひよう子しに砂を食ってしまった。口こう内ないがザラザラして非常に不快だ。

「あ、あちゃー……」

『……』

「やっべ」

　砂浜に四よつん這ばいのまま顔を上げると、転がっている内に向いている方向が変わったのか、正面方ほう向こうにカノン達がいた。その顔には気まずそうな半はん笑わらい。

　で、そんな彼女達たちの隣となりに、ビーチには似に付つかわしくない格かつ好こうの女子がいた。

「姿すがたがないからもしやと思って捜さがしてみれば……ホテルを抜け出すなんて何事ですか!?」

　風ふう紀き委員の副ふく委員長にして軍ぐん服ぷく後こう輩はい、香か河がわ白しろ蜜みつだ。

　その表情はもはや仏ぶつ頂ちよう面づらとは形けい容ようできない。言うならば般はん若にや面めん。腕を組んで仁に王おう立だちしている白蜜からは、纏まとまりがない生徒達たちを取り締まる委員長的オーラが漂ただよっている。

「あ、ぐんぷ君。どうしたんだ、そんな血けつ相そう変えて」

「ぐんぷ君って何ですか!?　それってもしかして自分のことですか!?」

「うん。何かいつも軍服着てっからさ。てっきりそういうキャラで売ってんのかと」

「キャラなんか売ってません！　これは自分の魔ま導どう衣いです！　魔導衣の常じよう備び着ちやく用ようは魔ま法ほう少女にとって常じよう識しきです！」

「あー、だからカノンも」

「あれはただの魔ま女じよのコスプレです！」

「ま、魔女じゃないよ！　これはアタシが幼い頃ころから着てる、由ゆい緒しよ正しき……」

「それに自分は女の子ですから『ぐんぷ君』ではなく『ぐんぷちゃん』であるべきです！」

　何やら白蜜はかなりお冠かんむりのようで、相当どうでもいい部分にも憤ふん慨がいしてきた。

「……あれ？　アタシ無む視しされた？　今これ見よがしにスルーされたよね？」

『そういう日もあるわ』

　落ち込むカノンの頭を、姫紗希が無む表情のまま慰なぐさめるように撫なでていた。

　そんな彼女らを白蜜はキッと鋭く一いち瞥べつし、

「自分達は学業の一いつ環かんで人ひと助だすけに来たのであって、遊びに来たわけじゃないんですよっ。それなのに団だん体たい行動を乱すばかりか、勝かつ手てにビーチまで出向いたりして……っ！」

「え？　でも人助けは午後からだよね？」

　白蜜の言葉に、カノンが首を傾かしげた。

　今回の人助けは午後から、ということになっているはずだ。だから俺達はこうして空あいた時間で海に来たわけなんだが。

「確かにそうですけど、午前中はホテルで自習のはずです！」

　カノンの問いに白しろ蜜みつが、ビシィッ、と背後を指ゆび差さした。

　指し示す先に建っているのは、俺おれ達たちが宿しゆく泊はくすることになっているリゾートホテルだ。今日きようから一週間、あそこに泊とまり込み、人ひと助だすけを行うというスケジュールになっている。

「しかもそこのお二ふた方かた！　鳥と坂さかさんと一いちノの院いんさん！」

　怒りで興こう奮ふん気ぎ味みの白蜜はホテルへ向けていた指を、ビシッ、と今度は俺へ向けた。

「こんな人ひと目めがある場所で白はく昼ちゆう堂どう々どう、ふ、ふふ不ふ純じゆん異い性せい交こう遊ゆうなんて許しません！」

「あ？　不純異性交遊？」

「しらばっくれる気ですか!?　現行犯はんでその態度、風ふう紀き委員をなめてるとしか思えません！」

「？」

　やけに荒ぶっている白蜜の言いがかりに首を傾かしげる。

「鳥坂、下だ下」

『早く立ち上がった方がいいわ』

「あ、アタシ達の前だけならいいけど……他のお客さんも見てるよー？」

　白蜜の近くにいる真しん弦げん達たちが、何か騒さわがしくしていた。俺は再さい度ど首を傾げつつ、とりあえず指し示じどおりに下を見てみる。

　そこに何な故ぜか、凛り奈ながいた。

　まるで俺が凛奈を押し倒し、覆おおい被かぶさるような形。先ほど白蜜に蹴けり飛ばされ、もみくちゃになった拍ひよう子しにこんな体勢になったらしい。

　当の凛奈はぎゅ～っと目を瞑つむっていた。精せい一いつ杯ぱいの抵てい抗こうとばかりに足を閉じ、胸の前で両手を握っている。その小さな体は震えているが、何な故ぜか拒きよ絶ぜつの意い志しはなく、むしろ何かを受け入れるために待たい機きしているような雰ふん囲い気き。

　しかも凛奈は、覆い被さったまま何のアクションも取らない俺に対し、弱々しい声で──

「と、橙とう也やがその気なら、わたし……その気持ちに応こたえる覚かく悟ごが、ありますっ」

　なんて、殊しゆ勝しような態度で決けつ意い表ひよう明めいなんかしてきた。

「────」

　ドバンッ、と砂を巻き上げながら、全力で緊きん急きゆう離り脱だつした。

　凛奈から飛び退のき、メートル単位をバックステップ移動。高速移動クイツク・ムーブすら未み使用だというのに、我ながら驚きの身しん体たい能力を発はつ揮きする。

　そのまま呆あつ気けに取られる凛奈達に向けて、隙すきなく拳こぶしを構える。

　そんな感じに、まるで強きよう敵てきを前にした臨りん戦せん態たい勢せいの俺に、真弦が不ふ審しんそうに尋たずねてくる。

「おい、どうした鳥坂。いつになく真剣な顔して」

「……や、何つーか、俺ん中に正しよう体たい不明の感情が湧わき出たから」

　不ふ思し議ぎそうに首を傾げる一同に、俺は補ほ足そくで説明する。

「うまく言葉にできねえんだけど、何か急に胸がざわついたんだ。や、悪い予よ感かん的てきなもんじゃなくて、むしろ温かい感じがしたんだけど……でも異い様ようにいたたまれないというか、それが俺おれん中にあっちゃいけないような気がして……」

『……鈍どん感かんだと思ってたけど、無む自覚タイプだったのね』

「……凛り奈なちゃんも手紙の時は似たようなものだったし、ホント似た者同どう士しだねー」

『……というか、このタイミングで受け入れようとした凛奈も相当だと思う』

「だ、だっていきなりだったから仕方ないじゃない……っ！」

　二人の好き放ほう題だいな発言に、凛奈がガバァッと砂浜から起き上がった。

「それにわたしはもう無む自覚じゃないもん！　ちゃんと自分の気持ちに気付いて──」

「えっ、それってホントかな!?　いついつ!?　いつ頃ごろ気付いたの!?」

『そこんとこ詳しく』

「え、あっ、いえ……えっと？」

「ふっふっふ、そんな面白い転てん換かん期きをアタシ達に秘ひ密みつにするなんて、凛奈ちゃん水みず臭くさいなー」

　何だあれ、突とつ然ぜん女子特とく有ゆうの秘密トークが始まってるんだけど。

　いやトークというよりも、口を滑らしてしまった凛奈が、姫き紗さ希きとカノンに問い詰められている感じだ。しかし内容がよくわからん。

「あーもー、とにかくです！　皆さんホテルに戻ってください！」

　そんな俺達に、とうとう委員長気き質しつマックスの白しろ蜜みつが爆ばく発はつした。ビーチ全体に轟とどろくほどの大おお声ごえで叫んだかと思うと、フーッ！　と息を吐く。敵を前にして威い嚇かくする猫ねこのように。

　さて、どうしたものか。この風ふう紀き委員、思ってた以上に頭が固い。

「んー、仕方ないわね。姫紗希、カノン、お願い！」

　と、荒ぶっていた白蜜を見て、凛奈がビシィと指し示じを出した。

「『了りよう解かい』」

「え？　な、何ですかいきなり……きゃあっ!?」

　途と端たん、姫紗希とカノンの両名が、白蜜へ突とつ撃げきした。

　姫紗希がまず中ちゆう腰ごしで突っ込んで砂浜に倒し、そこから動きを封じる。さらに追つい撃げきとばかりにカノンが白蜜の両足を抱え込むように拘こう束そくした。

　事じ前ぜんに打ち合わせしていたかと思うほど完かん璧ぺきなコンビネーションである。

「も、もしかして暴ぼう力りよくに訴える気ですか!?　こ、これだからＤＨ学科は……」

「えっ？　まさかまさか。そんな酷ひどいことしないわよ」

「？」

　姫紗希とカノンに取り押さえられている白蜜が、訝いぶかしむように眉まゆを顰ひそめた。

「おう。買ってきたぜ」

「ありがとう大おお狼がみ君」

　そこで、いつの間にか姿すがたを消していた真しん弦げんが何かを凛奈に渡していた。

　それはかき氷だった。

　味はいちご練れん乳にゆう。どうやら浜辺のどこかにある売店で購こう入にゆうしてきたようだ。

「これを今から香か河がわさんには食べてもらうわ！」

「ほぇ？」

「……あー、なるほど」

　何の変へん哲てつもないかき氷を堂どう々どうと掲かかげる凛り奈な。

　まだ事じ態たいが飲み込めていないらしい白しろ蜜みつ。

　で、今から何が起こるかを理解して、軍ぐん服ぷく女子に冥めい福ふくを祈る俺おれだった。

「このかき氷はリゾート地に売ってた物。つまりこれを食べれば、香河さんもリゾートを満喫したことになるわ」

「はっ、ま、まさか!?」

「そうよ。ふふっ、これで貴女あなたもわたし達の仲間入いりね。強きよう制せい的てきに」

「それ犯はん罪ざいグループによくある手しゆ法ほうじゃないですか！」

　うん、新しん入いりを共きよう犯はん者にして警察に行けないようにするアレだな。

　状況を察したらしい白蜜が、しかし強気な笑えみを浮かべた。

「ふ、ふん、でも甘いです！　そんなの自分が口を開けなければ──」

「──二人共、やっちゃって」

「任せちゃってください！　えいっ」

『せいやっ』

「きゃっ!?　ちょ、ちょっと、脇わき腹ばらを突かないでくださ……ひゃんッ!?」

「ふふ、こうして脇腹のツボを刺し激げきされた貴女は自然と口を開けざるを得ないわ」

「ひ、卑ひ怯きようですよ！　ひぅッ……こ、こんなことに自分は屈くつしませ、きゃうんっ!?」

「……」

　ははは。さすが腐くさっても結けつ社しやの総そう帥すい。悪役ヒールがよくお似に合あいで。




「うぅっ……屈してしまいました。自分は……自分は、無力です……」

　数分後ご。砂浜で打ちひしがれる風ふう紀き委員がいっちょあがっていた。




「うん、問題も解決したことだし！　改めて遊びましょう！」

『海だー』

「やっぱりビーチバレーだよね？　あっ、それともスイカ割りかな？」

「立たち花ばな。残念だがここではスイカ割りは禁止されてるぞ」

　意い気き揚よう々ようと海に突っ込んでいく悪わるガキ共どもが数名。

「自分までこんな非ひ行こうに走ってしまうなんて……お父とうさんとお母かあさんに顔かお向むけできません……ずるいです、酷ひどいです……これがＤＨ学科の手しゆ法ほうなんですね……」

　そんな不ふ良りよう生徒共どもを取り締まろうとして逆に玉ぎよく砕さいされた白しろ蜜みつは、砂浜に崩くずれ落ちて、力に屈くつしてしまった自分を悔くやんでいた。

「……」

　かなり気まずい。

　落ち込んでいる彼女を見ていると、ただでさえ凛り奈な達たちとつるんで海を満まん喫きつしようとしていただけに罪ざい悪あく感かんに苛さいなまれる。

　こんな時、俺おれは何て声をかけていいか……、

「とりあえず、口にシロップついてるぞ」

「誰だれのせいだと思ってるんですかっ！」

　少なくともそれに関しては俺のせいじゃねえよ。




　　　　◆◆◆




　ビーチから少し離れたとこに位置する人ひと気けのない砂浜。そこが今回の主な作業場ばだった。

　砂浜に広げられたビニールシート。その上に載のせられたモニターやら何やら、俺にはよく理解できない機き材ざいがいくつも載せられている。その機き械かい類を太いコードが繫つないでおり、広い砂浜だというのに足あし場ばに困る始し末まつだ。

　そんな場所を行き交かうのは、薄うす着ぎの上に白はく衣いを羽は織おった大人おとな達。彼らがスーツの開発者であり、今回白はく陽よう花かに人ひと助だすけを求めた依い頼らい主ぬしだ。

　その中心には、近代的なデザインのスーツを来たスーツアクターがいた。見た目は最も早はやスーツというよりロボット。ここ最近の魔ま導どう衣いの進しん化かは凄すさまじいな、と俺は一人で感かん心しんしていた。

　俺達の仕事は、その研究員やスーツアクター達の補ほ助じよだ。基本的に雑ざつ務むが大たい半はん。専せん門もん知識など必要なく、彼らに頼まれたことを黙だまってこなしていればいい簡単な作業である。

　が、時に例れい外がいがあったりする。




「あれ？　そこの誘ゆう導どう機き構こうの導どう式しき、少し途と中ちゆう式しきが長くないですか？」

「ん？　そうかな？」

「これならこっちの短たん縮しゆく系けいを使った方が……ほら、出力が安定します」

「おお確かに。いやー、君凄すごいねー。まだ初しよ等とう部ぶなのにここまで詳しいなんて。よかったら将来うちに就しゆう職しよくしない？」

「わ、わたしはもう高校生ですっ！」

　モニターと睨にらめっこしている研究員に、偶ぐう然ぜん通りかかった凛り奈ながアドバイスをしたり。




「あー、もうちょっと魔ま力りよくの出力上あげてくれないかな？」

『ん……こんな感じですか？』

「そうそう……うん、安定してるね。数すう値ち的てきな誤ご差さもほとんどない」

『ありがとうございます』

「本当に助かるよ。うちは研究が本ほん職しよくでスーツアクターは専門じゃないからさ、スタミナがなくって。今度の休きゆう憩けいの時もお願いしていい？」

　スーツアクターが魔力切れでへばった時、我がＤＨ学科が誇る姫き紗さ希きが代だい役やくを務めたり。




「お弁べん当とう持もってきました。ここに置いておきます」

「……驚きだな。その歳としで飛行魔ま導どうが使えるなんて」

「あはは、アタシはまだまだ未み熟じゆく者ものですよ。乗せられる荷物も人が二人分ぶんで限界ですし」

「いやいや使えること自体が凄すごいわけだからさ。国家資し格かくを持ってても使えない人なんて山ほどいるからね……ねえ、もしかしてその箒ほうき型アイテムに特とく殊しゆな誘ゆう導どう機き構こうが付いてるの？　どんな導どう式しきが組み込まれてるのかな？　ちょーっと分解させて、中見せてくれない？」

「え？　だ、駄だ目めですよ！　これはお姉ねえちゃんからもらった大切なアイテムで……ッ！」

　飛行魔導で荷物を運んだカノンに、アイテムおたくっぽい研究員がその箒に目を付けたり。




「おーい。さっきのデータを纏まとめた紙、どこにやったんだー？」

「どれっすか？　誰だれが持ってたとか、そういうのわかります？」

「うお、びっくりした……いやね。あっちの眼鏡めがねかけてる僕の部ぶ下かに、そこへ置いておくように頼んだんだけど」

「あ、それならそこの工こう具ぐ箱の下にあるっす。あの人の匂においがするんで。たぶん風に飛ばされないようにしたんじゃないっすか？」

「ん？　……ホントだ。ありがとう、助かったよ」

「これくらいならお安い御ご用ようなんで」

「……というか、何で狼おおかみが喋しやべれるんだろ？　何か特殊なアイテムかな？」

　研究員がなくしてしまった大だい事じな資料を、失うせ物もの捜さがしのプロである真しん弦げんが見付けたり。




　といった具合に、自分達の特とく性せいを活いかしたサポートで雑ざつ務む以外でも役に立っている面めん々めんがいたりするのだ。そんな働きを見せる彼女らに研究員達たちは気をよくしたらしく、あれよあれよという間に打ち解けて、仲よくなったくらいだ。

　もちろん人ひと助だすけがない時間は、俺達はきっちりリゾートを満まん喫きつし、その度たびに例の風ふう紀き委員が飛んできて注意されるなんてこともあったが……とにかく試作スーツの耐たい環かん境きようテストの人助けは思いの外順じゆん調ちように進むのだった。

　そんな感じで人ひと助だすけ終了を明日あしたに控ひかえた木曜日。

「クソ、意い外がいと重てえ。あー畜ちく生しよう、重てえ」

　俺おれはクーラーボックスを左右に二つ引っさげ、砂浜を歩いていた。ボックスの中には飲み物がぎっちり詰まっている。

　用意していた分の飲み物がなくなったので調ちよう達たつを頼まれたわけだが……飲食類るいはリゾートビーチの方にしか売ってないので、こうして買い出し中なのだった。

「愚ぐ痴ちを言っている暇ひまがあるなら、もっとしゃんとしてください」

　そんな俺の隣となりを歩くのは、同じく買い出し任にん務む中の白しろ蜜みつだ。

　荷物の重さに猫ねこ背ぜになっている俺を、風ふう紀き委員気き質しつのジト目で見てくる。その手には俺が持ちきれない飲料が入ったビニール袋ぶくろ。それでも結けつ構こうな重さのはずだが、この軍ぐん服ぷく後こう輩はいは不ふ平へい不ふ満まんを一切漏もらさなかった。

「仕事に対する不満は、それを聞かされている者の行動意い欲よくを低下させ、規き律りつが乱れます」

「……」

　要するに、お前がうるせえとやる気がなくなるから黙だまれってことらしい。

　手て厳きびしい後輩だ。ちょうどこいつと俺の手が空あいてたからって理由で一いつ緒しよに買い出しするハメになったんだが、どうも馬が合わない。

「わーったよ。荷物に対する愚痴を漏らさなきゃいいんだろ」

「理解していただいて幸いです」

「クソ、隣の後輩が意い外がいと小うるさい。あー畜生、小うるさい」

「な・ん・で、その愚痴は看かん過かされると思ったんですか！　そういうことじゃありません！」

　ふしゃーっ！　と荒ぶる風紀委員。

　が、怒っても無む駄だだと判はん断だんしたのだろう。白蜜はそれから諦あきらめたようにため息を吐ついた。そのまま片手を差し出すように伸ばしてきた。

「そんなに言うなら、自分に一つ渡してください。自分が持ちます」

「やだね」

「……意味がわかりません」

　言って、白蜜は伸ばしていた手を下ろす。

「ＤＨ学科の生徒はいつもそうです。もっと常じよう識しきの範はん疇ちゆうで行動してください」

　その言葉には長年不ふ快かいに思っていたことを尋たずねるニュアンスが含まれていた。

「今だってそうです。何な故ぜ貴方あなたはわざわざ荷物を持った上で不満を言うんですか」

「何？　ホントにわからねえの？」

「……わかりませんよ。だって、おおよそ考えられる常識から外れています」

「先せん輩ぱいの意い地じ」

「……はい？」

　目を丸くした白しろ蜜みつの歩みが止まる。合わせて俺おれも立ち止まり、本当に理解しかねるといった様よう子すの彼女に肩を落とす。

「後こう輩はいに頼られた年とし上うえとしての意い地じだよ。男のって言い換えてもいい」

　元々この人ひと助だすけは白蜜からの要よう請せいで受けることになった。たとえ彼女が頼ったのは旧きゆう知ちである真しん弦げんだったとしても、それが苦く肉にくの策だったとしても、頼られたからには応こたえてやりたいと思うのが本ほん音ねである。

　そりゃあ仕事がきつければ文もん句くの一つや二つあるが、だからといって途と中ちゆうで投げ出すのは、先せん輩ぱいとして情なさけないだろう。

「……貴方あなた達たちはいつもそうやって、意地とか個人とか……そんなのを理由に、全体の秩ちつ序じよを乱すじゃないですか」

　と、白蜜は何か口く惜やしそうにうつむいていた。

　唇くちびるを引き結び、何か胸にこみ上げる思いを言葉にするように。

「だから自分は、ＤＨ学科が──嫌きらいです」

　と、その言葉の後半を聞くことはできなかった。




　ギョオンッ！　と大気を震わせる爆ばく音おんが、白蜜の言葉を遮さえぎったからだ。




「っ！」

「な、何ですか、一体？」

　困こん惑わくする白蜜から視線を切り、音おん源げんの方向──俺達が向かっていた試験場じようを見やる。

　そこから上空へ射しや出しゆつされた砲ほう撃げき魔ま導どうの余よ波は。一いつ直線に伸びる光はすでに空気中に霧む散さんし、消えかけている。

　続いて聞こえてきたのは、大おお勢ぜいの人々による狂きよう乱らんの声。

　悲ひ鳴めいじみた声を耳にした途と端たん、俺はすでに高速移動クイツク・ムーブを連続展てん開かいしていた。

「試験場の方だ！　急げ！」

「え？　ま、待ってください！」

　背後から、白蜜が遅れて続いてくる気け配はい。それを背に感じながら、俺は魔ま力りよく生せい成せい量りようを限界まで高め、砂浜を疾しつ駆くした。




　　　　◆◆◆




　試験場に到とう着ちやくした俺達を迎えたのは──そんなたいしたことはない光こう景けいだった。

「あいたた……いや、まいったな」

「ちょっと騒さわぎすぎちゃいましたねぇ」

　まず砂浜に倒れ、頭を振っている研究員いんと思われる人ひと達たちが数人。さらにその中心にはロボットみたいな変へん身しんスーツ。中にはスーツアクターが入っているらしく、ゴツい外がい見けんとは裏うら腹はらに『ちょっと転んじゃいました、はははー』みたいな軽さで気き恥はずかしそうに頭を押さえている。

「……あ、あれ？」

「……大だい事じなさそうだな」

　状況が吞のみ込めない俺おれと白しろ蜜みつが呆あつ気けに取られる。

　かなりの騒さわぎだったんでどんな凄せい惨さんな光こう景けいが待ってるかと思ったら……何か意い外がいと大だい丈じよう夫ぶそうだった。

『橙とう也や、香か河がわさん』

「二人共とも、おかえりー」

　と、俺達たちの下もとへ姫き紗さ希きとカノンが駆かけ寄ってくる。その声こわ音ねは非常にまったりとしており、緊きん張ちよう感かんがまるでない。

　そんな彼女達たちに、白蜜が少し焦あせった様よう子すで口を開く。

「あ、あの、何があったん──」

「凛り奈なは無ぶ事じか？」

「……あの、鳥と坂さかさん？　今は自分が質問してたんですけど？」

「あはは。やっぱり橙也くんが最初に確かく認にんするとこはそこなんだ」

『大丈夫。今、大おお狼がみ君と一いつ緒しよに怪け我がした人達を診みて回ってるわ』

　姫紗希の言葉に、俺は砂浜を見渡す。

　確かに、倒れている人達の隣となりに屈かがみ込んで何かしている金きん髪ぱつ少女と狼おおかみの姿すがたがあった。手て元もとに救きゆう急きゆう箱ばこがあるのを鑑かんがみるに、たぶん応おう急きゆう処しよ置ちを施ほどこしているのだろう。

　どうやら凛奈に大事はないようだ。

　ほっと胸を撫なで下ろした俺とは裏うら腹はらに、状況を聞いた白蜜は慌あわて始めた。

「け、怪我人にんがいるんですか？」

「え？　あ、うん、ちょっとね」

「で、何があったんだ？」

　俺と白蜜が問いただすと、カノンと姫紗希が揃そろって気まずそうに説明し始める。

「さっきスーツに組み込まれてる砲ほう撃げき魔ま導どうの試し射しやをしたんだけどね……研究員の人達はそれを見て、いきなりはしゃぎ始めちゃって」

『自分達が開発した砲撃魔導のできのよさに小こ躍おどりしてたら、そこら辺のコードとか機き材ざいにつまずいて転んだ、みたいな？』

「……あー、そういうこと」

「……」

　事情を説明された俺と白蜜は呆あきれ返ってしまった。

　まあ何かの事件に巻き込まれたってわけじゃなさそうで何よりだ。

　と、俺おれ達たちの近くにも研究員いんが一人、倒れているのを発見した。まだ凛り奈な達の手が回っていないらしい。

「ちょっとあの人診みてくる」

「え？　と、鳥と坂さかさん、怪け我がを診られる人なんですか？」

「それくらいできるっつーの」

　妙みように引っかかる物言いの白しろ蜜みつに断りを入れ、俺は倒れている研究員の下まで歩み寄る。

「どこが痛みます？」

「ああ、えっと……右足を捻ひねっちゃって」

　俺は彼の正面にしゃがみ込み、右足あし首くびを軽く持ち上げる。

「すんません、ちょっと我が慢まんしてください」

「ああ、わかっ……痛いてて」

　ビーチサンダルを脱がし、足首を軽く動かしてみる。するとあまり動かしていないのに研究員は痛みに顔を顰しかめた。患かん部ぶは見た目ちょっと腫はれてるし、触った感じだと少し熱っぽい。

「んー、まあ軽い捻ねん挫ざっすね」

「橙とう也や、ちょっと横にずれてちょうだい」

　と、俺のところへ救きゆう急きゆう箱を持った凛奈がやってくる。

「ん、他の人達は？」

「大だい体たい同じ。皆、捻挫だったり打だ撲ぼくだったりよ」

　俺が横にずれると、凛奈が隣となりにしゃがみ、せっせと救急箱を開ける。そこから湿しつ布ぷやら包ほう帯たいやらテーピングやらを取り出し、研究員の足首に手て際ぎわよく応急処しよ置ちを施ほどこしていった。

　さすがというべきか。俺の身体からだに変へん異い導どう式しきを組み込んだり、さらにその導式を改かい造ぞうしたりする彼女にとって、この程てい度どの応急処置は朝あさ飯めし前まえらしい。

「はい、これで大だい丈じよう夫ぶです」

「や、ありがとう。助かったよ」

「しばらく安あん静せいにしてれば治りますけど、数日は激しい運動はしないでくださいね」

「え？　……い、いや！　そ、それは困る！」

　凛奈の言葉を聞いた研究員の顔が血の気を失っていく。

「明日あした、試し作さくスーツの最終テストがあるんだよ！　模も擬ぎ演えん習しゆうが！」

「……あー、そんなのがあったな」

　渡されたスケジュールの最終日にそんなことが書いてあったような……？

　俺達がここ数日寝ね泊とまりしているリゾートホテル。そこを貸し切って、試作スーツの最終テストを行うらしい。

　確か……テロにスーツが通用するか試すため、テストは実じつ戦せんを想そう定ていした模擬演習方式。テロリスト役を見立て、スーツを着用したスーツアクターがテロを制せい圧あつする、なんて筋すじ書がきだったはずだ。俺おれ達たち白はく陽よう花かの生徒も人ひと質じち役やくで参加することになっている。

「それで少しだけ魔ま導どうを囓かじってる僕達がテロリスト役をやるんだ。な、何とかならないかな？　明日あした一日だけでも！」

　すがるような研究員いんの問いに、凛り奈なは困ったような顔で、

「今は大だい丈じよう夫ぶですけど徐じよ々じよに腫はれが酷ひどくなって、歩くのも大変になると思いますから……」

「そ、そんな……」

『代だい役やくとかは呼べないんですか？』

　と、いつの間にか隣となりにいた姫き紗さ希きがそう尋たずねた。彼女の後ろにはカノンと白しろ蜜みつの姿すがたもある。

「演えん習しゆうは明日だし、そんなすぐに呼べるわけないよ……」

「えっと、じゃあスケジュールをずらすとか？」

　カノンもそれに続いて代だい案あんを出してみるが、研究員は沈ちん鬱うつな面おも持もちで首を振った。

「演習にはパトロンやスポンサーの人達も人質役で参加することになってるから、スケジュールはずらせないんだ……あー、どうしよう……」

「んー、何とかできないかしら……」

　頭を抱える研究員を見て、凛奈が自分のことのように悩み始める。

　お人ひと好よしな彼女のことだ。どうにかして演習を中止せず、彼らを救ってやりたい気持ちでいっぱいなんだろう。

「──ん？」

　と、そこで今まで黙だまっていた白蜜が何かに気付いたように声を漏もらす。

「ある程度魔導が扱えて、悪役ができて、すぐに都つ合ごうがつきそうな人？」

　彼女はそんな含みがある独ひとり言ごとを呟つぶやきながら──俺達ＤＨ学科の面めん々めんを見渡す。

「ＤＨ学科……ダークヒーロー学科所しよ属ぞくの生徒、ですか」

「……何だよ」

　白蜜が次に言うだろう提てい案あんに、つい顰しかめっ面つらを浮かべてしまった。




　　　　◆◆◆




　こうして迎えた人ひと助だすけの最終日。

　リゾートホテルのパーティー会場で、俺達は『テロリスト役の代役』というややこしい役やく柄がらを演じていた。

　悪の秘ひ密みつ結けつ社しやであることを隠かくして白陽花に通ってる身としては『何でこんな墓ぼ穴けつを掘るようなことを』なんて思っていたのだが……そんなローテンションな俺を余よ所そに、我が結社の総そう帥すい様はノリノリなのだった。

「今この瞬しゆん間かんをもって、このホテルはわたし達の支し配はい下かよ！」

　拳こぶしを掲かかげながら宣せん言げんする凛り奈なは、もうあらん限りに活いき活きとしていた。まさに水を得た魚というか、悪いことしていいよと言われた悪の総そう帥すいだ。心なしか肌はだ艶つやがよくなっているようにさえ見える。

「ふ、ふふふっ、ふへ……えへへ～っ」

　凛奈のキメ顔は見る見る内に、ふにゃあ、とだらしない笑顔になっていく。

　正しよう体たいを隠かくさなければならない学がく園えん生活にストレスでも感じていたのかもしれない。一時とはいえ本ほん職しよくに戻るチャンスを得た凛奈は、今にでも小こ躍おどりしそうなテンションだった。

「きゃーっ！　最さいッ高こぉー！　こういう登場と共に格かつ好こいい台詞せりふを言う感じ、一度でいいからやってみたかったのよ！」

　というか、すでに踊ってた。

　あははー、と活発な笑い声を上げながら、その場でぴょんぴょん跳はね回っていた。

「とーうーやー！　ちゃんと見てるぅ──ッ!?　わたしの晴れ舞台よ、晴れ舞台！」

　さらに感かん極きわまった凛奈は、裏うら口ぐち前まえで待たい機きしている俺おれに向けて、ブンブン両手を振ってきた。

　すまん。めっちゃ恥はずかしいから目を逸そらしたいんだけど。

「ちょっと一いちノの院いんさん！　何してるんですか!?」

　と、気持ちよくなっている彼女に水を差す者が一人、人ひと質じち役やくとして参加していた白しろ蜜みつだ。

　相変わらずの軍ぐん服ぷく姿すがたの白蜜は、ドレスやタキシードの客達をかきわけ、ずんずんと凛奈に歩み寄っていく。

「あっ、ごめんなさい。ちょっと興こう奮ふんしちゃって」

「そんなの見ればわかります！　それよりも最初の台詞、もらった台だい本ほんと全然違ちがうじゃないですか！　真ま面じ目めにやってください！」

「えー？　だってこっちの方が格好いいわよ？」

「それと何ですか、あの『正義の味み方かたの味方』っていう意味不ふ明めいな謳うたい文もん句くは!?」

「あら？　ふふっ、さすが香か河がわさん。目のつけどころが違うわね」

「何で誇らしげなんですか!?　別に褒ほめてませんよ!?」

「そう！　結けつ社しやが必要悪あくを担になえば正義の味方はより評ひよう価かされ、世界は幸せになるわ！　つまり悪というのは正義の味方の味方なの！　……と、結社の人は考えてるだろうなーって思って、わたしが付け足したの」

「そんな殊しゆ勝しような信しん念ねんを掲かかげる結社なんてあるわけないでしょう！　犯はん罪ざい者しやですよ！」

「あ、あるもん！　今は小さいけど、ちゃんとあるわよ！」

　ギャーギャーと子供みたいな口くち喧げん嘩かを始める二人に、俺は内ない心しんハラハラしていた。

　凛奈の奴やつ、結けつ構こう口くち滑すべらせまくりだ。何な故ぜあれでバレないのか不ふ思し議ぎで仕方ないくらい。

「ははは。元気いいね、彼女達」

　俺おれが会場の遠えん方ぽうで騒さわいでいる二人を眺ながめていると、タキシードを着た男が話しかけてきた。

「あ、何かすいません」

「いやいや謝ることないよ。リーダー役のあの子、演えん技ぎうまかったし」

　彼がテロリスト役を演じるはずだった研究員いんの一人だと気付き、頭を下げる。

　彼らはテロリスト役の代わりに人ひと質じち役やくとして、この演えん習しゆうに参加している。凛り奈なの演技がいたく気に入ったのか、彼はうんうんと満足そうに頷うなずいていた。

「それにあの子も凄すごかったけど、君もなかなか迫はく真しんの演技だったよ？」

「うんうん。偽にせ者ものだってわかってても、怖こわくなったもんな」

「いやー、最初はどうなることかと思ったけど。君達に頼んでよかったなー」

「ん？」

　と、さらにもう数人、研究員らしき人達が俺の周りを囲い始めた。

「君とあの子、もしかして演えん劇げきの経験があったりする？　俳はい優ゆう志望とか？」

「あ、いや、俺達はそんなんじゃ……」

　さすがに、まあ本ほん物ものの悪の秘ひ密みつ結けつ社しやなんで、とは言えなかった。

「裏うら口ぐちに君が立ち塞ふさがった時なんか、もう本物の凶きよう悪あく犯がいるかと思ったよ」

「そうそう。何て言うのかな、こう、魂たましいから滲にじみ出てる悪あく辣らつさというか？」

「わかるわかる。全身から漂ただよう外げ道どうっぽい感じだろ？」

「うっせーハゲ。余よ計けいなお世せ話わだ」

「「「え？」」」

「あっ、いや、誉ほめていただいて恐きよう縮しゆくっす。あざっす」

　いかんいかん。素すが出てしまった。

　しかし面めん倒どうなことになった。

　俺と凛奈が本物の結社だと知らない研究員達たちは口々に『いい悪あく役やくだった』と褒ほめ称たたえてくる。反応に困ると、彼らはそれを謙けん遜そんだと受け取り、さらにわいのわいのと賑にぎわい始めた。

　このメンドクサい状況をどう打だ開かいしようか考えていると、




　ターンッ！　と本ほん日じつ二発目の乾いた銃じゆう声せいが、会場に響ひびき渡った。




「あ？」

　音がした正しよう面めん出入口の方を見やると、そこには今いまし方がた会場に入ってきた男がいた。

　服装は俺達と同じ迷めい彩さい服ふくと戦せん闘とう防ぼう弾だんチョッキ。高らかに掲かかげた手には、発はつ砲ぽうした直後の拳けん銃じゆうが握られている。

　さらに変化は起こった。

　拳銃を発砲した男の背後に位置する正面出入口から、東西の出入口から、さらに俺がいる裏うら口ぐちから……次から次へと武ぶ装そうした集団が入ってきたのだ。

　彼らは全ぜん員いん会場に入ったことを確かく認にんすると、すべての出入口のドアを閉める。

　そして誰だれも逃がさないとばかりに、閉へい鎖さされたドアの前に立ち塞ふさがった。

　テロリストと思わしき男達の再さい登場に、会場にいる全員が呆あつ気けに取られて静まり返る。

　これは……研究員いんから逃げるチャンスだ。

「もしかして代だい役やくの方っすか？」

　裏口から入ってきた男達の一人に、俺おれは歩み寄りながら気さくに話しかける。

「いやー、補ほ充じゆうの人が来るなんて聞いてないんで驚きましたよ。でも助かりました、ぶっちゃけこういうのは専せん門もん外がいなんで」

「……」

「それにしても統とう率そつされた動きでしたね。プロの俳はい優ゆうさんっすか？」

「…………」

「…………えっと、何でそんなお黙だまりに？」

　俺が話しかけた男が面めん倒ど臭くさそうに、手にしていたサブマシンガンの銃じゆう口こうを向けてきた。

　瞬しゆん間かん──耳をつんざかんばかりの爆ばく音おんが響ひびき渡る。

「うおっ、ちょっ、待ったたたたたたッ!?」

　足あし下もとの床を撃うたれ続ける。

　俺の第だい六ろつ感かんが一いつ瞬しゆん早く危き機きを知らせてきたんで、何とか足を撃ち抜かれず後こう退たいできた。が、無む理りな体勢で後退したんでバランスを崩くずし、尻しり餅もちをついてしまった。

「だ、大だい丈じよう夫ぶかい!?」

　研究員の一人が倒れた俺に駆かけ寄ってくる。

「──妙みような動きを見せるな。今度は威い嚇かくじゃすまねえぞ」

　威い圧あつ的な物言いには、冗じよう談だんなんて欠片かけらも見当たらない。本当に、マジで、妙な動きをした瞬間に撃ち殺すといわんばかりの生なま々なましい殺さつ気きである。

「……」

　俺は尻餅をつきながら、床に残されたいくつもの弾だん痕こんに目を落とす。

　そこら辺に飛び散る床と思われる破は片へん。着ちやく弾だん点てんの絨じゆう毯たんは無む惨ざんに消し飛び、弾だん丸がんに削けずり取られた床が剝むき出しになっていた。明らかに実じつ弾だんによる損そん壊かいだ。

「…………あれ？」

　もしかしてこの人達……本物ですか？




　　　　◆◆◆




　リゾートホテルのビルが、本物のテロリストに占せん拠きよされた。

　今回の演えん習しゆうなんだが、どうもホテルを貸し切りにした豪ごう勢せいな催もよおしだったらしい。一いつ般ぱん客きやくはあらかじめホテルを出るように通つう達たつされ、建物内ないにいたのは俺おれ達たち──スーツテストに参加していた連れん中ちゆうと、必要最さい低てい限げんの警けい備び員いんだけ。

　結果として、テロリストはいとも簡単にビル一つを制せい圧あつした。

　警備員を捕とらえ、ホテルの警備システムを逆さか手てにとって外部からの侵しん入にゆうを遮しや断だん。ホテル内にいるのは俺達だけなんで、人ひと質じちは最さい適てきな数を確保という素す敵てき具合だ。

　そんな俺達人質がいるパーティー会場はビルの中ちゆう層そう付近だ。

　ここから逃げ出したとしても、脱だつ出しゆつするにはテロリストが徘はい徊かいするビルを地上まで降りて行かなきゃならない。窓から飛び下りて脱出なんてのも無む理り。まあ飛ひ行こう魔ま導どうが使えるカノンならばできそうだが……、

「あ、アタシのリンカー・ベルⅣ型ちゃん！　も、もうちょっと丁てい寧ねいに扱ってください！」

『……わたしのグローブ、また盗とられた』

　こんな感じに、俺達が持つアイテムはすべからくテロリスト達に没ぼつ収しゆうされているのだった。

　姫き紗さ希きのグローブ、カノンの箒ほうき、真しん弦げんの術じゆつ符ふ……白しろ蜜みつに至っては変へん身しんスーツである軍ぐん服ぷくと軍ぐん帽ぼうを奪うばわれ、ただのセーラー服になっていた。

　そうして丸まる腰ごしにされた俺達は手て錠じようをかけられ、人質として会場の中央に集められていた。

「……つーかさ、オレだけ何か扱い酷ひどくね？」

　若じやつ干かん一匹ぴき。手錠ではなく四し肢しを縄なわでグルグル巻きに纏まとめられ、床に転がされている狼おおかみがいるが、それは例れい外がいなんで気にしない。

　会場の四し方ほうに位置する出入口まで、軽く見積もって二十メートル以上はある。しかも俺達の周りは、銃じゆう器きやアイテム類るいで武ぶ装そうしたテロリスト達の見み張はりが取り囲んでいる。

　魔導がまともに使えないのでは人質達たちを救い出すどころか、この会場から無ぶ事じに脱出することもままならない。だから俺達はヘタに抵てい抗こうせず、大人おとなしくテロリストの指し示じに従っていた。

「……わたしの晴れ舞台だったのに……許せない、許せないわ、あいつら！　絶対、必ず、何が何でもけちょんけちょんにしてやるんだから……ッ！」

　若干一名。大人しくするどころか復ふく讐しゆう心しんに燃えたぎっている金きん髪ぱつ少女が俺の隣となりにいるが、それはやはり例外なんで気にしない。

　そして現在。テロリストがビルを占せん拠きよして一時間、おそらく正しよう午ごちょいすぎ辺り。

「人質達が所有していた武ぶ器き、護ご身しん具ぐ、及び魔導アイテムの類たぐいはすべて没収しました。すべてセキュリティルームに保ほ管かんしています」

「侵入者に対する防ぼう衛えいは？」

「はい。予定どおりビルの警備システムを作動させ、出入口すべての防ぼう壁へきを下ろしています。セキュリティルームの見み張はりは二名、人質達の荷物管かん理りと併へい用ようで行っています」

「うん、ご苦労様。よくやってくれた」

　人ひと質じちが集められた正面に、一ひと際きわ存在感を放つ男がいた。

　外がい見けんは二十代後こう半はんから三み十そ路じ。服装はきっちりとした白のスーツだ。白黒ストライプのワイシャツに赤いネクタイを締しめ、本ほん革かわらしい高そうな革かわ靴ぐつを履はいている。

　その男は報告にやってきた部ぶ下かに対し、柔にゆう和わな笑えみで労ねぎらいの言葉を送っていた。

　一見整せい然ぜんとしたナリだが、しかしあからさまに武ぶ装そうしているテロリスト達とは違った剣けん吞のんさがある。外からは見えず、内に隠かくされた獰どう猛もうさ。身だしなみこそ整えられているが、マフィアに似た威い圧あつ感かんを持っていた。

「あの全身からカァリスマァーッて空気を漂ただよわせてるのがテロリストのリーダーさんかな？」

『たぶん。さっきから他のメンバーへ偉えらそうに指し示じを出してるから』

「オレをこんな状態に縛しばれっつったのもアイツだしな。あー、アイツ超ちよう嚙かみ付きてえー」

「……どうして皆さんは緊きん張ちよう感かんを保てないんですか。今の状況わかってます？」

　俺おれの前に座っている姫き紗さ希き達たちが、いまいち場の空気にそぐわない会話を繰り広げていた。

　人質の中には恐きよう怖ふからすすり泣く者や、家族の名前を繰り返す者まで出てきてるっつーのに……さすがＤＨ学科生、ずいぶん図ず太ぶとい神しん経けいだ。

「──さて」

　と、スーツの男はどこから調ちよう達たつしてきたのか、用意されていたイスに腰を下ろした。

　彼の目もく前ぜんにはモニターが設置されている。男は俺達人質に対して背を向ける形でイスに座っているので、ここからでもモニターの映えい像ぞうが見えるようになっている。

「……状況は理解してもらえたか？」

　部下に対する柔和な態度から一いつ転てん、白スーツの男は険けわしい表情でモニターに話しかける。

　あの薄うす型がたモニターは、どうも魔ま導どう的な色合いが強い物らしい。接続されているコード類は一切なく、それでもしっかり機き能のうは果たしている。




『──やれやれ。何な故ぜこういう時、妾わらわのところにばかり犯はん行こう声せい明めいが来る？』




　で、そのモニターに映るのは、我らが英えい雄ゆう様の酷ひどく呆あきれた顔だった。

『テロが目的ならば声明を送るのは政府か警察だろう？　妾は一いち教育機き関かんの学園長ちようだというのに、最近そこを履はき違える輩やからが多すぎる』

　どうやら画面の向こうは白はく陽よう花かの学園長室しつらしい。どういう原げん理りかわからないが、お互いの映えい像ぞうがリアルタイムで映し出されているようだ。

　そしてこっちのモニターに映し出されているシャルロット・ハイドランジアは面めん倒ど臭くさそうに嘆たん息そくしていた。明らかにテロリストを前にする態度ではない。

「シャルロット・ハイドランジア……本ほん人にんか？　影かげ武む者しやじゃないだろうな？」

『貴き様さまこそ誰だれだ。最近のテロリストは自分の名も名乗らない不ふ敬けい者ものに成り下がったのか？』

「犯はん罪ざい者に譲じよう歩ほする姿し勢せいは一いつ切さい見せず、か……現げん存そんする英えい雄ゆう。なるほど、本ほん人にんのようだな」

　男はそれで納なつ得とくしたらしく、それ以上の追つい及きゆうはしなかった。

「私はリッドメン・Ｔ・ロートレック。貴き様さまらがいう、テロリストとやらのリーダーだ」

『なるほど。記き憶おくしておこう』

　画面越ごしに話す二人に、交こう渉しようが始まったことを察したんだろう。両者の会話を見張りのテロリストはおろか、先ほどまでざわついていた人ひと質じちまでもが固唾かたずを吞のんで見守っている。

「ん？　リッドメン？」

「？　どうしたの」

「あ、いや。何でもない」

　隣となりに座っている凛り奈なに問われ、俺おれは反射的に言葉を濁にごす。

　リッドメン・Ｔ・ロートレック……リッドメン、リッドメン……リッド？

　んー、どっかで聞いた気がするんだけど……あー駄だ目めだ。思い出せん。

『それで、貴様らは何だ？』

　俺が記憶を探さぐっている間も、両者の対談は続いていた。シャルロットの問いに対して、リッドメンと名乗った男は、あくまで冷静な声こわ音ねで聞き返した。

「何だ、とは？」

『貴様らのような輩やからに、妾わらわは思い当たる節ふしがない。いや過去の事じ例れいと照らし合わせても、見つからないというべきか。大おお方かた、善ぜん悪あく戦争終しゆう結けつ後、新たに結けつ成せいされた組織なのだろう』

「……」

『だから今一いち度ど問おう。貴様らは何だ？』

　それに、リッドメンは一度だけ思し慮りよ深ぶかげに押し黙だまった。

　数秒が、やけに長く感じられる静せい寂じやく。

「──我らは、悪の秘ひ密みつ結社アキュゼーションズ」

　やがて絞しぼり出されるように発せられた彼の声には、押し殺した怒りと憎ぞう悪おが宿っていた。




「貴様達たちが滅ほろぼした、今は亡なき誇り高き結社──ヴィランの系譜の意い志しを継つぐ者だ！」




　高らかに謳うたわれたその名に、静まり返っていた会場がざわめく。

『ヴィランの系けい譜ふって、あの……？』

「おいおい。三さん大だい結社の名前が出るとか……マジでやべえことに巻き込まれたぞ、オレ達」

「こ、この前、アタシ達が会った『ジャックランタン』って怪かい人じんさんがいた結社だよね？」

「た、確か冬ふゆ咲さきさん達が第だい一いち発見者でしたよね……生せい存ぞんが確かく認にんされて、翌よく日じつには国際指し名めい手て配はいされた凶きよう悪あくな怪人って聞いてます」

「ああ。今オレらがこうして生きてるのが奇き跡せきに思えるバケモンだぜ……クソッ、思い出しただけで震えが止まんねえ」

『もしかしてあの時とき日本に姿すがたを現したのも、このテロと何か関係が……？』

　今まで楽らつ観かん的てきだった姫き紗さ希き達たちですら、戦せん慄りつした面おも持もちで話し合っていた。世界三さん大だい結けつ社しやの一つ。そのビッグネームが関わってると聞き、このテロがただ事ではないと判はん断だんしたようだ。

　いつもクールな姫紗希でさえ目を見張り、真しん弦げんは恐きよう怖ふを如によ実じつに表す苦にが笑わらい、カノンは怯おびえから目め尻じりに涙まで浮かべ、白しろ蜜みつに至っては顔面蒼そう白はくになっている。

　で、そんな彼女達の後ろ。

「…………橙とう也やぁ？」

「いや知らない知らない！　俺おれマジ知らないから！　ホント、ホントだって！」

　お前の差し金か、といった感じに睨にらんでくる凛り奈なに、まったく身に覚えがない俺は必ひつ死しに首を振っているのだった。

　ヴィランの系けい譜ふ。

　それはかつて俺が幹かん部ぶとして所しよ属ぞくしていた結社だ。













　　　四話　先せん輩ぱいと後こう輩はい







『……な、なるほど、ヴィランの系譜か』

　ヴィランの系譜という名を聞いたシャルロットは、ひくひくと頰ほおを痙けい攣れんさせていた。

『それはまた、大たい層そうな名前が出てきたものだな……っ』

　しかも一いつ瞬しゆんだが、画面越ごしに俺と目が合った。

「うげっ」

　人ひと質じちの中に俺がいることを目め敏ざとく発見していたらしい。俺はここに白はく陽よう花かの人ひと助だすけで来てたので、むしろ学園長ちようであるシャルロットが知っててもおかしくない。

　だから俺は知らねえっつーの。マジ与あずかり知らぬことなんだから、そう何でもかんでも俺のせいにしないでほしい。

『……貴き様さまらがヴィランの系譜を継ぐ者だということはわかった』

　胸に溜ためた思いを吐き出すように、シャルロットは長いため息を漏もらす。

　そして再びリッドメンへ向けた瞳ひとみには、先ほどと同じ英えい雄ゆうに相応ふさわしい眼がん光こうを宿していた。

『それで、要求は何だ？　人ひと質じちを盾たてにするからには何かあるのだろう？』

「真実の公表、そして貴き様さまら正義の味み方かたが民みん衆しゆうを騙だましていたことに対する謝しや罪ざいだ」

『────』

　間かん髪はつを入れないリッドメンの要求に、シャルロットから表情が消えた。

「政府の正式な公こう表ひようという形をとって、すべて明るみにしろ。公表時じ刻こくは今から六時間後ご。全ぜん世界同どう時じに各かつ国こく代表の口からだ。六時間後をもって公表されない場合、もしくはそれまでに公表する意い思しがないと見た場合、この場にいる人質は全員殺ころす」

『……真実と言われても、妾わらわには何のことかわからないが』

「シャルロット・ハイドランジアともあろう者が知らないわけがないのだがな。惚とぼける気ならば今ここで例を挙げてやろうか？　汚お職しよくというには大きすぎる貴様らの汚お点てんを」

　はっ、と鼻で笑ったテロリストが「例えば」と続ける。

「善ぜん悪あく戦争が勃ぼつ発ぱつした、本当の理由」

『……』

「どうだ、英えい雄ゆうシャルロット・ハイドランジア。心当たりがないとでも？」

　最後にリッドメンはせせら笑いながら、そう付け足した。

　その言げん動どうを理解している者は人質の中にはいないようだ。意味がわからず首を傾かしげる者。犯はん罪ざい者しやの世よ迷まいごとだと切り捨てる者……その大たい半はんに共通するのは、リッドメンの言葉を信じていないことか。

「……橙とう也や」

「……わかってる」

　裏うら社会に生きる俺と凛奈を除けば、だが。

　少しまずいことになっている。今回のテロはそこら辺の結けつ社しやが起こすものとはわけが違う。

　それを重じゆう々じゆう承しよう知ちしているのか、沈ちん黙もくを保っていたシャルロットが慎しん重ちように口を開く。

『……貴様らの目的は何だ？』

「我々はヴィランの系けい譜ふの意い志しを継つぐ者だと言ったはずだ」

　その問いにも、リッドメンはあらかじめ返事を用意していたかのごとく即そく答とうする。

「貴様らが真実を隠かくしたことで、不当に扱われる悪、迫はく害がいされるしかなかった悪……貴様らの手で悪に仕立て上げられた者達を救う」

『仮にそんな真実があったとして、各国の政府が賛さん同どうすると思うのか？　公表側がわと黙もく認にん側の意見対たい立りつだけで六時間など経たちそうだが』

「少なくとも貴様は公表側に回るしかあるまい？　何せここには、世せ間けんで注目を浴びている試し作さくスーツの開発者達たち、さらにそのパトロンやスポンサーである著ちよ名めいな投とう資し家か達たちがいる」

『ッ』

「さらに、白はく陽よう花かの生徒もいるようだが？」

『貴き様さま……ッ、今日きようそこで演えん習しゆうが行われるのを知ってて……！』

「現げん存そんする英えい雄ゆう様の意見となれば、政府も無む下げにはできないさ」

　リッドメンのいやらしい言葉に、俺おれは納なつ得とくした。今まで不明だった点が解かい消しようされた。

　何な故ぜテロリストは、立場的てきに考えれば教育機き関かんの学園長ちようでしかないシャルロットに犯はん行こう声せい明めいを送ったのか。

　政府に圧力をかけるため。

　真実の公こう表ひようを必ず実行させるために、シャルロットを利用することを考えたのだろう。世せ間けんから英雄と称たたえられる者の言葉となれば、政府も容よう易いに拒きよ否ひできない。

　だから、リッドメンは白はく陽よう花かの生徒を人ひと質じちに取る。

　正義の味み方かたとして、何より学園長として、生徒を見み捨すてることができないシャルロットの立場を利用する。

「確か白陽花の触れ込みの一つに『生徒の死亡率りつがゼロ』というのがあったな。なんなら貴様が気き乗のりするよう、死亡率をゼロから少し上げてやっても……」

『一つ忠ちゆう告こくしておこう、リッドメン・Ｔ・ロートレック』

　だが、勝ち誇ったリッドメンの言葉を、シャルロットが静かに制した。




『──妾わらわの教え子達を数字で語るな』




　次の瞬しゆん間かん、息いき苦ぐるしささえ覚える重じゆう圧あつが会場を満たした。

「ッ!?」

　リッドメンが言葉を失った。

　会場の空気を張り詰めさせる威い圧あつ感かん。

　モニターから離れている俺でさえ、肌はだ身みで感じられる怒ど気き。

　画面越ごしだというのに。本ほん人にんは遥か彼方かなたの白陽花にいるというのに。ここに届くはずがないシャルロットの怒りは、確かにこの会場に煮にえたぎっている。

「……そんなに生徒が大事か？　それとも白陽花の体てい裁さいを保つためか？」

『まだ言うか、物もの覚おぼえが悪いガキだな。体裁だの率だのという言葉を使えば頭がよく見えるとでも思っているのか？』

「ッ……貴様ッ」

『フン、これでも妾は教育者だからな。貴様に合わせてわかりやすく教えてやろう、リッドメン・Ｔ・ロートレック。貴様が覚えるべき数字は「一人」だ』

　シャルロットは画面越しのリッドメンを見み据すえながら、真まっ直すぐ告げる。

『妾の教え子をたった一人でもその手にかけてみろ。妾が直じき々じきに貴様達を殺しに行ってやる』

「…………」

『妾わらわからは以上だ。政府にはできるだけ公こう表ひよう側がわとして意見してやる。せいぜい貴き様さまの思おも惑わくどおりに進むことを祈っていろ』

「ッ！　待て！」

　リッドメンはイスから身を乗り出して制せい止しする。

　だが、シャルロットは一度不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らすと、ぶっきらぼうにモニターのスイッチを切った。その瞬しゆん間かん、画面は唐とう突とつに暗くなり、何も見えなくなる。

「……クソッ！」

　突とつ然ぜん通信を切られたリッドメンは、肘ひじ掛かけに強く拳こぶしを打ち付けた。

　途と中ちゆうまで交こう渉しようの主しゆ導どう権けんを握っていたがゆえに、余よ計けい腹立たしいのだろう。そんな奴やつにテロリストの面めん々めんが心配するように歩み寄っている。

「かなり念ねん入いりに計画されたテロみたいね」

　その後うしろ姿すがたを眺ながめていた凛り奈なが感想を口にした。

「人ひと質じちの中に白はく陽よう花かの生徒がいるって認にん識しきしてたし、著ちよ名めいな投とう資し家かがいることも知ってた。事じ前ぜんにスーツの運用テストがあるって情報を摑つかんでたのかしら？」

「たぶんな。でなきゃ、シャルロットにあんな強気な交渉はできねえだろ」

　ま、結局最さい後ごにはそれが仇あだになったわけだが。

　俺おれは呆あきれから肩を竦すくめた……が、背中側がわで両手が拘こう束そくされていたので、何か変な動どう作さになってしまう。あーもー邪じや魔ま臭くせえな、この手て錠じよう。

　その時、凛奈が満足そうに何度も頷うなずいた。

「うんうん、テロの準備は怠おこたってないわね。これなら世せ間けんも彼らにしっかり脅きよう威いを抱くわ」

「……や、何で見守る視線？」

「でも正義の味み方かた側に対する気き遣づかいがなってないわ。正義の味方の味方って自覚はないみたいだし。悪としては二流、総そう合ごう点てんでは落らく第だいもいいところだわ」

「犯はん罪ざい者しやもまさか自分の悪あく行ぎようを採点されてるとは思わねえだろうな。とんだ悪ペン先生だよ」

「……ちょっと、こんな時に何でコントしてるんですか？」

　と、状況を纏まとめていた俺達を白しろ蜜みつが首だけで振り返ってくる。まるで授業を真ま面じ目めに受けない生徒を叱しかるように、ジト目で睨にらみ付けられた。

「や、コントなんかしてねえって。状況を確かく認にんし合ってただけで」

「では何でそんなに余よ裕ゆうなんですか。言っておきますが自分達たち、人質にとられてるんですよ」

「いやまあ、こんな時だからこそ余裕を持つのが大切なわけなんだけど……あ、凛奈。もうちょい手の間かん隔かく広めで。火傷やけどするぞ」

「うん、わかった」

　注意をうながしながら、指ゆび先さきに宿した火をちょい強める。そして凛奈の手錠のチェーンを摘つまみ続ける。よし、あと少しで焼き切れるだろう。

　それを確かく認にんした俺おれは白しろ蜜みつに向き直り、

「ちゃんとここから脱だつ出しゆつする手しゆ段だんも思い付いたし、そんな慌あわてるなって」

「……ふん、どうですかね。今だって一いちノの院いんさんと談だん笑しようしてるように、しか、見え……？」

　白蜜の言葉が徐じよ々じよに尻しりすぼみになっていく。

　彼女は凛り奈なの手て錠じようを外す作業をしている俺の手を見て、何な故ぜか目を丸くしていた。

　正確にはその視線の先は俺の手首だ。はめられている手錠の輪っかにはチェーンがぶら下がっていて途と中ちゆうで焼き切ってある。

「なっ!?　それ……えっ？　ええぇぇっ!?」

「ちょっ、白蜜、声でかい。テロリストに気付かれるから」

　テロリスト共に手錠を外してることがバレるだろ。今だって他の人ひと質じち達たちの陰に隠かくれて、コソコソやってんだから。

「な、何で手錠が外れてるんですかっ!?」

「え？　いや、むしろ何で外せないと思ったんだ」

『そっか。別に橙とう也やはアイテムなんていらなかったわ』

「……鳥と坂さかよぉ、そういうのはもっと早く言えよ」

「橙也くん、アタシのも取ってもらっていいかな？」

「じ、自分のもお願いします！」

　凛奈の手錠を外し終えた俺に、姫き紗さ希き達がそれぞれの反応を示してくる。

　そんなわけでカノンの手錠外しに取りかかっていると、両手が自由になった凛奈が手首をさすりながら尋たずねてくる。

「それで橙也。ここから脱出する手段って、具体的には？」

「ああ、シャルロットがうまくやってくれたからな。その種たね火びでも使ってみようかと」

　俺の自信満まん々まんな笑えみに、白はく陽よう花か生達たちが首を傾かしげるのだった。
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　ガキュンッ！　と魔ま導どう陣じんが展てん開かいする音をリッドメンは聞いた。

「ッ!?」

　さらに魔ま力りよく運用の気け配はいが人質達の方から。

　向けられた殺さつ気きをいち早く察さつ知ちし、リッドメンは振り向くこともせずイスから飛び退のいた。

　直後。一ひと筋すじの火か線せんが、彼が座っていたイスを撃うち抜いた。

　背後から伸びてきた赤橙色の光。それがイスに直ちよく撃げきし、背もたれを貫かん通つう。そのままモニターまでをも貫つらぬき、爆ばく発はつした。

「なっ!?」

　次の瞬しゆん間かん、イスとモニターの周囲に同どう色しよくの炎ほのおでできた檻おりが出現、直ちよく撃げきした物体を閉じ込めるように捕ほ縛ばく魔ま導どうが展開する。

（貫かん通つう性の集しゆう束そく砲ほう撃げき……しかも捕縛導式の付ふ与よだと!?）

　そこにきてやっと、リッドメンは魔導攻こう撃げきが繰り出された背後を振り返る。

　床に座らせていたはずの人ひと質じちが数人立たち上がり、他者をかきわけながら一いつ直線に裏うら口ぐちへと駆かけ抜けていた。その若者達たちはテロリストと同じ武ぶ装そう姿すがただった。おそらく演えん習しゆうでテロ役をやる予定だった者達だろう。

　そんな者達の最さい後こう尾び。走りながら、こちらを振り返る少年がいた。

　彼の右みぎ目め辺りには、先ほどの魔導攻撃に用いたと思われる魔導陣じんが浮かび上がっている。

「リッドさん、大だい丈じよう夫ぶ──」

「あのガキ共を捕つかまえろ！　殺すな！　足を撃うて！」

　床に倒れたまま、リッドメンは自分を気にかける部ぶ下か達に必要最さい低てい限げんの指し示じを飛ばす。

　その指示に従った部下達はすかさず混乱から立ち直り、手にしていた銃じゆう器きで逃とう走そう者の足を狙ねらう。殺さず、機き動どう力りよくを奪うばえばいいという彼の意い図とは伝わっている。

　逃げられるはずがない。そうリッドメンが確かく信しんした、その時だ。

「お前ら、気き張ばって走れ！」

　それを見み越こしていたかのように、しんがりを務める少年が前を走る少女達に叫ぶ。

「──白陽花生の意地を見せろ！」

「ッ!?」

　瞬間、彼らに銃じゆう口こうを向けていた部下達の動きに躊躇ためらいが生まれた。

　彼らを白はく陽よう花かの生徒と知った途と端たん、思い出したのだ。

　先ほどシャルロット・ハイドランジアがモニター越しに放った威い圧あつ感かんを。

（しまっ……!?）

　少年の真しん意いに気付き、リッドメンは絶ぜつ句くした。

　自分達を白陽花の生徒だと認にん識しきさせること。しかもこのギリギリのタイミングで。自分らを手にかけた瞬間、起こりうる未来を否いや応おうなく想そう像ぞうさせ、一いつ瞬しゆんの隙すきを作る。

　結果、リッドメンの部下達は動きを止めた。

　その隙に少年は最後尾から一気に加か速そくして、少女達を追い越す。さらに炎を宿した右拳こぶしで、出入口にいた見張りごとドアを吹き飛ばした。

「ッ！　追え……」

　脱だつ出しゆつ経けい路ろは確保され、少女達は裏うら口ぐちから会場の外へと飛び出していく。

　それを見送った少年は、置きみやげとばかりに裏口付ふ近きんに炎を放った。

　燃え盛る火か災えんで通路が塞ふさがれる。簡単に追おつ手てがかからないようにするためだろう。その周しゆう到とうさに、リッドメンが舌した打うちする。

　その時だ。

　激しく燃える炎ほのおの先。会場から逃げおおせることに成功した少年が、一度だけ振り返った。

　その表情は、脱だつ出しゆつに成功したことを誇るわけではない。

　彼を逃がしてしまったリッドメンを嘲あざけるわけでもなく、ただ漫まん然ぜんと眉まゆを顰ひそめていた。

　まるで、何かを確かく認にんするかのように。

「────」

　リッドメンと視線を交えること数秒、少年は駆かけ出し、通路の先へと消えていった。

　裏うら口ぐち付近に燃え盛る火か災えんの音が、静せい寂じやくに包まれた会場内ないでやけに耳に残る。

　少年達の脱出。逃とう走そうを許したテロリスト。突とつ然ぜん起きた一いち連れんの逃走劇げきに困こん惑わくした人ひと質じち達たちがざわつき始めた。

「り、リッドさん……どうしますか？」

「早く消火しろ。奴やつらを追え、絶対に逃がすな」

「は、はい！」

「それと、お前」

　リッドメンは近くにいた部ぶ下かの一人を呼びつける。最初に『人質の荷物は没ぼつ収しゆうした』と報告してきた者だ。

「人質のアイテム類るいは没収したんじゃなかったのか？」

「あっ、いえ……そ、それが」

「安心しろ、お前達を疑ってるわけじゃない。ただの確認だ」

　声がうわずっている部下に、リッドメンは笑いかける。

　すると男も安心したのか、その硬い表情が幾いく分ぶんかほぐれる。話ができる状態になったのを確認したリッドメンは、ゆっくりと問いかけた。

「あのガキは確かに、アイテムを持ってなかったんだな？」

「は、はい」

「その他の武ぶ器き類るいは？　例えば火を起こせるような爆ばく発はつ物ぶつは？」

「い、いえ……本当に丸まる腰ごしでした」

「……」

「あ、あの……リッドさん？」

　男に声をかけられていることに気付かず、リッドメンは思し考こうする。

（……旧きゆう式しき魔ま導どう？　あの歳としでか？）

　旧式魔導は十年前の大たい戦せん終しゆう結けつと同時に、新たな習しゆう得とくが禁止されている。だがその法ほう令れいは裏を返せば『法令ができる以前から習得していた者は裁さばかれない』ということだ。

　少年の外がい見けんは十代半なかば……高く見積もっても後半だった。つまりあの少年は、小学校に入学する前後に旧式魔導が使えるようになった、という計算になる。

（……無む理りだ。そんな未み発達の思し考こう能力では、アイテムを使わずに導どう式しきを紡つむげるはずがない）

　ならば法ほう令れいに背き、最近になって習しゆう得とくしたのか？　……いや、それはもっとありえない。旧きゆう式しき魔ま導どう習得禁止は、現代における魔導関かん係けいの法律の中でも重い罪に分ぶん類るいされる。

　それを破った者は政府が必ず罰ばつする。それができなかったとしても政府直じき々じきに『悪あく人にん』と認にん定ていし、表おもて社会での生活が絶たれる。まして正義の味み方かた育成機き関かんに在ざい籍せきできるはずがない。

「……」

　答えが出ぬまま、リッドメンは裏うら口ぐちへ視線を戻す。

　部ぶ下か達たちが会場に備え付けられた消しよう火か器きで必ひつ死しに消火作さ業ぎようを続けていた。

　そんな彼らが悪あく戦せん苦く闘とうする赤せき橙とう色いろの炎ほのおに、リッドメンの視線が固定される。

「しかもあのガキ──先輩と同じ炎を」

「え？　先せん輩ぱいって……あ、もしかして地じ獄ごくの篝かがり火びって呼ばれてる、あの？」

　と、リッドメンの呟つぶやきに部下が調子を合わせてきた。

「……」

　それは上じよう司しの機き嫌げんを窺うかがうような一ひと言ことだったが、そんな部下にリッドメンは沈ちん黙もくした。

「あの怪かい人じんと知り合いなんて、リッドさんはホント凄すごい人っすよね。何たって地獄の篝火は、炎系けい怪人の中でもトップクラス……」

「……不ふ屈くつの炎だ」

「え？」

　疑問を口にする部下に対し、リッドメンは重く威い圧あつ的な口く調ちようで続けた。

「地獄の篝火というのは、正義側がわがあの人につけた蔑べつ称しようだ」

「り、リッドさん……？」

「結けつ社しや側の人間は、あの人を『不屈の炎』と呼んでいた。お前も結社の一員なら……」

「ひっ」

　そこまで言ってやっとリッドメンは、部下の顔色が一気に青ざめていることに気付いた。

「……すまない、何でもない。お前も消火を手伝ってくれ」

　自分に怯おびえる部下に対し、リッドメンは頭を振る。

（……他人の空そら似にだ）

　そんなはずがない。

　一いつ瞬しゆんしか聞こえなかったが、確かに声せい質しつも似ていた。少年が繰り出した炎も、あの人が好んで用いていた属ぞく性せい変へん換かんによる物だった。

　だが、自分がよく知るあの人は──純じゆん粋すいな異い形ぎようだ。

　他の怪人と違い人間の姿すがたになることはない。先月、国こく際さい指し名めい手て配はいされた時の手配書しよにも昔と変わらない異形の姿が映し出されていた。

　それはとある魔女があの人に与えた、絶対の制せい約やくだ。

　目もく前ぜんで逃げていった少年は、確かに人の姿すがただった。

　いくら声が似ていようが、同じ魔ま導どうを使おうが、それだけは覆くつがえしようがない事実だ。

　だから、あの少年は違う。あの人ではない。

　忘れてしまえばいい。そう思し考こうを切り替えたリッドメンは、逃げた人ひと質じちを捕つかまえるために懐ふところから通信機きを取り出した。
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　パーティー会場を脱だつ出しゆつした俺おれ達たちが向かったのはセキュリティルームだ。

　奴やつらの話ではそこに俺達が取り上げられた魔導アイテム類がある。今のままでは俺しか魔導が使えず、テロリストと遭そう遇ぐうしてもロクに交こう戦せんすることもできない。

　なんで、まずは武ぶ器きの確保という話になった。ビル内を徘はい徊かいするテロリストを慎しん重ちようにやりすごし、セキュリティルーム前に到とう着ちやくした。

「おい、人質の一部が逃げたらしいぞ」

「ああ、さっき俺の通信機にもリッドさんから連れん絡らくがきた」

「さっき監かん視しカメラにその人質っぽいのが映ってたんだが……聞いて驚け。何と全員ガキだ」

「マジかよ。リッドさんがいる会場からよく逃げられたな」

「どうもここに向かってるっぽいからよ、気き合あい入れて見張ってくれ」

「了りよう解かい」

　そこにいるテロリストは二人。ちょうど部屋の中から出てきた一人と、出入口を見張っていた一人が会話していた。どっちもアサルトライフルで武ぶ装そうしている。

「まずいな……俺達の動きがバレて、警けい戒かいされてる」

　そんな二人の様よう子すを、俺達は通路の曲がり角かどから注意深く覗のぞき込んでいた。

　どうも監視カメラにここへ向かう俺達の動どう向こうが映っていたらしい。セキュリティルーム内にあるモニターでそれを見た一人が、見張り役に注意を促うながしている。

「ど、どうするのかな？　橙とう也やくん、何か案はない？」

「今いま戦えるのは貴方あなたしかいません。会場を脱出した時みたいに何とかなりませんか？」

　カノンの言葉に続き、白しろ蜜みつに上うわ目め遣づかいで見られ、少し反応に困った。

　魔導衣いである軍ぐん服ぷくがない彼女は、今やただＭＧ学科のセーラー服ふく姿すがただ。軍服と軍ぐん帽ぼうがないと普通の女じよ子し高生っぽく、いつもの威い圧あつ感かんがない。

「つってもアレは奇き襲しゆうであって、警戒されてる今は状況が違うしなあ」

　何度も同じ手が通用するほど、あいつらも馬ば鹿かじゃないだろう。俺達を警戒している今、そう安あん易いな策じゃ──

「リッドさんといえば、作戦前まえにかなり気合い入ってたな」

「あの人はヴィランの系けい譜ふを生で見た人だからな。何つーか、こう。作戦にかける思いが違うんだよ、思いが」

「先せん輩ぱいのために、ってやつだろ？　たぶんヴィランの系譜の誰だれかなんだろうけど」

「俺おれが独どく自じに入にゆう手しゆした情報によると、あの『蒼そう天てんの怪かい姫き』イェル・フルモワセらしいぜ？」

「マジかよ。じゃあじゃあリッドさんって、イェル・フルモワセのために……？」

「ああ。大たい戦せんで正義の味み方かたに殺されたらしいからな……この作戦は『愛する人の敵かたき討うち』も含まれてんだろうさ。まっ、そんな私情をあの人は俺達に言わないけどな」

「うひゃー、熱いねー。俺も見たかったなー、蒼天の怪姫」

　馬ば鹿かだった。

　テロリストのクセに、休み時間の学生みたいな会話を繰り広げていた。

　一つあいつらにがっかりなお知らせをしてやりたい。その蒼天の怪姫とやらだが、現在とあるログハウスで新たな称しよう号ごう『ニート淑しゆく女じよ』を得ていると。

「真しん弦げん、近くにあいつら以外のテロリストがいないか、臭においでわかるか？」

「あー……術じゆつ符ふがねえから正確にはわからんが、近ちか場ばにそれらしい臭いの奴やつはいねえな」

「よし、それだけわかれば充分だ。お前ら、ちょっと下がってろ」

　軽く指し示じを出すと、後ろにいた凛り奈な達たちは俺から距離を取る。

　それを確かく認にんした俺は、テロリスト達から見えないよう通路に姿すがたを隠かくし、大きく息を吸う。

　ま、あれだけ馬鹿っぽいなら、こんな作戦にも引っかかってくれるだろう。

「パーティー会場から逃げたガキ共どもがいたぞ！　誰だれか、応おう援えんに来てくれ！」

「何!?」

「おい、急げ！」

　俺がそう叫ぶと、通路の向こう側から男達の切せつ迫ぱくした声が聞こえた。

　それから男達が走ってくる足音が近付いてきたのを見計らい、俺は通路側がわに足を出した。

「なっ!?」

　まず先せん頭とうを走っていた男が、俺の足に躓つまずいて盛せい大だいにすっ転ぶ。

「うおっ！」

　で、その後こう方ほうを走っていた男が、倒れた男に覆おおい被かぶさるようにすっ転ぶ。

　テロリスト達が倒れた隙すきに、俺は二人が手にしている武ぶ器きを思い切り蹴けっ飛ばした。

　二人のアサルトライフルが空むなしい音を立てながら、通路の先に転がっていく。

　これで武ぶ装そう解かい除じよも完かん了りようっと。

「な、何のつもりだ、お前！」

「あっ！　こいつ、ガキ共の一人じゃねえか！」

　で、やっとこさ状況を理解した二人組に、つい口くち元もとを凶きよう悪あくに歪ゆがめてしまう。

　すでにまともな武器を持っていないテロリスト共を見下ろし、俺は炎ほのおを宿した拳こぶしをバギンッと鳴らした。
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　セキュリティルームを乗っ取った俺おれ達たちは、まず自分達の武ぶ装そうを整えた。

『……あった。私のグローブ』

「愛いとしのリンカー・ベルⅣ型ちゃん。ごめんね、アタシがいない間、寂しくなかった？」

「オレの術じゆつ符ふに……おっ、演えん習しゆうに使うはずだった試し作さくスーツまであるじゃねえか」

　部屋の隅すみへ無む造ぞう作さに纏まとめてあった物ぶつ品ぴんの山。テロリストに没ぼつ収しゆうされた人ひと質じち達の所しよ持じ品ひんだ。その中から自分達のアイテムを発見した姫き紗さ希き達は喜びの声を上げている。

「テロリスト二名を拘こう束そくして、ここから一番近い空あき部屋に閉じ込めてきました」

　その時、軍ぐん服ぷく姿すがたに戻っている白しろ蜜みつがセキュリティルームに戻ってきた。

　手早く自分の上うわ着ぎと軍ぐん帽ぼうを見付けた彼女には、捕つかまえたテロリスト二人が意い識しきを取り戻す前に縛しばり上げてもらい、邪じや魔まにならない場所へ軟なん禁きんしに行ってもらっていたのだ。

「それと興きよう味み深い情報が聞き出せました。何でもテロリストにはビルを占せん拠きよしている実じつ働どう隊たいの他に、緊きん急きゆう時じのための別べつ働どう隊たいが輸ゆ送そうヘリを待たい機きさせているらしいです」

「あ、白蜜ちゃん、ちょうどいいところに！　ちょっと手伝ってくれないかな？」

「……今、自分は結けつ構こう重要な情報を話していたのですが。一体何ですか？」

『この中から、使えそうな物を探してる』

　姫紗希達に手て招まねきされた白蜜は仏ぶつ頂ちよう面づらのまま大きく嘆たん息そくし、作業を手伝い始めた。

「さすがに三十階以い上じようあるビルだと、監かん視しカメラも凄すごい数ね」

「だな。いっぺんに表ひよう示じしきれてねえ」

「あっ、たぶんそこのスイッチでカメラの映えい像ぞうを切り替えられるわよ」

「了りよう解かい」

　そして俺と凛り奈なはセキュリティルームの正面。壁かべ一面に広がる多数のモニターの前で、機き材ざいの操そう作さ方法を確かめていた。

　正面モニターに映し出されているのはビル内にある様さま々ざまな場所だった。

　一階の受付ホールに地下駐ちゆう車しや場じよう。

　二階から中ちゆう層そうにかけて宿しゆく泊はくエリア、人質とテロリストの本ほん隊たいがいるパーティー会場。

　上じよう層そうにはレストランや多た目もく的てきホール、俺達がいるセキュリティルームといった間ま取どりだ。

　どうやら監視カメラの映像は、すべてここで見ることができるようだ。

　その他にも防火シャッターの手しゆ動どう開かい閉へいやら防ぼう犯はん用ようのシステムやらで、何が何だかさっぱりだ……凛奈の奴やつ、よくこれを初しよ見けんで把は握あくできるな。

「──おかしいわね」

　と、モニターを眺ながめていた凛り奈なが、ぽつりとそんな感想を漏もらした。

「あ？　おかしいって、何が？」

「監かん視しカメラに映ってるテロリスト達の動きが」

　言われて、俺おれもモニター内を観察してみる。

　ビル内に徘はい徊かいするテロリスト達。階段や廊下、レストランを武ぶ装そうして歩く連れん中ちゆうは、最さい低てい二人組で行動している。無む数すうにあるモニターの中で、どれも同じようなもんだった。

「そうかぁ？　おかしい動きなんかしてねえけど」

「違うわよ。おかしい動きがなさすぎるのが、おかしいって言ってるの」

　俺の感想に対し、凛奈は呆あきれるように顔を顰しかめた。

「普通テロをするなら、仲間内うちで符ふ丁ちようを決めてるはずよ。動どう作さとか合い言葉とか、サインの種類は色々だけど……モニターに映ってる彼らは、そんな動作をしてる様よう子すがないの」

　そこまで説明して、凛奈は俺から視線を外し、再びモニターを見やった。

「もし動作の符丁があるなら、必ず自然な動きに違い和わ感かんが混ざるはずなのに」

「単純に合い言葉系けいなんじゃねえの？　それなら動きだけじゃわからないだろ」

「そうかもしれないけど……ここまで周しゆう到とうなテロなのに、言葉の符丁だけって不安にならないのかしら。万ばん全ぜんを期すなら両方用よう意いしててもいいじゃない」

　そこで凛奈は手を口に当てる。

「符丁を使わなくてもいいって確信できるほど、仲間内を信頼してるのかしら……でも、もし符丁がないんだったら、あるいは──」

　それから凛奈はモニターを食い入るように眺めながら、考え事モードに入ってしまった。ブツブツと思し考こうを纏まとめるように独ひとり言ごとを呟つぶやき続けている。

　邪じや魔ましちゃ悪いと思い、俺はモニターに映し出された画面の一つを何気なく見やった。

「……」

　それはパーティー会場の映えい像ぞうだ。人ひと質じちやテロリスト達の動どう向こうがリアルタイムで映し出されている中、俺はリッドメン・Ｔ・ロートレックの様子を目で追う。

『あの人はヴィランの系けい譜ふを生で見た人だからな。何つーか、こう。作さく戦せんにかける思いが違うんだよ、思いが』

　その姿すがたに、俺はテロリストが何気なく放った言葉を思い出す。

　奴やつらが言うには、リッドメンはヴィランの系譜と直接関かかわりがあったらしい。

『先せん輩ぱいのために、ってやつだろ？　たぶんヴィランの系譜の誰だれかなんだろうけど』

　懐なつかしさすら覚える『先輩』という響ひびき。

　リッドメンだから『リッド』という愛あい称しよう。

　それらの要素が、俺の記き憶おくに妙みような引っかかりを生んでいる。

「……まさか、なぁ」

「やっぱり知り合い？」

　つい口にしてしまった俺おれの呟つぶやきに対し、凛り奈なが姫き紗さ希き達には聞こえないようにコソコソと顔を寄せて話しかけてくる。どうやらモニターを注ちゆう視しした俺が気になったらしい。

「彼……アキュゼーションズのリーダーが名乗った時、何か思い出してたわよね」

「あ、いや、たいしたことじゃねえんだ」

「……またそうやって秘ひ密みつにするのね。橙とう也やは自分の昔のことになるといっつもそうだわ」

　ふーんだ、とそっぽを向いた凛奈が不満そうに頰ほおを膨ふくらませた。どうしてこいつは俺の過去の話になると、こう不ふ機き嫌げん度が増すのだろうか。

「や、ホント違うって。さっきまで忘れてて、今思い出しただけ」

「じゃあ話してくれてもいいじゃない」

「構わないけど。あいつさ、たぶん昔に助けたことがある」

「え？」

　と、明後日あさつての方向を向いてた凛奈が、勢いよくこっちを見た。

「……貴方あなたが助けたってこと？」

「俺っつーか俺達。ヴィランの系けい譜ふがってことになる」

　あー、と顎あごをさすりながら、俺は自分の記き憶おくを手て探さぐりで掘り起こす。

　何せかなり昔のことだ。思い出すだけで一ひと苦労である。

「昔、俺がヴィランの系譜に入ったばかりの頃ころだったかな？　フランスの片かた田舎いなかで戦せん闘とうがあったんだ。たぶん旧きゆう式しき魔ま導どう統とう轄かつ協会の一いつ派ぱと正義の味み方かたの。それに一いつ般ぱん人が巻き込まれた」

「……何それ。何で一般人がいるところで戦ったのよ」

「善ぜん悪あく戦争以前だから『一般人に被ひ害がいを出さない』なんて意い識しきがなかったんだよ。しかも潜せん伏ぷくしてた統轄協会に、偶ぐう然ぜん正義の味方が出くわしたって感じの突とつ発ぱつ的な戦闘だったらしいし」

　話を聞いた凛奈が、怒りや呆あきれなどが含まれた複雑な表情を浮かべる。こいつのことだ。一般人が巻き込まれたという事実が、たとえ過去の出で来き事ごとでも許せないのだろう。

　しかしまあ、その時の正義の味方側がわも余よ裕ゆうがなかった。

　何せ相手は三大結けつ社しやの一いつ角かく。しかもゼロウ・ファミリーやヴィランの系譜みたいな変へん種しゆではなく、正しよう真しん正しよう銘めい絵に描いたような悪の秘ひ密みつ結社だ。

「で、その時とき俺らもちょうどそこにいて、ホッパーさんが『巻き込まれてる奴やつらが可哀かわい想そうだ』って言い始めたから『んじゃ助けよっか』ってことになって。全員助たすけた」

「……そんなノリで三大結社と正義の味方の戦闘に介かい入にゆうするのもあれだけど、それで本当に全員助けられるのも相当よね」

　一般人に犠ぎ牲せいがなかったとわかって安心したのだろう。凛奈がいつもの調子に戻り、少し冗じよう談だんめかした。

「でも助けたはいいけど、その土地は戦闘の余よ波はで人が住めるとこじゃなくなってさ。行き場がなくなったそいつらを、定てい住じゆう地ちが見つかるまで俺おれらが匿かくまうことになった」

　そこまで話して、凛り奈なからモニターへ視線を移す。

　パーティー会場に設置された監かん視しカメラが捉とらえている映えい像ぞう。

「その匿った奴やつらの中に『リッド』っつーガキがいた」

　そこでテロリスト達を従え、昔の面おも影かげなどまったくない男の姿すがたを俺は見み据すえる。

　リッドメン・Ｔ・ロートレック。だから愛あい称しようはリッド。

「何かやけに懐なつかれてさ。魔ま導どうを教えろーだの、炎ほのおを見せてくれーだの。いくら駄だ目めだっつっても自分を結けつ社しやに入れてくれって聞かなくて、俺を『先せん輩ぱい』って呼んでた」

「何ですぐ気付かなかったのよ？　貴方あなたに懐いてたんでしょう？」

「いや大たい戦せんよりも前の話だぜ？　それに匿ったっつっても一ヶ月くらいだし、そん時はまだあいつもガキだったし。すぐに気付かなかったとしても勘かん弁べんしてほしい」

　昔むかし話ばなしを終えると、何な故ぜか凛奈が不ふ機き嫌げんそうに目を細める。それから彼女はやや呆あきれ混じりにため息を吐つきつつ、正面のモニターに視線を戻した。

　と、その時だった。

「？　……っ！　皆、ちょっと来てちょうだい！」

　モニターを目にした凛奈が、唐とう突とつに作業中の姫き紗さ希き達を呼びつけた。

『どうしたの？』

「あれ、あの画面。三階辺りの監かん視しカメラを見て」

　ぞろぞろとモニター前に集まった姫紗希達に、凛奈はモニターの一いち画面を指ゆび差さした。

　俺もその画面を見ると、そこには──明らかに異い質しつな人ひと影かげが映っていた。

　客用の個室が並ぶ廊下。そこを凄すさまじい速度で走る人間達。

　その全員が黒いライダースーツのような物を着ていた。最新型がたの魔ま導どう衣いのようだ。頭とう部ぶには通信用ようのヘッドセット。彼らは各おの々おのの手に剣つるぎ型がたや槍やり型がた、銃じゆう型がたの魔導アイテムを携たずさえている。

「正義の味み方かただな。しかもたぶん全員国家資し格かく持ち……政府直ちよく属ぞくか？」

　彼らは統とう率そつされた動きで通路を走り抜けている。やけに洗せん練れんされた連れん携けいだ。ぱっと見ただけでも、普ふ段だんから高度な集団訓くん練れんを積んでいることが窺うかがえる。

　それらの点を踏まえた俺の『政府直属』という感想に、ここにいる全員が動どう揺ようした。

『どこから侵しん入にゆうしてきたの？　確か警けい備びシステムで出入口は防ぼう壁へきが下ろされてるはずだけど』

「わからないわ。わたしは防壁関かん連れんのスイッチはいじってないし……橙とう也やは？」

「ヘタに触ると怖こわいから、一切触れてない」

「で、でもあの人達、何しにきたのかな？　だってまだ六時間経たってないよね？」

「立たち花ばな。そりゃあオマエ、テロを制せい圧あつしにきたんだろ？」

「そんな！」

　真しん弦げんの正直な言葉に、いち早く反応し、声を荒げたのは白しろ蜜みつだった。

「人ひと質じちがいるんですよ！　何で突とつ入にゆうしてるんですか!?」

　白しろ蜜みつの意見は至し極ごく最もだ。現に怒りを含んだ彼女の言葉に、姫き紗さ希き達たちが沈ちん痛つうな面おも持もちで黙だまり込んでしまった。

　見ようによっては人質を見み捨すてたかのような突入。それを考こう慮りよした上で、俺おれは確信した。

　──政府の連れん中ちゆう、もみ消しにかかったな。

　ビルに突入してきた正義の味み方かた達は、おそらく政府直ちよく属ぞくの国家資し格かく所しよ持じ者しやだ。

　アキュゼーションズの要求である、表おもて社会に満ちた欺ぎ瞞まんの開かい示じ。その要求を吞のむことを拒んだ政府は、この事件を早そう急きゆうに終わらせることを選んだのだろう。テロリストがこれ以上余よ計けいなことを言う前にって感じで。

　それで人質が死んだ場合の声せい明めいとしては……そうだな、『凶きよう悪あくなテロリストの速すみやかな排はい除じよこそが人質の安全を確保する最さい善ぜんだと判はん断だんした』ってとこか。

　こりゃあぶちギレているシャルロットの姿すがたが目に浮かぶ。もしかしたら政府に殴なぐり込んでいるやもしれん。つーか絶対殴り込んでる。政府の重じゆう鎮ちん達たちを本当にグーで殴ってる。

「でも、これってチャンスじゃないかしら？」

　重たい沈ちん黙もくが室内に立ちこめた中、凛り奈ながあっけらかんと、そんなことを言った。

「だってビル内の状況を把は握あくできるセキュリティルームは、すでにわたし達がいるもの。彼らと協力すれば、人質を無ぶ事じに救い出せるんじゃない？」

『なるほど。こっちから協力を申もうし出るのね？』

「そっか。すでに地の利はアタシ達にあるんだもんね！　凛奈ちゃん、グッドアイディア！」

「決まりね。じゃあ橙とう也や、あの人達をここまで誘ゆう導どうしてくれる？　大おお狼がみ君も一いつ緒しよに行けばテロリスト達に遭そう遇ぐうせずに連れてこられると思うわ」

「了りよう解かい」

「あいよ」

　凛奈の指し示じに、俺は真しん弦げんと共にセキュリティルームから出ようとする。

「え？　その格かつ好こで行くんですか？」

　そんな俺達を白蜜が呼び止めた。

「その服、テロリストと勘かん違ちがいされませんか？」

　眉まゆを顰ひそめる白蜜に、忘れかけていた事実に気付く。

　そういえば俺、テロリストに扮ふんしているんだった。迷めい彩さい服ふくの戦せん闘とう防ぼう弾だんチョッキ。確かにこの格好ではテロを制せい圧あつしにきた正義の味方に、勘違いされるかもしれない。

　しかし、それは杞き憂ゆうってもんだろう。

　心配性な後こう輩はいに対し、俺と真弦は安心させるよう笑いかける。

「心配すんなよ香か河がわ。向こうはプロの正義の味方で、オレ達は白はく陽よう花かの生徒だぜ？」

「そうそう。あいつらも馬ば鹿かじゃねえんだから、ちゃんと話せばわかってくれるさ」




　そんな感じで正義の味み方かた達たちの下へ向かった俺おれと真しん弦げんだったが……すぐに後こう悔かいした。




「猟りよう犬けんを連れたテロリストの一いち味みを発見！　ただちに拘こう束そくする！」

「待て待て待て！　オレらはテロリストじゃ……って、うおぉぉッ!?」

「ふっざけんなテメェら！　拘束とか言ってガチの攻こう撃げき魔ま導どうをぶっ放す奴やつがあるか！」

「反はん抗こうの意い思しを確かく認にん！　さらに目もく標ひようは高速移動クイツク・ムーブを使用、魔導が使える！　繰り返す！　目標は魔導が使える！　至し急きゆう応援を求む！」

「攻撃よけただけで反抗!?　何それ、黙だまって死ねってこと!?」

「うわ、マジで待ッ……！　おい鳥と坂さか、どうにかしろ！」

「こんな一いつ斉せい攻撃どうにもなるか──ッ!?」




　　　　◆◆◆




「あいつら馬ば鹿かでした」

「全然わかってくれませんでした」

「ええ、モニターでちゃんと見てたわ」

　セキュリティルームに戻ってきた俺と真弦を、凛り奈なが残念そうな顔で迎えた。

　何あいつら。両手上げて近付いたのに目が合った瞬しゆん間かん、攻撃をしかけてきたぞ。

「やっぱり鳥坂がチンピラっぽかったからじゃねえか？」

「はあ？　何で俺なんだよ。むしろお前みたいな肉にく食しよく獣じゆうを連れてたから勘かん違ちがいされたんだろ」

「アタシ達女じよ子しが行くっていうのはどうかな？　それなら大だい丈じよう夫ぶじゃない？」

「たぶん無む理りだと思うわ。橙とう也や達たちに何も躊躇ためらわずに攻撃してたから、たぶん同じ格かつ好こうしてるだけで話を聞いてくれないと思う」

『……服を脱ぐのは？』

「この服意い外がいと暑いから、これ脱いじゃったらアタシ下着なんだけど……大丈夫かな？」

「いや駄だ目めだろ。明らかに別の理由で捕つかまるっつーの」

　ぎゃあぎゃあと現状を打だ開かいするための策を話し合う俺達。

　いつまで経たってもいい案が浮かばず、続けている内に口くち喧げん嘩かっぽくなり始めた、その時だ。




「ッ、いい加か減げんにしてくださいッ[image: !!!][image: !!!]」




　室内に響ひびき渡る怒ど鳴なり声。そのあまりの剣けん幕まくに、俺達はピタリと会話を止める。

　そこには俺達を物もの凄すごい目付きで睨にらみ付け、肩を震わせる白しろ蜜みつがいた。

「テロで一いつ般ぱん人が危険に晒さらされてるんですよ!?　いつ殺されるかわからない状況で、今も捕つかまってるんですよ!?　それなのに貴方あなた達たちは……何な故ぜ真剣にできないんですか!?」

　堰せきを切ったように吐き出され続ける怒ど声せい。向けられた表情にはいつもの仏ぶつ頂ちよう面づらがなく、明らかに俺おれ達たちを責める険けわしい色が宿っている。

　それから白しろ蜜みつは荒くなった息を整えるように、静かにうつむいた。

　ギチリッと軋きしむ音が聞こえるほど、両手の拳こぶしを強く握り締めながら。

「ご、ごめんね白蜜ちゃん。別にふざけてたわけじゃないんだよ……？」

　そんな彼女に対し、カノンが申もうし訳わけなさそうに笑った。

　顔を伏せながら震える白蜜に、カノンはゆっくりと歩み寄る。

「アタシは馬ば鹿かだから、確かに打だ開かい策さくとか思いつけないけど、でも──」

「──では、立たち花ばなさんはすぐにでもビルを脱だつ出しゆつするべきです」

「え？」

　謝しや意いを示すカノンに、うつむいたまま白蜜は静かに告げた。

　そのまま困こん惑わくするカノンに追い打ちをかけるように、白蜜は続ける。

「飛行魔ま導どうが使える立花さんは、上じよう層そう階かいからでも脱出できます。わざわざここに残っている理由がありません」

「で、でも皆を残してアタシだけ逃げるなんて……」

「……ッ、わからないんですか!?　魔ま法ほう少女を名乗っておきながら、ロクに戦せん闘とうもできない貴女あなたがここに残っても足あし手で纏まといなんです！」

「──ぁ」

　白蜜の怒声に、びくっとカノンが箒ほうきを抱えながら身を竦すくませる。

　足手纏い。そう告げられたカノンの顔から、いつも絶やさなかった笑えみが消えた。

　俺はその状況を理解しつつも、言い過ぎている白蜜を止めることはせず──

「姫き紗さ希き、真しん弦げん、ちょい待て」

　逆に、白蜜に詰め寄ろうとする姫紗希と真弦を制した。

『……』

「……」

　姫紗希と真弦が振り返りながら、俺を静かに睨にらみ付けてくる。

　友を蔑ないがしろにされた苛いら立だちはわからなくない。その真まっ直すぐな怒りは感心する。

　だがこの場で白蜜を糾きゆう弾だんすることこそ、やってはいけないんだ。

「皆さんもです！　どうして今の状況ふざけられるんですか！　今だけじゃありません！　人ひと助だすけの時だって、学校にいる時だって……いつも、ＤＨ学科はいつもです！　どうしてルールが守れないんですか！」

　何な故ぜなら、白蜜もまた──真っ直ぐな気持ちで憤いきどおっているからだ。

　それは彼女がずっと胸に秘ひめていた想おもいなのだろう。その憤いきどおりが、疑問が、テロに巻き込まれたこの状況でタガが外れ、一いつ気きに溢あふれ返った。

「人の命がかかってる状況で、たったそれだけの常じよう識しきを加か味みできない人は、ここにいる価か値ちはありません!!」

　最後に一ひと際きわ大きい怒ど鳴なり声が響ひびき渡った。

　反はん響きようした声が消えていくにつれ、取って代わるように重い沈ちん黙もくが室内を満たす。

　誰だれもが沈ちん痛つうな面おも持もちで、何も言わない。

　そんな中で、

「──香か河がわさんは、厳きびしい人なのね」

　重おも苦くるしい空気を打ち破る、場ば違ちがいなほど静かな声がした。

「……ッ！」

　それに白しろ蜜みつが勢いよく顔を上げ、凛り奈なを睨にらみ付ける。

　凛奈はそれに怯ひるまない。むしろ目を丸くしている。苛いら立だちを示す白蜜に心しん底そこ驚いているかのように。

「常じよう識しきを説いて、ルールを守る。当たり前のようだけど、それを日常的にこなすのはとっても難しいわ。香河さんはそれを自分にも他人にも求めてるのね」

「……当然です」

　核かく心しんを突く凛奈の言葉に、白蜜は口く惜やしそうに歯は軋ぎしりしながら肯こう定ていした。

「規き律りつを厳げん守しゆするのは、現実に生きる上での常識です。厳しかろうと何だろうと、それが当然なんです……それとも一いちノの院いんさんは、常識を説いた自分が間違ってると言いたいんですか？」

「いいえ、香河さんは正しいわ。現実は厳しいっていうのが常じよう套とう句くだもの。そもそも『世の中の守るべきルール』を教えるのが『教育』の本ほん質しつだしね」

　ゆっくりと頭を振った凛奈は、それでも、と続けた。

「それでも──現実っていうのは、貴女あなたが言うほど厳しくなんかないわよ」

　そうして凛奈は、ともすれば誇らしげに告げた。

「──え？」

　その言葉に白蜜が、困こん惑わくを滲にじませた声を漏もらす。

「世の中はもう少しだけ、優しさとか思いやりに満ちてる。貴女はそれを『甘え』って言うかもしれないけど。でもね、それがあって初めて成り立つ現実もあるわ」

　言いながら、凛奈はつかつかと淀よどみない歩ほ調ちようで白蜜に歩み寄る。

　その唐とう突とつな行動に、白蜜が戸と惑まどっていた。そんな軍ぐん服ぷく少女の前で立ち止まった凛奈は、彼女の両手を取る。

　優しく、自分の小さな両手で包み込むように。

「それをわたしが香河さんに教えてあげる」

「──ぁ」

「ほんのちょっとだけど、わたしの方がお姉ねえさんだもの。少しだけ人生を長く生きてる先せん輩ぱいの格かつ好こいいところ、見せてあげるわ」

　呆あつ気けに取られる白しろ蜜みつの返答を待たずに、凛り奈なは彼女の手を離す。

「状況を確かく認にんするわよ」

　そうして正義の味み方かたの味方は、俺おれ達たちを凛りん然ぜんと振り返った。

　その顔に浮かべられた嗜し虐ぎやく的な笑えみを、俺達に見せつけるように。

　──それは、誰だれに味方するのかを心に決めた証あかし。

　お人ひと好よしな彼女が彼女たる由ゆ縁えんの、悪あく癖へきじみた笑顔だった。

「ビル内には武ぶ装そうしたテロリスト。それを制せい圧あつしようとする正義の味方。わたし達は両方から狙ねらわれて孤こ立りつ無む援えんの状態よ。言うならば第三勢せい力りよくね」

　そこで一いつ端たん言葉を区切った凛奈は、すぅ、と静かに息を吸い、




「だから、わたし達でテロを起こすわ」




　高らかに、己おのれが悪行ひとだすけを宣せん言げんした。

「このビルで第三勢力として正義も悪も相手取り、目的を完かん遂すいさせる」

　凛奈の言葉を即そく座ざに理解したのは、どうやら俺だけのようだ。他の連れん中ちゆうは一いつ瞬しゆんテロと聞いて目を丸くしている。

　無む表情の姫き紗さ希きも、落ち込んでいたカノンも、押し黙だまっていた真しん弦げんも、皆みな一いち様ように戸と惑まどいを見せた後──しかし、すぐに凛奈が言いたいことを理解したようだ。

　彼女のお人好しさは、すでにここにいる連中は誰もが知っている。

　彼女が今この瞬しゆん間かん、たった一人の後こう輩はいのためにあろうとしていると。

「もちろんわたし達の目的はテロ組織の打だ倒とう。ビルに侵しん入にゆうしてきた正義の味み方かたを屈くつ服ぷくさせて、否いや応おうなくその目的の達たつ成せいに尽じん力りよくしてもらうわ……まさにテロでしょう？」

　後輩の願いは人ひと質じちの救きゆう出しゆつと、テロの制圧。

　そのために打倒すべきは、テロリストと政府の正義の味方。

　状況はわかりやすい。それをわざわざ口にした凛奈は、俺達に向けて冗じよう談だんめかすように小さく首を傾かしげた。

「どうかしら。皆、わたしの作戦についてきてくれる？」

　返事は、肯こう定ていを意味する沈ちん黙もくと不ふ敵てきな笑みで。

　そんな俺達に満足したのだろう。凛奈は「ありがとう」と満まん面めんの笑みで口にし、視線を俺達から外す。

　その視線の先には、この場で一人、状況についていけずに戸と惑まどっている軍ぐん服ぷく女子がいた。

　混乱を滲にじませながらも沈ちん黙もくする白しろ蜜みつに対し、凛り奈なは静かに目を閉じる。

　そのまま再び俺おれ達たちへ顔を向けた彼女は、勢いよく目を開け、威い風ふう堂どう々どうと言い放った。

「さあ、本当の必要悪テロってものを見せつけてあげましょうか」




　　　　◆◆◆




　リゾートホテル中ちゆう層そう階かい・客室前まえ廊下。

　ビル内に潜せん入にゆうしていた正義の味み方かた達たちは、廊下の先に銀ぎん髪ぱつの少女を発見した。

　歳としは若いが、迷めい彩さい服ふくに防ぼう弾だんチョッキを装そう備びしている。テロリストと思おぼしきその少女は一度こちらを振り向いたかと思うと……一いち目もく散さんに自分達から逃げ出した。

　と、彼女は通路の角かどを曲がり、その先へと消えていった。

「テロリストと思われる女を確かく認にん。追つい跡せきを開始します」

　正義の味方は通信機きに連れん絡らくを入れながら、逃とう走そうした少女を即そく座ざに追つい走そうする。

　彼らはフォーメーションを保ったまま、少女が消えた角を曲がりきる。

　だが、その先に防火シャッターが下ろされているのを見て、一いつ斉せいに立ち止まった。

「？」

　角を曲がった先には、誰だれもいない。

　即座に認にん識しき疎そ外がいの可能性を考こう慮りよし、正義の味方の一人が汎はん用よう的な解導式デイスペルをかける。それから四し方ほうを確認してみたが、やはりテロリストらしき少女の姿すがたはなかった。その結果に彼らはお互いの顔を見合わせる。

　その直後、彼らの頭ず上じようから、肌はだ身みが凍いてつく冷気が舞い降りてきた。

「なッ!?」

「まずい！　退……」

　小しよう隊たい長ちようの指し示じは続くことはなく、次の瞬しゆん間かん、彼らは氷こおり漬づけになった。

　それは氷系けいに属ぞくする導どう式しき。対たい象しようを氷ひよう塊かいの中に閉じ込め、身動きを封じる捕ほ縛ばく魔ま導どうである。

「一、二、三……うん、五人いるね！」

　氷漬けになった正義の味方達の頭上から、少女の声が聞こえた。

　魔ま女じよのような帽ぼう子しとマント。さらに彼女がまたがる箒ほうきには、両手のグローブから白い冷気を漂ただよわせる無む表情少女が乗っていた。

　飛行魔導で頭上という死し角かくを取った彼女達は、捕縛した正義の味方達の数を数え、その成果に満足そうに頷うなずいた。

「役者ゲットだね！」

『だねー』

「この調子でどんどん行こっか！」

『行こー』

　魔ま女じよと無む表情少しよう女じよは、箒ほうきの上で喜びのハイタッチを打ち合った。




　リゾートホテル上じよう層そう階かい・レストラン。

　ビル内を巡じゆん回かいしていたテロリスト達は、高こう層そう階かいからの景色けしきが一いち望ぼうできるレストランの中心で少女を見付けた。

　レストランのインテリアとして飾られた動物の剝はく製せいの前。軍ぐん服ぷくらしき上着と軍ぐん帽ぼうを被かぶった少女が倒れている。彼女が着ている軍服は、確か人ひと質じちの一人から没ぼつ収しゆうした物だ。

「……どうする？　捕つかまえるか？」

「ああ。リッドさんもそう指し示じしてたしな」

　少女が何な故ぜ倒れているのかが不ふ審しんだったが、テロリスト達はリーダーの指示に従うことを選んだ。彼らは剝製の前まで歩み、軍服の少女の周りを注意深く取り囲む。

　そして手にしていた銃じゆう器きを彼女に向けた。数秒の沈ちん黙もく。テロリストの一人がおそるおそる少女の脇わきにしゃがみ込み、その状態を確かく認にんする。

「……気き絶ぜつしてるだけだな」

　彼女の状態を確認していた男が、そう仲間に告げながら立ち上がった。

「よし、んじゃ連れていくか」

　そしてもう警けい戒かいするに値あたいしないと、少女から視線を外す。

　すると──自分達の周りに無数の紙切れが現れた。

「ひっ！」

「な、何だこれ!?」

　その長ちよう方ほう形けいの紙切れには草そう書しよ体たいのような文字が書かれ、赤く明めい滅めつしている。

　宙ちゆうを舞う術じゆつ符ふに困こん惑わくしたテロリスト達は、術じゆつ者しやを探して周囲を見回し──このレストランにおける奇妙な物体に目をやる。

　そして吞のん気きにも、その奇き妙みように当たる部分に疑問を抱いた。

　──そういえばこの狼おおかみの剝製は、何な故ぜサングラスをかけているのだろう？

「百哮ビヤツコ」

　瞬しゆん間かん。渦うずを巻きながら直ちよく進しんする暴ぼう風ふうが、テロリスト達を吹き飛ばした。

　トルネードの直ちよく撃げきを食らい、壁に叩たたき付けられた彼らは、そのまま気絶し、床に落ちる。

「ははっ、まさかこんなんで騙だませるたぁな」

　剝製に擬ぎ態たいしていた白い狼はテロリスト達が動かなくなったのを確認し、台だい座ざから下りる。

　さらにその前に倒れていた軍服女子も、むくりと起き上がった。

「衣い装しようゲットだな」

「……そうですね」

「あいかわらず膨ふくれっ面つらだな。囮おとり役やくが気に食わなかったのか？」

「……そうですよ」

　白い狼おおかみのカラカラという笑いに、軍ぐん服ぷく女子は仏ぶつ頂ちよう面づらで頷うなずいた。




　リゾートホテル中ちゆう層そう階かい・パーティー会場。

「逃げた人ひと質じち達たちによって、仲間が次々にやられています！　それにビルには政府直ちよく属ぞくの正義の味み方かたが侵しん入にゆうしているみたいです！　至し急きゆう応おう援えんを！」

　パーティー会場の正しよう面めん出入口。そこから慌あわただしくやってきたテロリスト達の報告が、会場中に響ひびき渡った。

（正義の味方？　……まさかあの英えい雄ゆう、あそこまで啖たん呵かを切っておいて生徒を見み捨すてたのか）

　会場の中央付ふ近きん。人質達の近くに立っていたリッドメンは、激しい剣けん幕まくで入ってきた部ぶ下か達にそんな感想を抱く。

　いや、モニター越しに放たれた威い圧あつ感かんは本ほん物ものだった。あの英雄が生徒達を見捨てる可能性はないと考えた方がいい。

　となると、正義の味方突とつ入にゆうは政府の独どく断だんだろう。

（……やはり政府が事実を抹まつ消しようしに来たか。シャルロット・ハイドランジアを利用すれば、あるいはと思ったんだが）

　現げん存そんする英雄と称たたえられるシャルロット・ハイドランジアは、一いち学園の学園長ちようという立場でありながら世せ間けんに大きな影えい響きよう力りよくを持つ。

　そんな英雄様が意見してくる前にテロを制せい圧あつする算さん段だんらしい。ならばこの対応の早さも納なつ得とくがいく。テロリストが余よ計けいなことを公こう表ひようする前に消す、という判はん断だんのようだ。

（事実隠いん蔽ぺいのために人質を見捨てるのか……つくづく腐くさってやがる）

　政府の非ひ道どうともいえる対応に、リッドメンは内ない心しんで毒どくづいた。

　今回の計画は、半なかば失敗に終わった。

　ならば人質に固こ執しつするだけ無む駄だだ。何せ政府は人質の安全よりも、テロリスト抹消を優ゆう先せんしたのだから。

「会場にいる見み張はりの半分は正義の味方への応おう戦せんに回り、時間を稼かせいでくれ。残りはここに待たい機き。他の者は──予定通り逃とう走そう経けい路ろの確保に移れと通つう達たつしろ」

「ここから逃げた人質達はどうしますか？」

「放っておいていい。もう人質に意味はないからな」

　テロが失敗に終わったとわかっても、リッドメンは特に落らく胆たんしなかった。むしろ失敗を想そう定ていした作さく戦せんを、あらかじめ用意してある。

　今回が失敗すれば次、その次が失敗すればさらに次と、彼は思し考こうを切り替えていける人間だ。

　そもそもたった一度のテロで、正義の味方によって作られたこの世界は変わらない。そんなことは、リッドメンは身に染しみるほどよく知っている。

（……ならば、何度だって行うだけだ）

　何も機き会かいは一度ではない。

　会場にいた部ぶ下か達たちが、リッドメンの指し示じに従って行動する。半はん数すうは人ひと質じち達の見み張はり、もう半数は慌あわただしく正しよう面めん出入口から出て行った。

「？」

　と、出入口から報告にやってきた数人の部下達が、リッドメンに歩み寄ってきた。

　まだ何か報告することがあるのだろうか。

　そう思ったのだが、部下達は固く口を閉ざしたまま歩き続ける。数人はリッドメンを追い越し、人質の周囲にいる見張り達まで歩み寄っていった。

　そして残った五人ほどの部下は、リッドメンの正面で立ち止まった。

「どうした？　お前達も正義の味み方かたに応おう戦せんしてくれ」

　リッドメンが労ろうをねぎらうように彼らに笑いかけた、その時だ。

　ジャキッと、部下達が一いつ瞬しゆんで武ぶ器きを抜き──リッドメンに向けてきた。

「……ッ」

「妙みような動きを見せるな」

　部下の一人が重く、低い声で告げてくる。

　顔から笑えみを消したリッドメンは両手を挙げながら、同時に微かすかに振り向き、会場内ないの様よう子すを観察する。

　会場中で見張りをしていた部下達が、違う部下達によって取り押さえられている。

（……まさか、謀む叛ほんか？）

　まず真まっ先さきに思い付いた可能性は、しかし目もく前ぜんに差し出されている物によって否定される。

　自分を取り囲む部下達が構えている武器。

　それに、リッドメンは見み覚おぼえがなかった。

　彼らが手にする剣けんや槍やり、銃じゆうはかなり高こう水準を保った最新式しきの魔ま導どうアイテムだ。そんなものを部下達に配はい布ふした覚えも、まして用意した記き憶おくもリッドメンにはなかった。




「──符ふ丁ちようくらい使えよ。大おお人数によるテロの時、仲間の確かく認にんは基本だぜ」




　その直後。よく聞き覚えがある声がした。

　部下達に……いや部下達に扮ふんした正義の味方達の背後から、その声こえ主ぬしはゆっくりと前に歩き出し、男達の間を縫ぬいながら姿すがたを現す。

「ッ、……貴き様さま」

　現れたのは、人質の中にいた少年だった。

　旧きゆう式しき魔ま導どうを用い、赤せき橙とう色いろの炎ほのおを操あやつり、リッドメンの思し考こうを乱す張ちよう本ほん人にん。

「それとも仲間を信用してたのか？　それにしちゃ、こんな簡単な偽ぎ装そうに気付かなかったな」

　少年は静かに告げる。

　リッドメンが知るあの人によく似た言葉遣づかいで。

「仲間の顔くらい覚えとけや、リッド」

　自分が尊そん敬けいする先せん輩ぱいのような、ふてぶてしい笑顔を浮かべた。




　　　　◆◆◆




　凛り奈なが考えた作戦はとてもシンプルだった。

　とりあえず攻こう撃げきしてくる正義の味み方かたを取り押さえて拘こう束そく。

　それと同じ数だけテロリストを捕つかまえる。

　拘束した正義の味方に『俺おれ達たちに協力してほしい』と交こう渉しよう。テロリストの武ぶ装そうをはぎとり、彼らに渡す。

　そうしてテロリストに偽装した正義の味方と共に、人ひと質じちがいるここへ潜せん入にゆう。会場にいる見み張はりを虚きよ偽ぎ報告で減らした上で、速すみやかにリーダーと残った見張りを拘束、という筋すじ書がきだ。

『符ふ丁ちようを使わなくてもいいって確信できるほど、仲間内うちを信頼してるのかしら……でも、もし符丁がないんだったら、あるいは──』

　セキュリティルームでの凛奈の言葉を思い出す。

　これはテロリスト内での合い言葉や動作の符丁がないと看かん破ぱしていなければ、実行できない作さく戦せんだった。でなければテロリストに扮ふんしたとしても、即そく座ざに正しよう体たいがバレてしまう。

　まったく恐れ入る観察力りよくだ。凛奈の奴やつ、最さい低てい限げんの労ろう力りよくで最大の成果を出しやがった。

「……貴き様さまは」

　その証しよう拠ことばかりに、俺の目もく前ぜんには表情を消したリッドが両手を挙げている。

　さらに彼の後方には、正義の味方に取り押さえられていくテロリスト達、自分達の解放に喜ぶ人質達たちの姿すがたがあった。

「ここから逃げた他の人質はどうした？」

「すでにビルの外だよ。俺は潜入作戦の指し揮きがあるから、ここに残ってる」

「……作戦指揮か。よく貴様のようなガキに、政府直ちよく属ぞくのこいつらが従ったな」

「実際苦く労ろうしたぜ？　この人達、なかなか俺らを白はく陽よう花かの生徒だって信じてくれなかったし」

「……」

　俺の言葉に、テロリストに偽装した政府直属部ぶ隊たいのリーダーが、気まずそうに顔を顰しかめた。

　何な故ぜ彼らが俺達をテロリストではないと信じたのかと言えば、それはちょっとした偶ぐう然ぜん……俺からすれば必然の事こと柄がらが役に立った。

　ぶっちゃけると、彼らが持つ通信機きで政府に連れん絡らくしてもらった。

　で、

『──あぁ？　ビルに突とつ入にゆうした正義の味み方かたから通信ん[image: ん]？　……貴き様さまらあぁ！　さっき妾わらわには知らんと言っていただろ!?　やはり突入させていたではないかぁ!?』

　案あんの定じよう、殴なぐり込みに行っていた現げん存そんする英えい雄ゆう様さまが通信先さきにいたのだった。

　白はく陽よう花かの学園長ちようシャルロット・ハイドランジア本ほん人にんの承しよう認にんを得て、俺おれらは晴れてテロリストではないと証しよう明めいされた。

　と、その時。一人のテロリスト……じゃない。テロリストに扮ふんした正義の味方が、俺達のところまで小こ走ばしりで近ちか寄よってきた。

　彼はリッドメンに剣つるぎ型がたのアイテムを突き付けている男の横で敬けい礼れいする。

「犯はん人にん全員に対する拘こう束そく魔ま導どうをかけ終えました」

「わかった。まだビル内に徘はい徊かいするテロリスト達に警けい戒かいしながら、人ひと質じちを建物外がいへ移動させろ」

「はっ」

　報告を終えた正義の味方は、すぐに踵きびすを返し、作業へ戻った。どうやらあの剣を構えている奴やつが正義の味方部ぶ隊たいのリーダーらしい。

　テロリストから解放された人質達たちは、正義の味方に誘ゆう導どうされながら会場を後にする。

　その中には──犯はん罪ざいに対する恐きよう怖ふから、啜すすり泣く女性がいた。

　確かここは試し作さくスーツの運うん用ようテストで貸し切りだったはずだ。だから彼女は研究員いんか、そのパトロン、スポンサー、白陽花の生徒、もしくは運用テストのために人質役やくを演じることになったエキストラ……そのどれかに当てはまるはずだ。

「……」

　テロから解放されてもなお、ずっと泣き続ける彼女から、俺は目が離せなかった。

　研究員だろうと投とう資し家かだろうと白陽花の生徒だろうとエキストラだろうと関係ない。

　ただ一つ確かなのは……このテロは一般人を巻き込んだ。

「リッドメン・Ｔ・ロートレック。お前を拘こう束そくする」

　そんな感かん傷しようを抱いていると、隣となりにいた正義の味方のリーダーが一歩、前へ出る。

　彼は導どう式しきを紡つむぎ、剣型のアイテムに魔ま力りよくをとおした。おそらく拘束魔導だろう。彼はその剣けん先さきをリッドに向ける。

「……仕方ない」

　それに、リッドが観かん念ねんしたように目を閉じる。

　一いつ瞬しゆんだけ口く惜やしそうに顔を顰しかめたリッドがゆっくりと目を見開く。

　その瞳ひとみに宿るのは──不ふ屈くつの闘とう志し。

　捕つかまるつもりなど毛もう頭とうなく、テロ失敗に静かな怒りすら宿している。

「ッ!?　待──」

　俺おれが気付いた時点では、すでに遅かった。

「悪いが、逃げさせてもらう」

　正義の味み方かたの拘こう束そく魔ま導どうが発はつ動どうする前に、リッドは何かの導どう式しきを瞬しゆん間かん展開した。

　直後の出で来き事ごとだ。




　ゴンッ！　とビル全体が激しく震しん動どうした。




　さらに遠えん方ぽうから聞こえてくる爆ばく発はつ音おん。それは酷ひどく連れん鎖さ的てきで、鳴りやまずに響ひびき続けている。

「ッ!?」

　パーティー会場を揺るがすほどの大きな揺れ。視し界かいが上下にぶれるほどの激しい震動に、俺は満足に立つこともできず、その場に膝ひざを着く。

　会場にいる連れん中ちゆうも同じだ。皆、唐とう突とつに見み舞まわれた激しい震動に床に倒れ、または膝を着き、または怯おびえるように身を伏せている。

「チッ！　遠えん隔かく操そう作さの導式……爆発物ぶつか!?」

　俺の隣となりで膝を着いていた正義の味方のリーダーが、口く惜やしそうに吐き捨てる。

　どうやらリッドは、あらかじめビル全体にしかけていた爆ばく弾だんを遠隔起き動どうさせたようだ。そうでなければここまで激しい揺れを起こせない。

「リッドは!?」

　はっ、と俺は会場を見回す。

　奴やつの姿すがたはない。

　他のテロリスト達も拘束魔導から逃のがれ、姿を消している。

　爆発に乗じてここから逃とう走そうするのが、リッドが残した最後の策らしい。

　このビルにいる者すべてを巻き込んででも、己おのれの信しん念ねんを貫つらぬくために。

「……」

　最後まで、俺はあいつに何も言えなかった。

　かつて悪と正義の戦いに巻き込まれたガキに。

　現在は自分が見舞われた不幸を、他に撒まき散らしているリッドに。

　俺は何も──何も、言ってやれなかった。

『──也や！　橙とう也や！』

「あ？」

　胸きよう中ちゆうに湧わき上がった感かん傷しようを振り払おうとした、その時……胸むな元もとの通信機きから、何やら騒さわがしい声がしているのに気付いた。

　ビルの揺れや爆発音で聞こえなかった。俺は一度頭あたまを振りつつ、トランシーバー型の通信機を手に取り、呼びかけに応こたえる。

「すまん、気付かなかった。どうした？」

『やっと出た！　橙とう也や、大変なの！』

　通信はすでにビルを脱だつ出しゆつしている凛り奈なからだった。妙みように声こわ音ねが切せつ迫ぱくしている。もしかしたら外からビル内で起こる爆ばく発はつを見て、慌あわてているのかもしれない。

　そう思って彼女を安心させようと声をかけようとした時、気付いた。

　雑ざつ音おん混じりの通信。凛奈の声の後ろで……誰だれかがすすり泣くような音がしている。

『と、橙也、くん……っ！』

　その泣き声の主、カノンが凛奈と通信を代わった。

『あ、アタシ……頑がん張ばって、と、止めたんだけど……で、でも聞いてくれなくて』

　彼女は嗚お咽えつの混じった途と切ぎれ途切れの言葉で、必ひつ死しに説明してくる。

　断だん片ぺん的てきに聞こえた情報に、俺おれは最悪の事じ態たいを否いや応おうもなく想そう像ぞうしてしまった。

「落ち着け。ゆっくり何が起きたのか説明してくれ」

『……し、白しろ蜜みつちゃんが、ビルで爆発が起きたのを見た途と端たん、中に入っていっちゃったの！』

「ッ!?」

『て、テロリストさんを見み逃のがせないって、言ってたの……！』

　つい大おお声ごえを出してしまうと、カノンが弱々しい声で説明してくる。

『て、テロリストさん達は、別べつ働どう隊たいで脱出を手伝う人がいるみたい！』

『香か河がわさんはセキュリティルームで捕つかまえた人からそれを聞き出してたらしいの。それでさっき屋上に大型の輸ゆ送そうヘリが停まったわ』

　さらにカノンに続いて、姫き紗さ希きが手て短みじかに状況を伝えてきた。

「──何なに考えてんだ、あいつ！」

　それを聞いた瞬しゆん間かん、俺はパーティー会場から駆かけ出した。

「ッ、おい君！　危険だ、戻れ！」

　背後では政府直ちよく属ぞく部ぶ隊たいのリーダーが声を張り上げてくるが、無む視しして突っ走る。

　会場から廊下に出ると、一ひと際きわ大きな揺れと爆発が起こる。その瞬間、進しん行こう方向の天てん井じようが崩ほう壊かいし、進しん路ろを塞ふさごうとしていた。

「チッ」

　瞬間で高速移動クイツク・ムーブを発はつ動どうし、落らつ下かする瓦が礫れきをギリギリのタイミングでやりすごす。わずかに背後を振り返ると、崩くずれた瓦礫が廊下を塞いでいた。

　クソ……これじゃあ政府直属部隊の人達が、後に続いてこない！

　それを一いち瞥べつし、俺は視線を前に戻した。誘ゆう爆ばくに続く誘爆でビルは絶え間なく揺れ続け、あちこちで火か災さいすら起きていた。

　そんな中で目め指ざすのは、白蜜が向かっていると思われる屋上だ。

「真しん弦げん、そこにいるか!?」

『わかってる、待ってろ！　……香か河がわは真まっ直すぐ屋上に向かってる！　急げ！』

「助かる！　逐ちく一いち頼むぞ！」

『了りよう解かい！』

　通信相手が代わって、真しん弦げんが術じゆつ符ふを用いた追つい跡せきで白しろ蜜みつの居い場所を告げてくる。

　──まだ間に合う。

　そんな願いにも似た感情に、俺おれは床を蹴ける両足に一いつ層そう力を込めた。




　　　　◆◆◆




　最さい上じよう階かいフロアに到とう達たつした香河白蜜は、テロリストの一いち団だんを発見した。

「ッ！」

　建物の外がい周しゆうをなぞるような造りの通路。外側に面する壁がすべて採さい光こうガラスになっており、海や浜辺を一いち望ぼうできる展てん望ぼうフロアにもなっている。

　そんな展望通路を、テロを起こした犯はん人にん達たちが早はや足あしで進んでいる。

　結けつ社しやのリーダーである男も彼らを率ひきいるように先せん頭とうを歩いていた。

「リッドさん、別ルートから屋上に向かってる仲間が、セキュリティルーム付近で捕とらわれていた奴やつらを回かい収しゆうしたそうです」

「そうか。急ぐように伝えてくれ。このビルはもう長く保もたない」

「了解」

　この展望通路の先に、屋上へ続く階段があるのだろう。脱だつ出しゆつに気を取られているのか、彼らは背後から迫る白蜜にまだ気付いていない。

（ここでリーダーに奇き襲しゆうをかければ……ッ!?）

　それが最さい善ぜん策さくと判はん断だんしたその時、白蜜の足がもつれ、バランスを崩くずす。

　ここに至るまで白蜜は高速移動クイツク・ムーブを限界まで行こう使しして、最速で階段を駆かけ上がってきた。断だん続ぞく的に起きている爆発と火か災えんの影えい響きようで、エレベーターが緊きん急きゆう停止していたのだ。

　酷こく使しした彼女の細い足が軋きしみ、それどころか魔ま導どうの連れん続ぞく使用による過か剰じような魔ま力りよく生せい成せいが、彼女の全身に燃えるような痛みを生んでいる。

　それでも白蜜は、倒れかけた体を立て直す。

（導どう式しき選択──武ぶ装そう、顕けん現げん！）

　素す早ばやく思し考こう演えん算ざんした瞬しゆん間かん、白蜜が纏まとうアイテムを兼ねた魔ま導どう衣いが導式を展開した。

　手元に生まれる幾いく重えもの光の粒りゆう子し。それは一度霧む散さんするように大気中ちゆうで大きく膨ふくらむと、突とつ如じよとして集しゆう結けつし始める。

　粒子が結けつ束そくして具現化マテリアライズされたのは、一ひと振ふりの薙なぎ刀なた。

　中ちゆう空くうに現れたそれを片手で素早く摑つかみ取ると、軍ぐん服ぷくの風ふう紀き委員は渾こん身しんの力で床を蹴けった。

「ッ！」

　同時に高速移動クイツク・ムーブを瞬しゆん間かん展開。床を蹴けり抜いた白しろ蜜みつは、薙なぎ刀なたを携たずさえたまま、瞬しゆん時じにテロリストの一いち団だんを飛び越える。

　狙ねらうは先せん頭とうを歩く結けつ社しやのリーダー、リッドメンと名乗っていた男の再さい起き不能。

　無む力りよく化かできればいい。そう刹せつ那なで判はん断だんした白蜜は、彼の腕を狙ねらって薙刀を振り下ろす。

　だが頭ず上じようの死し角かくから放ったはずの一いつ閃せんは、半はん身みで容易たやすくかわされた。

「なッ!?」

「──白はく陽よう花かの小こ娘むすめか」

　流し目で白蜜の姿すがたを一いち瞥べつしたリッドメンは、振り向き様ざまに鋭い蹴りを繰り出した。

　咄とつ嗟さに薙刀の柄つかで防ぼう御ぎよ。だが予想以上に一いち撃げきが重く、彼女は背後へ吹き飛ばされた。

「くっ……！」

　何とか空中で体勢を立て直し、床に降り立つ。

　そこでやっとテロリスト達が襲しゆう撃げき者に反応を示した。リーダーが奇き襲しゆうされて呆あつ気けに取られていた彼らは、一いつ斉せいに白蜜にアサルトライフルを構え、セーフティを外した。

「リッドさん、ご無ぶ事じですか!?」

「ああ、大だい丈じよう夫ぶだ……お前達は先に輸ゆ送そうヘリに向かってくれ。殿しんがりは俺おれに任せろ」

「ッ！　しかし！」

「あのガキは魔ま導どうが使える。お前達には荷が重い。それにここは危険だ」

「……了りよう解かいしました」

　指し示じに従った部ぶ下か達がライフルを下ろし、リッドメンの脇わきを通って屋上へ向かう。

「っ、行かせません！」

　それを追おうと白蜜が踏み出しかけた、直後だった。

　白蜜の視し界かいを、一ひと筋すじの銀ぎん光こうが横よこ切ぎった。

「ッ！」

　前方から斜め背後に向けて通過した光は、白蜜の背後で採さい光こうガラスに着ちやく弾だんした。瞬間、通路の一面を満たしていたガラスが、着弾箇か所しよから連れん鎖さするように一気に崩くずれ落ちる。

　展望フロアに、高所を吹き抜ける風が入ってくる。

　強風を肌はだで感じながら、白蜜は前方で蹴りを放った姿し勢せいのリッドメンを見やった。

　その蹴り足には──幾いく重えもの魔導陣じんが展開されている。

「なめられたもんだ。片かた手て間まで相手できると思うな」

　何かしらの砲ほう撃げき魔導。それを蹴りの勢いに乗せて放ったらしい。だが一いつ見けんした限り、彼はアイテムの類たぐいを持っていない。

（旧きゆう式しき魔導の使い手ですか……ッ！）

　驚きよう愕がくは一いつ瞬しゆん。いや正確には驚いている暇ひまがない。

　何な故ぜならリッドメンが間かん髪はつを入れず、高速移動クイツク・ムーブを発はつ動どう。一ひと息いきで距離を詰めたかと思うと、隙すきがない連続蹴げりを繰り出してきたからだ。

「ッ」

　連続する敵の攻こう撃げきを紙かみ一ひと重えで避け、時に薙なぎ刀なたの柄つかで防ぐ。

　一対たい一に持ち込まれた上での、一方的な攻こう防ぼう。

「せあぁッ！」

　その状況下かでやっと訪れた連れん撃げきの隙すき間まを見み極きわめ、裂れつ帛ぱくの気き合あいと共に薙刀を突き出す。

「甘い」

　白しろ蜜みつの一いつ刀とうは、やはり容易たやすく避けられた。

　渾こん身しんの刺し突とつもあっさりと空からぶった。内ない心しんの焦しよう燥そうを必ひつ死しに抑え込み、敵の足あし下もとを狙ねらって薙なぎ払いを放つ。

　床に斬ざん撃げき痕こんすら刻きざむ攻撃は、再さい三さんに渡り回かい避ひされるが、構わない。

　バックステップで薙ぎ払いの範はん囲いから逃のがれたリッドメンに対し、白蜜も背後へ跳ぶ。

　白蜜の狙いは一いつ端たん距離を取ること。それは近きん接せつ戦せんにおいては相手に一いち日じつの長ちようがあると認めた上で、一いち度ど仕切り直しを図ったのだが……、

「ッ……避けろ、小こ娘むすめ！」

「え？」

　リッドメンが一度目を見開き、血けつ相そうを変えて叫んだ。

　敵の行動の意い図とが理解できないまま、呆ほうけた声を出した白蜜が床に着ちやく地ちする。

　瞬しゆん間かん──白蜜の横に位置していた壁が、突然爆発した。

「ッ!?」

　いまだ断だん続ぞく的に起きていた爆ばく発はつの一つ。その爆ばく風ふうと砕くだけた壁へき面めんが白蜜に襲おそいかかり、横よこ合あいに吹き飛ばされた。

　おそらくリッドメンは爆発物の配置を知っていたのだろう。だから彼は部ぶ下かに先に逃げるように促うながした時、『ここは危険だ』と告げたのだ。

　いやしかし、そうだとしても、何な故ぜなのか。

（……どうして避けろ、なんて……？）

　敵に対してその危き機きを知らせた彼の意図がわからず、白蜜の思し考こうが混こん迷めいする。

　だからこそ、咄とつ嗟さに気付けなかった。




　爆発に吹き飛ばされた自分の体が──ビルの外側に投げ出されたことに。




「あ」

　敵の行動に対しての疑問。

　その一いつ瞬しゆんにも満たない思し考こうの空くう白はくのせいで、ガラスが割れていることを失しつ念ねんしてしまった。

　ビルの高こう々こう度どに吹き荒れる強風にもまれ、短い浮ふ遊ゆう感が全身を覆おおう。

「────」

　明確に予想できる墜つい落らく死しが、時間を遅ち延えんさせる。

　それが絶望なのだと、白しろ蜜みつは根こん拠きよもなく自じ覚かくした。

（……自分は、犯はん罪ざい者しやを取り逃がして、しまいました……！）

　決められた秩ちつ序じよ。それを守ることでもたらされる平へい穏おん。

　それを乱され、誰だれかの不幸を生み出してしまうのが嫌いやだった。だから白蜜は学園の秩序を守る風ふう紀き委員になり、将来的には社会の秩序を守る正義の味み方かたを目め指ざした。

　だというのに自分は、目の前にいる巨きよ悪あくを裁さばけなかった。

　その結果、今回のテロのように、再び罪もない人々に不幸がまき散らされる。

（立たち花ばなさんに足あし手で纏まといと言っておきながら、自分は……自分は！）

　後こう悔かいと己おのれの無む力りよくに奥おく歯ばが砕くだけそうなほど強く、歯は軋ぎしりする。

　急きゆう激げきに視し界かいが暗あん転てんしていく。

　それが精神的な痛みからくるものか、それとも高速落らつ下かする際に起きるブラックアウトか。それすらもわからないまま、ただ抗あらがうこともできない終わりに身を委ゆだねるしかない。

　もう何も見えない。

　そんな暗くら闇やみの中で、白蜜は──明るい光を感じた。

　赤く、それでいて暖かい光を。

「ッ！」

　その赤せき橙とう色いろを幻げん視しした白蜜の視界が、一気に晴れ渡った。

　まるで暗がりの恐きよう怖ふを照らす篝かがり火びのように、それは白蜜の絶望を照らす。




「ぅぅううおおおおぉぉぉぉおおおおおッ!!」




　篝火の正しよう体たいは、鬼き気き迫る形ぎよう相そうで展てん望ぼう通路を疾しつ駆くしていた。

　高速移動クイツク・ムーブを連れん続ぞく展開する少年。さらに足あし下もとで属ぞく性せい変へん換かんした小しよう規き模ぼな炎ほのおを爆ばく発はつさせ、強ごう引いんに加か速そくを成している。

　そうして彼は、こともあろうに落下する白蜜に手を伸ばしながら──自身もビルの外へと飛び出した。

　それは白蜜が高こう所しよに投げ出されてから、一瞬にも満たない出で来き事ごと。

　だがその一瞬で、目が離せなくなる。

　中ちゆう空くうに飛び出した彼の姿すがたに、伸ばされた手に、どうしてこんなにも惹ひかれるのだろう？

　決して褒ほめられた行動ではない。

　他者を助けるために自身を危険に晒さらすのは、二次災さい害がいを起こす悪い見み本ほんだったし、焦あせりから浮かべる鬼おにのような形ぎよう相そうは、救きゆう助じよされる側の白しろ蜜みつが逆に怯おびえてしまいそうなほどだ。そもそも彼が加か速そくするために用いた炎ほのおがビルに燃え移り、被ひ害がいを拡かく大だいさせている。

　それでも誰だれかのために必ひつ死しなその姿すがたは──まさしく幼い頃ころに憧あこがれたヒーローだった。

　胸きよう中ちゆうに湧わき出る憧どう憬けいにうながされるまま、白蜜もまた、彼に向けて手を伸ばした。




　　　　◆◆◆




　必死に伸ばされた白蜜の手を、俺おれは強く摑つかみ取った。

「こんのッ！」

　さらにもう片方の手で落らつ下かを防ぐために、何か取っかかりを摑む。瞬しゆん間かん、掌てのひらに鋭い痛みが走ったが無む視しする。

　ギチリッと二人分ぶんの体重を支えている腕が軋きしみ、俺達たちの体が強風に煽あおられる。

　それでも何とか白蜜を受け止めることができた。下を確かく認にんしてみると、何な故ぜか彼女が手にしていた薙なぎ刀なたが高速で落下していき、視し認にんできないほど小さくなっていくのがわかった。

　正直ゾッとする。早く白蜜を引き上げてこの状況を脱したいのだが……どうやらそう簡単にいきそうもない。

「痛ッ……ぐ、この……！」

　二人分ぶんの重量を支えている俺の手が摑んでいる物。

　それは何かの衝しよう撃げきで割れ、しかし砕くだけ落ちることなく枠わくに残っていたガラスの一部だ。咄とつ嗟さだったんで摑む物を選んでいられなかった。

　ガラスの鋭い断だん面めんに掌を切り裂さかれ、その痛みで握あく力りよくが弱まっていく。しかも裂れつ傷しようから流れ出る血のせいで滑るもんだから、結けつ構こう洒落しやれにならん。

「ッ……放してください！」

　と、俺の必死さを余よ所そに、下か方ほうから腹立たしい提てい案あんが飛んできた。

　眼がん下かを一いち瞥べつしてみると、白蜜がガラスを摑んでいる俺の手を見て、青ざめていた。

「このままでは二人共とも落ちてしまいます！　自分はいいですから……！」

「──ちょっと黙だまってろ。そうでなくとも必死なんだから」

　今はお前の小こ言ごとを聞いてる余よ裕ゆうはねえんだよ。

　大体そっちからも手を伸ばしておきながら、今さら放せっつーことはねえだろ。

「ッ、ですが！」

「うるせえっつーの。少しは先せん輩ぱいの言うこと聞け」

　なおも叫んでくる白蜜を言葉で制し、両腕うでにありったけの力を込める。

　直後だった。立て続けに起こる爆ばく発はつの一つで、ビル全体が一ひと際きわ大きく揺れた。

　その震動の影えい響きようで、俺おれが摑つかんでいたガラスに、ビギリッと亀き裂れつが走った。

「ッ!?　やば──」

　割れたガラスは元より強度がなかったんだろう。その亀裂を契けい機きに、採さい光こうガラスは瞬またたく間にひび割れていき、最後には──無む情じようにも盛せい大だいに砕くだけ散った。

　ガクンッと、俺おれ達たちの体が重力に引かれる。

　一いつ瞬しゆん、思し考こうが空白になりかけた時だった。

　グンッと手首を摑つかまれ、落下を堰き止められた。

　そのまま俺と白しろ蜜みつは、揃そろって上へ引き上げられる。

　そうして俺はこっちの手首を片手で摑み、高く掲かかげて宙ちゆうづりにしている男──リッドメン・Ｔ・ロートレックと視線が合う。

「────」

　リッドは自分が摑んでいる俺の腕を見て、目を丸くしていた。

　まるで自分の行動こそが想そう定てい外がいだとでもいうように。

　そうして黙もくすること数秒。

　やがてリッドは忌いま々いましげに舌した打うちすると、建物の内側に向けて俺達を乱らん暴ぼうにぶん投げた。

「なっ……ごッ!?」

「きゃっ！」

　展てん望ぼう通路の壁にぶち当たり、各おの々おのの感想というか痛みからの悲ひ鳴めいを上げる俺達。

「……チッ」

　そんな俺達を一いち瞥べつし、リッドは再び舌打ち。俺の手首を摑んだ己おのれの手を何度か開かい閉へいしたかと思うと、何も言わず通路を歩き出した。

「おい待てよ、リッド」

　屋上へ向かおうとするその背に短く声をかけると、リッドは歩みを止めた。

　そうして軽く振り返ったそいつの目には、酷ひどく苛いら立だたしい色が宿っていた。

「貴き様さまが、その名で私を呼ぶな」

「……あっそ。んじゃロートレックさん」

　呼び名を言い直し、俺はリッドに対して大切なことを伝える。

「助けてくれて、さんきゅー」

「……ッ！」

「安心したよ。罪もないガキの命を気にかけられるなら、お前はまだ踏み外してない」

　おまけとばかりに皮ひ肉にくっぽい笑顔を浮かべてやる。対してリッドの表情は戸と惑まどいや怒り、後こう悔かい、その他た様々な感情が宿ったように歪ゆがめられる。

「……貴方は本当に、不ふ屈くつの──」

　リッドメンが何かを呟つぶやくが、しかしその言葉の続きはなく、沈ちん黙もくした。

　俺おれからはもう何も言わない。そのまましばらく視線を交こう錯さくさせる。

「……ッ！」

　やがてリッドは何かの想おもいを振り払うように、己おのれの拳こぶしを壁に打ち付けた。

　その腕に展開している導どう式しきは筋きん力りよく強きよう化か。紡つむいだ魔ま導どうで威い力りよくが増した拳が、盛せい大だいな轟ごう音おんを立てて壁を破は壊かい。さらにどんな威力伝達が起きたのか、その破壊痕こんから亀き裂れつが次々と走っていき、周囲の壁や天てん井じようにまで及んでいく。

　直後。俺とリッドがいるちょうど中間の天井が、瓦が礫れきとなって崩くずれ落ちた。

　交わる視線を塞ふさいでいく天井の瓦礫。

　徐じよ々じよに見えなくなっていく通路の先で──かつての後こう輩はいはゆっくりと口を開いた。

「貴様らを助けたのは、ハイドランジアの報ほう復ふくをなくすためだ」

「……」

「だがそれも一度きりだ。次はない」

　そうしてリッドが背を向けたのを契けい機きに、通路は完全に塞がれた。

　屋上の道は閉ざされ、追つい跡せきの手を絶たれる。

　瓦礫の山ですでに見えなくなったリッドの背を、それでも俺はしばらく見送り……、

「……ったく、聞いてもいねえのに理由なんか言うなよ。言い訳わけがましいっつーの」

　小こ憎にくたらしい奴やつに育ちやがって。昔はもっと素直だったんだけどなあ。




『ッ……避けろ、小こ娘むすめ！』




　脳のう裏りをよぎるのは、俺がここにやってきた時にリッドが放っていた言葉。

　爆ばく発はつに巻き込まれないよう、リッドは白しろ蜜みつに危き機きを知らせた。その事実を思い出し、俺はつい口くち元もとに笑えみを浮かべてしまった。

　いまだあちこちで起きている爆ばく発はつだってそうだ。

　これが本当に悪あく意いのあるものなら、とっくにビルは倒とう壊かいしている。それでもいまだ崩ほう壊かいする気け配はいがないのは、内部にいる者達に退避する猶予を与えるためだろう。

　建物が崩れて大きな被ひ害がいが出ないように、わざわざ爆発物の位置を気き遣づかう。あくまで自分達が逃とう走そうする時間稼かせぎでしかない。

　──リッドはまだ、踏み外していない。

　それが己の過去故ゆえの行動か、それともあいつなりの信しん条じようか。

　どちらにせよ奴は、一般人への被害を諫いさめている。

　ならば俺からリッドに説せつ教きようすることは何もない。

　それで奴のテロ行こう為いが許されるわけではないが、それでも俺は不ふ謹きん慎しんな安あん堵どを抱いていた。

「さてっと……立てるか、白蜜？」

　俺おれは床から立ち上がり、ぱんぱんと衣類に付いた埃ほこりを払いながら、隣となりでへたりこんでいる白しろ蜜みつに尋たずねた。

　墜つい落らく死しを免まぬがれたとはいえ、危き機き的てきな状況は変わらない。さっさと脱だつ出しゆつしなければ、いくらリッドの気き遣づかいがあれど、ただではすまないだろう。

「あー、でも脱出するにしても俺が来た通路、火か事じとか瓦が礫れきとかで塞ふさがれまくってたな」

「……」

「屋上への通路もリッドが塞ぎやがったし……白しろ蜜みつ。お前、どっか別のルート知らない？」

「……何で、自分を追ってきたんですか」

　と、脱出の算さん段だんを考えていた俺の問いには、問いで返された。

　見ると、白蜜はうつむいたまま、ギリッと激しく奥おく歯ばを嚙かみ締めていた。その華きや奢しやな肩が震えているのは憤いきどおりからなのだと、何となく察せられた。

「何でって、お前が危ねえからだろ」

「ッ！」

「結けつ社しやの連れん中ちゆうに一人で喧けん嘩か売るのもそうだし。そもそも爆ばく発はつが起きてるビルってのは取り残されたら洒落しやれにならん」

　今の俺達たちみたいにな。

「……二次災さい害がいって知らないんですか、貴方あなたは!?　人命救きゆう助じよの基本です!!」

　俺の言葉を聞いた白蜜が、いきなり声を張り上げた。

　それはセキュリティルームの焼き直しだ。

　常じよう識しきを語る白蜜は俺を見ることはせず、床に視線を落としている。彼女が吐き出す言葉は一いつ般ぱん常識でしかない、と断ずるのは早そう計けいだ。

「……」

　おそらくそれが、白蜜にとっての正義なのだろう。

　だから彼女はこんなにも真まっ直すぐに怒る。秩ちつ序じよを大切にし、それを乱す者に憤る。それがこいつなりの筋すじの通し方なのだと悟さとり、俺はその真剣な雰ふん囲い気きに口をつぐみ──

「自分を助けるために、こんな危険まで冒おかして！　……間違ってます！　どうして貴方は、会ったばかりの自分なんかのために……」

「──やかましい！」

「きゃうんっ！」




　とりあえず白蜜の頭に、ごすん！　とチョップをかましてみた。




「!?　……!?!?　ッッ！」

　涙なみだ目めになった白蜜が両手で頭を押さえて、プルプルと震えている。

　何でチョップを見み舞まわれたのか理解できないらしい。そんな白しろ蜜みつの前に俺おれはヤンキー座りで陣じん取どって『あぁん？』と彼女の顔をねめつけた。

「あーもー、これだから風ふう紀き委員はよぉ。初しよ対たい面めんの時から小こ言ごとをチクチクチクチク、テメェは小こ姑じゆうとかっつーの」

「こ、小姑……!?」

「俺おれは立てるかどうかを聞いたんだ。それを無む視しするとか、年上なめてんのかコラ」

「た、ただのチンピラ上級生の発言じゃないですか、それ！」

　そこまで言われ放ほう題だいだというのに、白蜜が立ち上がる様よう子すはない。

　……ったく、強がりもほどほどにしとけっつーの。

　これだけのテロを起こした結けつ社しやのリーダーと戦せん闘とう。さらに大だい事じにはならなかったとはいえ、間ま近ぢかに起きた爆ばく発はつの余よ波はに吹き飛ばされたのだ。極きよく度どの緊きん張ちように加え、体に残るダメージで立ち上がれないのだろう。

「ほら、肩貸せ。立てないんだろ」

「じ、自分で歩けます！　不ふ良りよう生徒の手助けなんて……」

「ホントいちいちうっせーな。嫌いやならお姫ひめ様さま抱っこか肩かた車ぐるまにするぞ」

「そ、それはもっと嫌いやですっ」

　それで観かん念ねんしたらしく、白蜜は多少大人おとなしくなった。嫌いやがらせで言ったとはいえ、面めんと向かって露ろ骨こつに嫌がられるのは、ちょっと傷付くんだが。

　やや傷しよう心しんしたのはおいておいて、俺は白蜜に肩を貸して、よっと立ち上がる。

「……ですが、どうやって脱だつ出しゆつするつもりですか。貴方あなたが来た道は塞ふさがれてるんですよね」

「あ？　……あー、そのへんは心配いらねえよ」

　首を傾かしげかねない白蜜の疑問に答えるように、俺は歩き出す。

　展てん望ぼう通路を戻るのではなく……ガラスが割れ、強風が入り込む壁かべ際ぎわへと。

「え、ちょっ……ま、まさか飛び降りるつもりじゃありませんよね!?」

「安心しろって、そこまで無む謀ぼうじゃねえから」

　だって俺、怪かい人じん化かしないと空飛べないし。白蜜はおろか、ビルの外には大おお勢ぜいの人達の目があるんだ。こんな場所で国際指し名めい手て配はい犯はんの顔を晒さらすわけにはいかない。

「……自分を受け止める時に、その無む謀ぼうを働いた貴方がどの口で言うんですか」

「さあな。でも世の中には、俺よかよっぽど無謀な奴やつがいるみたいだぜ」

「え？」

　それでもまだ不安そうにしている白蜜に、俺は唐とう突とつに告げてやった。

「……ったくよぉ。爆発し続けてるビルに幅はば寄よせするなんて、怖こわくてできんだろ普通」

　皮ひ肉にくを効かせてそう付け足した、直後だった。

　俺達が見渡す展望通路の眼がん下かから、人影が飛び上がってきた。

「──ぁ」

　飛ひ翔しようしてきたその人物に、白しろ蜜みつが目を見み張はった。

　驚きがこめられた白蜜の視線の先。




「──橙とう也やくん！　白蜜ちゃん！」




　そこにいるのは、魔ま女じよの格かつ好こうをした正義の味み方かた候こう補ほ生せい。

　彼女は俺おれ達たちに向けて必ひつ死しに呼びかけていた。

「お願い、急いで！　風が酷ひどくて長く保もたないよ！」

　強風に煽あおられ、跨またがった箒ほうきから何度も振り落とされそうになっても。

　いまだ続く爆ばく発はつの余よ波はで、吹き飛ばされそうになっても。

　それでもカノンは、必ひつ死しに高度を維い持じし続けている。

　たとえ足あし手で纏まといと言われようと、危険を顧かえりみずビルの中に飛び込んだ後こう輩はいのために。

「──ぁ……っ」

　そんなひたむきな彼女の姿すがたに何かがこみ上げてきたのか、白蜜は突然カノンから視線を逸そらし、目め元もとを隠かくすようにうつむいた。

「あ？　どうした？」

「……せ、先輩っ」

　白蜜が嗚お咽えつ混まじりの声で、何な故ぜかそう呼びかけてきた。

　それが俺を呼んでいるのだと、咄とつ嗟さに気付けなかった。

「────」

　小さな呼び方の変化。白蜜からは初めて口にされ、だが懐なつかしさすらあるその響ひびきに、俺が言葉を詰まらせていると、

「じ、自分は、先輩方がたに……何より立花先輩に、あんな酷ひどいこと言ってしまって……どう顔向けしていいか、わからなくて……っ」

　白蜜がわずかに肩を震わせて、途と切ぎれ途切れの言葉でそう訴えかけてきた。

　カノンに合わせる顔がない、と申もうし訳わけなさから涙すら流して。

「……はっ」

　そんな自じ責せきの念ねんを抱く時ですら、真まっ直すぐな感情を表す白蜜に、俺はつい苦く笑しようした。

　先輩、ねえ。

　何の奇き縁えんか、俺はまたその愛あい称しようを得てしまった。

　ま、かつての後輩は叱しかってやれなかったが──それはまたの機き会かいということで。

　とりあえず今は新しくできた後輩に、一人の先輩としてアドバイスをくれてやるか。

「先輩は基本的に後輩の味方だ。気にするこっちゃねえよ」

「……ッ」

「それでも気に病やむっつーなら、これからいっぱい甘えてやれ。先せん輩ぱいっつーのは、後こう輩はいに甘えられて悪い気はしねえもんだからな」

「……はいっ」
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　うつむいて、その泣き顔を必ひつ死しに隠かくしたまま、それでも白しろ蜜みつは確かに頷うなずく。

　それを合あい図ずに、俺おれは白蜜を抱えたまま、魔ま女じよが待つ空へ思い切り跳ちよう躍やくした。










　　　あとがき




　この度たびはシリーズ三巻目を手に取っていただき、まことにありがとうございます。

　今回は前作で登場した新ヒロインを加えてのドタバタ日常、ラブコメ成せい分ぶん多めでお届けしております。どこら辺がラブコメ成分増ぞう量りようなのかというのを、ネタバレしない程てい度どに単語だけ抜き取って、簡単に説明いたしますと、

　ラブレター。デート。水着。テロリスト。

　となっております。我ながらとてもラブコメらしく可愛かわいらしい内容になったと思っておりますが、いかがでしょうか。

　あ、それとヒロイン達の水着がすべてあの系けい統とうになっているのは、私が自分に素直になった結果です。詳しよう細さいは本作の口くち絵えをご覧らん下さい。

　ラフ画を頂いた時は思わずガッツポーズしました。担当さんとさくやついたちさんのノリノリ精神には感謝してもしきれないです。




　そんな三巻という機き会かいを与えてくださった皆様に、感謝の意を伝えたいと思います。

　まず読者の皆様に感謝を。このシリーズを三巻までお届けできたのも、皆様が前巻、前ぜん々ぜん巻かんを手に取っていただいたからこそです。本当にありがとうございます。

　さくやついたちさん。いつもラフ画などをいただく度に、感謝の気持ちでいっぱいになります。水着についてはもちろんのこと、カバーイラストを拝はい見けんした時は幸福感かんに満たされました。私の趣しゆ味み嗜し好こうに新たな属ぞく性せい『生なま足あし』が開かい拓たくされた瞬しゆん間かんでした。

　本作を世にお届けするためにご助力してくださった担当さんを含め、出版関係の皆みな々みな様さま。本当にお世せ話わになっております。いつもながらの月並みな言葉で大変恐きよう縮しゆくですが、この場をお借りして最さい大だい限げんのお礼を申し上げます。

　それではまた何かの機会にお会いできれば幸いです。

　最後まで読んでいただき、ありがとうございました。





哀あい川かわ譲じよう
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哀あい川かわ 譲じょう

好きなケーキはフルーツタルトです。とか言いつつ写真にフルーツタルトがない不手際。執筆中に糖分が欲しくなった時は、コンビニで売っている小さいサイズのスイーツが便利です。コンビニ大好き。
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イラスト／さくやついたち

エビフライとスパゲティと試験管とカレーが好きです。世界のはじっこで机にかじりついてひっそりと生活しています。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「哀川 譲先生」係

「さくやついたち先生」係











本書は書き下ろしです。
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哀あい川かわ 譲じよう
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